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18.荻 野 敏,津 田 菜 穂 子,小 柳 桃 朱,馬 場 謙 治,

入 船 盛 弘,菊 守 寛 ス ギ 花粉 症 に 対 す る プ ラ ンル

カ ス ト初 期 投 与 の有 効 性(第4報)一 労働 生 産 性 へ の

影 響 一 ア レル ギー ・免 疫2011年18巻12号1848

-1856頁

19.渡 邊 里 香,荒 木 田 美 香 子,清 水 安 子,鈴 木 純 恵

若 手 看 護 師 に お け る退 職 の 予 測 要 因 の検 討,日 本 看

護 管理 学会 誌15巻1号2011年17-28頁

20.日 本糖 尿 病 教 育 ・看 護 学 会 研 究 推 進 委 員会(清 水

安 子,大 原裕 子,米 田 昭子,森 小律 恵,瀬 戸奈 津 子,

数 間恵 子,黒 田 久 美 子,西 垣 昌 和,宮 武 陽 子,正 木

治 恵)イ ン ス リ ン療 法 を行 う糖 尿 病 患 者 へ の 糖 尿

病 看 護 の ベ ス トプ ラ ク テ ィス ー 糖 尿 病 看 護 ス ペ シ ャ

リス トの実 践 知 を も とに,日 本 糖 尿 病 教 育 ・看 護 学

会 誌15巻1号,2011年25-34頁

21.清 水 安 子,内 海 香 子,麻 生 佳 愛,村 角 直 子,黒 田

久 美 子,瀬 戸 奈 津 子,正 木 治 恵,石 井 秀 宗

糖 尿 病 セ ル フケ ア能 力測 定 ツ ー ル(修 正 版)の 信頼

性 ・妥 当 性 の 検 討,日 本 糖 尿 病 教 育 ・看 護 学 会 誌

15巻2号,2011年118-127頁

22.河	 井伸 子,清 水 安 子,正 木 治 恵2型 糖 尿 病 とと も

に あ る 人の 連 続 性(continuity),日 本 糖 尿 病 教 育 ・

看 護 学 会 誌15巻2号,2011年128-136頁

23.遠	 藤 和 子,清 水 安 子,正 木 治 恵 描 画 を用 い た語 り

に表 れ た2型 糖 尿 病 高 齢 女 性 の 食 卓 の 受容 ～一 事 例

か らの 食 事 療 法 を 援 助 す る 視 点 ～,日 本 糖 尿 病 教

育 ・看 護 学 会誌15巻2号,2011年172-178.

24.高	 橋 良 幸,張 平 平,清 水 安 子,正 木 治 恵

日本 に お け る糖 尿 病 予 防 に 取 り組 む 人 々の 身 体 の 捉

え 方 と そ の 文化 的考 察,文 化 看 護 学 会 誌2巻1号zooo

年11-19頁

25.川	 崎優 子,内 布 敦 子,荒 尾 晴 恵,大 塚 奈 央 子,滋 野

み ゆ き 外 来 化 学 療 法 を 受 け て い る が ん 患 者 の 潜在

的 ニー ズ,兵 庫 県 立 大 学 看 護 学 部 ・地 域 ケ ア 開発 研

究 所 紀 要,18巻,35-47頁,2011

26.川 崎 優 子,内 布 敦 子,荒 尾 晴 惠,成 松 恵,上 泉 和 子,

松 本 仁 美 が ん 看 護 領 域 に お け る外 部 コ ン サ ル テー 

ション技術の構造,兵 庫県立大学看護学部 ・地域ケ

ア開発研究所紀要,18巻,23-33頁,2011

27.	 福録恵子,瀬 戸奈津子,清 水安子,太 田暁美,木 村

み さか 整形外科ク リニックを拠点とした転倒予防

在宅 トレーニングプログラムの開発 インタビュー

によ る トレー ニ ング効果 とプ ログラム の評価

日本看護学会論文集:老 年看護41号2011年3月

137-140頁

28.	 米田昭子,青 山朋未,西 垣昌和,数 間恵子,中 村

慶子,山 崎歩,杉 田和枝,瀬 戸奈津子,森 加苗愛,

任和子,特 別委員会 「糖尿病重症化予防(フ ッ ト

ケア)研修推進委員会」 日本糖尿病教育 ・看護学会

主催フッ トケア研修修了者のフットケア実践状況と

今後の課題,El本 糖尿病教育 ・看護学会誌2011年

15巻1号36-45頁

29.	 大原裕子,瀬 戸奈津子,米 田昭子,森 加苗愛,正 木

治恵 慢性疾患領域における医師 と看護師との役割

分担 と連携 の推進 に関す る研究,日 本看護科学

学会誌31巻4号2011年75-85頁

30.	 師岡友紀,梅 下浩司,萩 原邦子,小 川馨 生体肝移

植 ドナーの術後quaIityofIifeを 構成する要素,

移植,46(2-3),147-153頁

31.	 白井里佳,新 開裕幸,呉 聖人,山 邊えり,田 中博子,

師岡友紀,池 側均,瀬 尾恵子,救 命センター看護師

指導による簡易型BLS演 習における看護学生への

影響～臨床と大学とのユニフィケーションによる効

果～,大 阪大学看護学雑誌,17(1),17-24頁

32.	 小 林 珠 実,竹 内 佐 智恵,霜 田 求,荒 月 晴 惠

ホスピスに入院する終末期がん患者の家族の思いに

関する研究,大 阪大学看護学雑誌,17巻1号,25-33

頁,2011

33.	 矢山 壮,繁 信和恵,山 川みやえ,牧 本清子,田 伏

薫 入所施設の認知症の行動心理学的徴候(BPSD)で

入院を依頼する要因の実態調査 老年精神医学雑誌 

2011,22(12)

2. 会	 議 録 

1.	 AraoH,FunatsuITheMentalBurdenofCertified
 

NurseinPalliativeCareinSedationtherapy,9`hAsia
 

PacificHospiceConferenceHANDBOOK2011.P81.2011
 

z.	 EndoY,ishikawaKSelf-managementofpeoplewith
 

SchizophreniainCommunitiesinJapan,17thNPNR
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perceivedbythepeoplelivingwithschizophrenia:
 

Meta-synthesisofqualitativestudies,14thEastAsian
 

ForumofNursingScholars:ForumProceedings,2011
 

5.iTetaniC',SetoN,ShimizuYSelf-monitoringof 

lifestyleadjustmentbyapersonwithheartfalure,14th

EastAsianForumofNursingScholarsFebruaryll～12, 

2011p253

6.安	 江 郁 子,清 水 安 子,瀬 戸 奈 津 子,鈴 木純 恵 全 身

性 エ リ トマ トー デス 患 者 の 長 期 ス テ ロ イ ド服 用 に 伴

う経 験,第31回 日本 看 護科 学 学 会 学 術 集会 ロ演 集

2011年12月548頁

7.平	 井新 太郎,清 水 安 子,瀬 戸 奈 津 子,畑 中 あ かね,

福 録 恵 子 糖 尿 病 看 護 認 定 看 護 師 の行 う家 族 へ の 看

護 援 助,第16回 日本 糖 尿病 教 育 ・看 護 学会 学 術 集 会

講 演 集,2011年9月201頁

8.土	 井 智 生,清 水 安 子,瀬 戸 奈 津 子,福 録 恵 子

卒 業 後 看 護 師 と して慟 き た い と い う思 い に対 す る 臨

地 実 習 の 影 響,日 本 看 護 学 教 育 学 会 誌21巻 学 術 集 会

講 演 集2011年8月114頁

9.狩 野 春 菜,清 水 安 子,杉 本 め ば え,瀬 戸奈 津子,

福 録 恵 子 軽 症 の 関 節 リウ マ チ患 者 の 痛み の実 態,

日本 慢 性 看 護 学 会 誌5巻1号2011年6月A115頁

10.荒	 尾 晴 窓,田 墨 惠 子,小 林 珠 実 外 来 化 学 療 法 中の

乳 が ん 患者 の 認 知 機 能 障 害 の 様 相 に 関 す る 基 礎 的 研

究,日 本 が ん 看 護 学 会 誌25巻Suppi,256頁,2011

11.舟	 津 勇 巳,荒 尾 晴 惠 苦 痛 緩 和 の た め の 鎮 静 に 関 す

る緩 和 ケ ア認 定 看 護 師 の 負 担 の調 査 第16回 日本 緩

和 医 療 学 会 学 術 大 会 プ ロ グ ラ ム ・抄 録 集355頁 

2011

12.間	 城 絵 里 奈,荒 尾 晴 惠,小 林 珠 実,吉 岡 と も 子,

田 墨 惠 子 ホ ル モ ン療 法 中の 乳 が ん 患 者 の 認 知 機 能

の 様 相 第31回 日本 看 護 科 学 学 会 学 術 集 会 講 演 集

204頁2011

13.成 松 恵,井 沢 知 子,内 布敦 子,荒 尾 晴 恵 ゼ 川 崎 優 子

ホ ル モ ン療 法 中 の 乳 が ん 患者 に 対 す る 対 話 式 看 護

介 入 プ ログ ラ 厶 の 効 果Webを 活 用 した症 状 日記 の

分 析 か ら 日本 が ん 看 護 学会 誌25巻Suppl,255頁, 

2011


14.川	 崎 優 子,内 布 敦 子,荒 尾 晴 惠,大 塚 奈 央 子,滋 野

み ゆ き 外 来 化 学 療 法 を 受 けて い るが ん 患 者 の 潜 在

的 ニ ー ズ,兵 庫 県 立 大 学 看 護 学 部 ・地 域 ケ ア 開 発 研

究所 紀 要,18巻,35-47頁,2011

15.川	 崎 優 子,内 布 敦 子,荒 尾 晴 惠,成 松恵,上 泉 和 子,

松 本 仁 美 が ん 看 護 領 域 に お け る外 部 コ ンサ ル テ ー

シ ョン技 術 の 構 造,兵 庫 県立 大 学 看 護 学 部 ・地 域 ケ

ア 開 発 研 究所 紀 要,18巻,23-33頁,2011 
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16.	 福録恵子,瀬 戸奈津子,清 水安子 脊椎後椎後弯

高齢者に対する転倒予防バランス トレーニングー

在宅 トレーニングの継続と介入効果の検討一 第16

回 日本老年看護学抄録集2011年6月215頁

17.	 福録恵子,瀬 戸奈津子,清 水安子 運動器疾患を有

する高齢者を対象とした転倒予防在宅 トレーニング

介入一アンケー ト調査による トレーニング継続の評

価一 第42回 日本看護学会学術集会抄録集 老年看

護2011年7月178頁

18.	 藤本悠,瀬 戸奈津子,福 録恵子,清 水安子 ユニ

バーサルデザインを用いた院内環境の整備 日本医

療マネジメン ト学会雑誌12巻Suppl.2011年6月405

頁

19.	 出ロ貴大,瀬 戸奈津子,上 谷千夏,福 録恵子,清 水

安子,越 智恭子,鷲 田幸一,岡 永幸平,佐 藤真治

わが国の心臓1丿ハ ビリテーションの現状について,

日本心臓リハ ビリテーション学会誌16巻2号 プログ

ラム ・抄録集S258頁

20.	 藤本悠,瀬 戸奈津子 ユニバーサルデザインを用い

た院内環境の整備,日 本福祉のまちづくり学会

第14回 全国大会(堺)概 要集133頁

21.	 合 田友香,福 録恵 子,瀬 戸奈津 子,清 水 安子

人工股関節全置換術を受けた患者への退院指導一家

事動作に関する指導で必要 となる視点一 第42回

日本看護学会学術集会抄会抄録集 成人看護2011

年9月483頁

22.	 杉本めばえ,瀬 戸奈津子,狩 野春菜,清 水安子,

福録恵子 軽症関節 リウマチ患者の痛みへの対処の

実態,日 本慢性看護学会誌5巻1号2011年6月

A116頁

23.	 福録恵子,瀬 戸奈津子,清 水安子 長期転倒予防在

宅 トレーニング介入 とその評価一インタビュー調査

による トレーニング継続可能性の検討一 第31Cl日

本看護科学学会学術集会講演集2011年12月411

頁

24.	 西田純子,瀬 戸奈津子,福 録恵子,清 水安子 糖尿

病患者へのカ7ボ カウント法導入の実際 第16回 日

本糖尿病教育 ・看護学会学術集会講演集,2011年

9月191頁

25.	 日本糖尿病教育 ・看護学会 研究推進委員会(瀬 戸

奈津子,西 垣昌和,清 水安子,黒 田久美子,宮 武

陽子,米 田昭子,森 小律恵,大 原裕子,数 間恵子,
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スによる予防的抗菌薬使用の実態調査.日 外感染症

会誌8(1):83-86,2011.
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討班 報 告(平 成19～21年 度),日 本 がん 看 護 学 会 誌,

25巻1号,54-61頁,2011

11.	 藤 本 美 生,小 松 浩 子,内 布 敦 子,藤 田 佐 和,荒 尾

晴 惠,菅 野 か お り,祖 父 江 由紀 子,田 墨 恵 子,手 崎

美 登 子,矢 ヶ 崎 香,野 村 美 香,増 島 麻 里 子,奥
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India,2011,pp.1-14.


2.瀬 戸 奈 津 子 皿 糖 尿 病患 者 の 教 育 の 実 際4シ ック

デ イへ の 対 応 の 指 導 の ポ イ ン ト 門脇 孝,真 田 弘 美

編 す べ て が わ か る最 新 糖 尿 病,2011年339-341

頁,照 林 社

3.遠	 藤 淑 美 精 神 科 看 護 師 と して育 つ た め に必 要 な こ

と 実 践 精 神 科 看 護 テ キ ス ト〈基 礎 ・専 門 基 礎 編 〉

改 訂版 第7巻110-116,精 神看 護 出版,2011.

4.遠 藤 淑 美 チ ー ム に お け る 自 己活 用 実 践 精 神 科 看

護 テ キ ス ト〈 基 礎 ・専 門 基 礎 編 〉 改 訂 版 第2巻 

32-592011.

3.教	 科 書 な し

皿	 招聘講演 ・シンポジウム等

1.国	 際学会 な し

2.国	 内学会

1.荻	 野 敏 シンポジウ厶 「スギ花粉症に関する最新

情報一病態から治療まで」『花粉飛散期の患者のQOL

と医療経済』 第23回 日本アレルギー学会春季臨床

大会2011年5月 千葉市

2.荻	 野 敏 シンポジウム 『アレルギー児はどのよう

な大人になっていくのか』「実地医家から見た小児ア 

レル ギー性鼻 炎の実態(耳 鼻科の立場か ら)」

第48回 小児アレルギー学会2011年10月 福岡市

3.	 荻野 敏 招聘講演 「花粉症の治療の新 しい視点～

花粉症患者は どんな治療 をのぞんでいるか?」

第29回 静岡県耳鼻咽喉科アレルギー研究会2011

年1月 静岡市

4.	 荻野 敏 招聘講演 「子どものアレルギー性鼻炎に

ついて」 平成22年 度第2回 学校医講習会2011

年2月 大阪市

5.	 荻野 敏 招聘講演 「アレルギー性鼻炎のこれから

の治療」 第20回 中之島地域医療セミナー2011

年5月 大阪市

6.	 荻野 敏 ランチ ョンセミナー 「医療経済を考慮し

た花粉症の治療」 第50回 日本鼻科学会2011年

12月 岡山市

7.	 梅下浩司 肝移植症例登録報告 第29回 日本肝移


植研究会 仙台国際センター2011年7月


8.	 梅下浩司 改正法下での1年 と問題点:肝 第16回

臓器移植関連学会協議会 東京駅ステーシ ョンコン

ファレンス2011年9月

9.	 梅下浩司 教育セ ミナー 各臓器移植の現状:肝

第47回 日本移植学会総会 仙台国際センター2011

年10月

10.	 荒尾晴惠 緩和ケアにおける看護の魅力と看護師の

役割,第16回 日本緩和医療学会,2011,札 幌

11.	 遠藤淑美 精神科看護における発達支援一統合失調

症患者の自我発達支援に焦点をあてて 生活指導と

発達支援 日本生活指導学会第29回 研究大会2011

年9月 金沢

N学 会 一 般 演 題

1.国	 際 学 会 

1.MakimotoK,YamakawaM,SasakiY,TanakaE,
 

FujimotoS.Descriptivestudyofconstipationin
 

institutionalizedelderlydementiapatientsthe8thJoanna
 

BriggsInternationalConvention.Adelaide.2011.11
 

2.AraoH,FunatsuITheMentalBurdenofCertified
 

NurseinPalliativeCareinSedationtherapy,9`hAsia
 

PacificHospiceConference2011,July,Penang
 

3.EndoY,ishikawaKSelf-managementofpeoplewith
 

SchizophreniainCommunitiesinJapan,17thNPNR
 

Conference,2011.9,0xford.
 

4.ItoM,TakeuchiS,ShimmitsuS,YamakawaM,
 

MakimotoKLiteraturereviewonelderlyhealth
 

problemsinEastAsiacountriesJoannaBriggsInstitute
 

InternationalConvention2011NationalWineCentreof


太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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AustraliaNovember,2011
 

5.YamakawaM,ToiY,KunimotoK,ShigenobuK,
 

MaldmotoK.Importanceofnursingcareforasevere
 

Alzheimer'sdiseasepatientwithsleep-awakerhythm
 

disturbancesreceivingbright-lighttherapy.The14th
 

EAFONS(EastAsianForumofNursingScholars),
 

Seoul,Korea,February11-12,2011.
 

6.NakaokaA,YamakawaM,SutoS,MakimotoK.
 

Theincidenceofpacingandlappingmovementsin
 

patientswithdementia.The14thEAFONS(East

AsianForumofNurs血gScholars),SeouLKorea, 

February11-12,2011.

7.Kutsu血M,Ya血akawaM,SutoS,ShigenobuK, 

MakimotoK.Validationofthedistancemovedperhour 

datameasuredbytheICtagmonitoringsystembythe
 

rest-activityparametersinpatientswithdementia..The
 

14thEAFONS(EastAsianForumofNursing
 

Scholars)Seoul,Korea,February11-12,2011.
 

8.KobayashiTBereavementcareinJapan,9`hAsia
 

PacificHospiceConference,Penang,Malaysia,July2011
 

9.ShimmitsuSProcessofrecoveryfromschizophrenia
 

perceivedbythepeoplelivingwithschizophrenia: 

Meta-synthesisofqualitativestudiesThe14thEast 

AsianForumofNursingScholarsSeoulOlympic 

Parktel,KoreaFebruary,2011 

10.iTetaniC',SetoN,ShimizuYSelf-Monitoringof 

LifestyleAdjustmentByaworkingpersonwithheart 

falure,14thEastAsianForumofNursingScholars

February11～12,2011,Seoul,Korea 

11.YavamaS,YamakawaM,GreinerC,ShigenobuK, 

MakimotoK.ValidationoftheAlgaseWanderingScale 

bythetemporalandspatialmovementsmeasuredbythe 

ICtagmonitoringsystem.The14thEAFONS(East 

AsianForumofNursingScholars)Seoul,Korea, 

February11-12,2011. 

12.TeshimaT,ShinKR,KangY,SutoS,Yamakawa 

M,MakimotoK.Exploringinfluenceofunitstructures 

onspatialmovementpatternsinpatientswithdementia: 

Japan-Koreajointstudy.'The14thEAFONS(East 

AsianForumofNursingScholars)Seoul,Korea, 

February11-12,2011. 

13.NishikataS,YamakawaM,ShigenobuK,SutoS, 

TeshimaT,MakimotoK.Factorsassociatedwith 

distancemovedperdayinpatientswithAlzheimer's 

Disease..The14thEAFONS(EastAsianForumof 

大 阪大 学 看 護 学雑 誌Vb1.18No.1(2012) 

NursingScholars)Seoul,Korea,February11-12,
 

2011.


2.国	 内 学 会

1.荻 野 敏,入 船 盛 弘,馬 場 謙 治 ス ギ 花 粉 症 に 対す

る プ ラ ンル カ ス ト初 期 投 与 の 有 効 性 一労 働 生 産 性 へ

の 影 響 第73回 耳 鼻 咽喉 科 臨 床 学 会2011年6月

松 本 市

2.川 内秀 之,青 井 典 明,清 水 加 奈 子,兵 行 義,原 田

保,荻 野 敏 プ ラ ンル カス トに よ るス ギ 花 粉 症 初

期 療 法 の 有 用 性 第23回 日本 ア レル ギ ー学 会 春 季 臨

床 大 会2011年5月 千 葉 市 

3.	 土 井智 生,清 水 安子,瀬 戸奈津 子,福 録恵子

卒業後看護師として慟きたいという思いに対する臨

地実習の影響,日 本看護学教育学会第21回 学術集会

2011年8月,埼 玉

4.	 狩野春菜,清 水安子,杉 本めばえ,瀬 戸奈津子,

福録恵子 軽症の関節 リウマチ患者の痛みの実態,

第5回 日本慢性看護学会,2011年6月,岐 阜

5.	 安江郁子,清 水安子,瀬 戸奈津子,鈴 木純恵

全身性エリトマ・トーデス患ス患者の長期ステロイド

服用に伴う経験,第31回 日本看護科学学会学術集会

2011年12月,高 知

6.	 平井新太郎,清 水安子,瀬 戸奈津子,畑 中あかね,

福録恵子 糖尿病看護認定看護師の行う家族への

看護援助,第16回 日本糖尿病教育 ・看護学会学術集

会,2011年9月,東 京

7.	 牧本清子,伊 藤美樹子,竹 内佐智恵,福 録恵子,

心光世津子,山 川みやえ 心血管疾患 ・脳卒中の再

発予防に関する文献のレビュー 第31回 日本看護科

学学会学術集会2011.12.2-3.高 知

8.	 荒尾晴惠,田 墨惠子,小 林珠実 外来化学療法中の

乳がん患者の認知機能障害の様相に関する基礎的研

究 第25回 日本がん看護学会学術大会2011年

2月	 神戸市

9.	 成松恵,井 沢知子,内 布敦子,荒 尾晴惠,川 崎優子

ホルモン療法中の乳がん患者 に対する対話式看護

介入プログラ厶の効果Webを 活用した症状日記の

分析から,第25回 日本がん看護学会学術大会,2011

年2月,神 戸

10.	 舟津勇巳,荒 尾晴惠 苦痛緩和のための鎮静に関す

る緩和ケア認定看護師の負担の調査,第16回 日本緩

和医療学会学術大会,2011年7月,札 幌

11.	 間城絵里奈,荒 尾晴惠,小 林珠実,吉 岡 とも子,

田墨惠子 ホルモン療法中の乳がん患者の認知機能

の様相,第31回 日本看護科学学会学術集会,2011

年12月,高 知

太文字=教 員2重 線e博 士学生 下線=院 士学生 墓墾三学部生
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12.福 録恵子,瀬 戸奈津子,清 水安子 脊椎後弯高齢者

に対する転倒予防バランス トレーニンニングー在宅

トレーニングの継続 と介入効果の検討一 第16日 本

老年看護学会2011年6月,東 京

13.福 録恵子,瀬 戸奈津子,清 水安子 運動器疾患を有

する高齢者を対象とした転倒予防在宅 トレーニング

介入一アンケー ト調査による トレーニング継続の評

価一 第42回 日本看護学会学術集会2011年7月,

埼玉

14.藤	 本悠,瀬 戸奈津子,福 録恵子,清 水安子 ユニバ

ーサルデザインを用いた院内環境の整備,第13回 日

本医療マネジメン ト学会学術総会,2011年6月,

京都

15.出 ロ貴大,瀬 戸奈津子,上 谷干夏,福 録恵子,清 水

安子,越 智恭子,鷲 田幸一,岡 永幸平,佐 藤真治

わが国の心臓 リハ ビリテーションの現状について,

第17回 日本心臓 リハ ビリテーション学会学術集会,

2011年7月,大 阪

16.藤	 本悠,瀬 戸奈津子 ユニバーサルデザインを用い

た院内環境の整備,日 本福祉のまちづくり学会第14

回全国大会(堺)2011年8月,大 阪

17.合 田友香,福 録 恵子,瀬 戸奈 津 子,清 水 安子

人工股関節全置換術を受けた患者へ者への退院指導

一家事動作に関する指導で必要となる視点一 第42

回日本看護学会学術集会2011年9月,大 阪

18.杉 本めばえ,瀬 戸奈津子,狩 野春菜,清 水安子,

福録恵子 軽症関節 リウマチ患者の痛みへの対処の

実態,第5回 日本慢性看護学会2011年6月,岐 阜

19.福	 録恵子,瀬 戸奈津子,清 水安子 長期転倒予防在

宅 トレーニング介入とその評価一インインタビュー

調査による トレーニング継続可能性の検討一 第31

回日本看護科学学会学術集会2011年12月,高 知

20.西	 田純子,瀬 戸奈津子,福 録恵子,清 水安子 糖尿

病患者へのカーボカウン ト法導入の実際,第16回 日

本糖尿病教育 ・看護学会学術集会,2011年9月,

東京

21.日	 本糖尿病教育 ・看護学会 研究推進委員会(瀬 戸

奈津子,西 垣昌和,清 水安子,黒 田久美子,宮 武陽

子,米 田昭子,森 小律恵,大 原裕子,数 間恵子,

正木治恵)日 本におけるインスリンエラーの実態

第3報 一インスリン使用者の詳細一,第16回 日本糖

尿病教育 ・看護学会学術集会,2011年9月,東 京

22.竹	 内佐智恵 尺度による不安、うつ傾向の検出と対

人関係特性の比較一対人関係特性の把握のための分

析法の臨床応用への可能性と課題の検討一 第37回

日本社会保健医療学会 大阪大学2011年5月 

23.	 竹内佐智恵 面接において対人関係特性を記述的に

表現 して提示することの効果と弊害一女性患者 との

面接における考察一 第40回 日本女性心身医学会

2011年7月,東 京

24.	 竹 内佐 智恵,池 美保,西 尾善子,内 山百夏,古 川

惣平 頭頸部癌患者の治療経過における対人関係の

変化に関する語 り一内容 と音声変化による解析一

第24回 日本サイコオンコロジー学会総会2011年9

月,大 宮

25.	 中澤 海 遠藤淑美 医療観察法の指定入院機関の

チームメンバーが考える多職種連携 日本精神科看

護学会専門学会1,2011年8月 三重

zs.	 師岡友紀,梅 下浩司,小 川馨,萩 原邦子,永 野浩昭

成人間生体肝移植 ドナーの術後長期QOLに ついて～

小児に対する生体肝移植 との比較か ら～,第29回 日

本肝移植研究会,2011年7月,仙 台市

27.	 師岡友紀,山 本真由美,萩 原邦子,小 川馨,嶋 村剛,

永野浩昭,梅 下浩司 生体肝移植 ドナーの調査研究

に対する思い,第42回 日本看護学会,2011年9月,

大阪市

28.	 山邊え り,新 開裕幸,白 井里佳,田 中博子,師 岡

友紀 看護師による看護学生への簡易型BLS講 習の

有効性についての検討一演習前、演習直後、半年後、

一年後の比較一,第38回 日本集中治療医学会学術集

会,2011年2月,横 浜市

zs. 小林珠実,竹 内佐智恵,荒 尾晴惠 ホス ピス緩和

ケア病棟に入院する終末期がん患者の家族の思いに

関する研究 第25回 日本がん看護学会学術大会,

2011年2月 神戸市

30.	 笹岡美久里,小 林珠実 ベルギーにおけるエンゼル

ケアの実態調査～日本のエンゼルケアとの比較

第17回 日本臨床死生学会大会2011年9月 神戸市

31.	 山川み や え,片 山和 子,春 名 美幸,牧 本 清子

部屋の変更が認知症患者の歩行行動に及ぼす影響に

ついての疾患別の比較:ア ルツハイマー型認知症と

前頭側頭型認知症との比較.第16回 日本老年看護学

会学術集会.示 説,2011.6.16.東 京

32.	 九津見雅美,山 川みやえ,廖 暁艶,牧 本清子

認知症患者における活動休息リズムと身体活動の測

定:ア クチグラフデータとICタ グモニタリングシス

テムデータの比較.第27回 日本老年学会総会.合 同

ポスター発表,2011.6.15.東 京

33.	 心光世津子 断酒会の研究をとお して得た経験一看

護と社会学とのあいだで(ラ ウンドテーブル ・ディ

スカッション 『質的研究に取 り組む研究者の経験』)

第37回 日本保健医療社会学会大会 大阪大学2011

太文字=教 員2重 線 蕭博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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年5月	 44. 長野拓三,鈴 木裕史,塩 崎由梨,津 田菜穂子,荻 野

34.上	 谷干夏,瀬 戸奈津子,清 水安子 仕事をもつ慢性 敏 スギ花粉症を合併したア トピー性皮膚炎患者の

心不全患者が生活調整するためのセルフモニタ リン QOL及 び日中の眠気:2010年 と2011年 の2年 間の

グ,第8回 日本循環器看護学会学術集会2011年11 比較 第61回 日本ア レルギー学会秋季学術大会

月,宮 城 2011年11月 東京都

35.上	 谷手夏,瀬 戸奈津子,清 水安子 慢性心不全を 45. 塩崎由梨,鈴 木裕史,鹽荻野 敏,有 本啓恵,入 船

もつC氏 がセルフモニタリングしつつ行う生活調整 盛弘,岩 田伸子,菊 守 寛,竹 田真理子,玉 城晶子,

第31回 日本看護科学学会学術集会2011年12月, 馬場謙治,野 瀬道宏 スギ花粉症患者における労働

高知 生産性一花粉飛散量の影響 第61回 日本ア レルギー

36.池 田七衣,荻 野 敏,有 本啓恵,入 船盛弘,岩 田 学会秋季学術大会2011年11月 東京都

伸子,菊 守 寛,竹 田真理子,玉 城晶子,馬 場謙治, 46. 鈴木裕史,塩 崎由梨,津 田菜穂子,荻 野 敏 有本

野瀬道宏 成人アレルギー性鼻炎患者はどのような 啓恵,玉 城晶子,竹 田真理子,入 船盛弘,菊 守 寛,

アレルギー疾患を有 していたか?第61回 日本ア レ 馬場謙治,岩 田伸子,野 瀬道宏 スギ花粉症の症状

ルギー学会秋季学術大会2011年11月 東京都 の悪化の因子とその予防としての初期治療の有効性

37.山	 中純瑚,藤 原 寛,荻 野 敏,岡 田知子,山 本 に関する検討 第61回 日本アレルギー学会秋季学術

摂子,落 合直子,源 誠二郎 成人喘息患者のQOLに 大会2011年11月 東京都

影響を与える要因の検討 第61回 日本アレルギー 47. 津田菜穂子,塩 崎由梨,鈴 木裕史,荻 野 敏,菊 守

学会秋季学術大会2011年11月 東京都	 寛,亀 田 誠 大阪府におけるア レルギー疾患を

38.九	 津見雅美,矢 山 壮,山 川みやえ,牧 本清子 有する児童生徒に対する実態調査 第61回 日本アレ

認知症者における睡眠の測定および介入方法に関す ルギー学会秋季学術大会2011年11月 東京都

る文献レビュー.第12回 日本認知症ケア学会.示 説 48. 塩崎由梨,鈴 木裕史,荻 野 敏 スギ花粉症患者に

2011.9.25(横 浜) おける労働生産性一花粉飛散量の影響 第50回 日本

39.矢	 山 壮,山 川みやえ,グ ライナー智恵子,繁 信和恵, 鼻科学会2011年12月 岡山市

牧本清子ICタ グモニタリングシステムによるアル 49. 鈴 木裕 史,塩 崎 由梨,津 田菜 穂子,荻 野 敏

ゲイス徘徊評価尺度の評価.第12回 日本認知症ケア スギ花粉症の症状の悪化の因子とその予防としての

学会.示 説2011.9.24(横 浜).	 初期治療の有効性に関する検討 第50回 日本鼻科学

40.小 柳桃朱,塩 崎由梨,長 野拓三,荻 野 敏,有 本 会2011年12月 岡山市

啓恵,入 船盛弘,岩 田伸子,大 川内一郎,菊 守 寛, 50. 津 田菜穂 子,塩 崎 由梨,鈴 木裕 史,荻 野 敏

瀬尾 律,竹 田真理子,玉 城晶子,馬 場謙治,野 瀬 大阪府におけるアレルギー疾患を有する児童生徒に

道宏 ア トピー性皮膚炎の労働生産性と日中の眠気 対する実態調査(ア レルギー性鼻炎)第50回 日本

～スギ花粉症合併の影響 第29回 日本耳鼻咽喉科免 鼻科学会2011年12月 岡山市

疫ア レルギー学会2011年2月 大分市 51. 秋田友美,心 光世津子 我が国における統合失調症

41.塩 崎由梨,小 柳桃朱,荻 野 敏 大学生におけるア 陽性症状 に対す る認知療法 についての研究動 向

レルギー疾患と00L:2008～2010年 の比較 第29回 第31回 日本看護科学学会学術集会 高知市文化プラ

日本耳鼻咽喉科免疫ア レルギー学会2011年2月 ザかるぽ一と2011年12月

大分市 52. 伊東千尋,竹 下沙代,片 岡 葵,馬 場恵美,井 原真

42.津	 田菜穂子,小 柳桃朱,塩 崎由梨,山 中純瑚,荻 野 喜子,梅 下浩司,有 馬美緒子,高 階雅紀,南 正人,

敏,入 船盛弘,菊 守 寛,馬 場謙治 スギ花粉症に 吉川秀樹,中 田精三 手術部看護師と病棟看護師の

対するプランルカス ト初期投与の有効性一労働生産 術前訪問に関する意識調査 第33回 日本手術医学会

性への影響 第23回 日本ア レルギー学会春季臨床大 総会2011年10月 鹿児島

会2011年5月 千葉市 53. 片岡 葵,馬 場恵美,伊 東千尋,竹 下沙代,梅 下

43.塩	 崎由梨,加 藤千晶,荻 野 敏,有 本啓恵,入 船 浩司,伏 見 了,宮 下義弘,高 階雅紀 吉川秀樹,

盛弘,岩 田伸子,大 川内一郎,菊 守 寛,竹 田 松井信樹 アデノシン三リン酸測定の基礎的検討

真理子,玉 城晶子,馬 場謙治 スギ花粉症と日中の (その1)一 拭き取 りと測定原理に係わる事項一

眠気の関連について 第23回 日本アレルギー学会 第33回 日本手術医学会総会2011年10月 鹿児島

春季臨床大会2011年5月 干葉市 54. 馬場恵美,片 岡 葵,伊 東千尋,竹 下沙代,梅 下
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浩司,伏 見 了,宮 下義弘,高 階雅紀,吉 川秀樹ド

松井信樹 アデノシン三リン酸測定の基礎的検討

(その2)一 安定性と蛋白質との相関に係わる事項

一 第33回 日本手術医学会総会2011年10月

鹿児島

55。 玉木朋子,竹 内佐智恵 がん患者のス トレスコー

ピングに有効な心理的介入と看護への応用 第24回

日本サイコオ ンコロジー学会総会2011年9月,

大宮

56.樋 ロ明里,山 川みやえ,牧 本清子 長期介護体験者

の健康診断結果の振 り返 りによる健康問題の対処方

法:サ クセスフルエイジング事例による質的研究.第

16回 日本 老 年 看 護 学 会 学 術 集 会.示 説,

2011.6.17.東 京

v講	 演会

1.荻 野 敏 ア レルギー性鼻炎についての最新の知見

西脇市多可郡医師会学術講演会2011年2月 西脇

市

2.荻	 野 敏 花粉症の最新の治療 赤穂市医師会学術

講演会2011年3月 赤穂市

3.荻 野 敏 スギ花粉症に対するプランルカス トによ

る初期療法一労働生産性の視点を含め 中国地区上

気道ア レルギー研究会2011年3月 広島市

4.清 水安子,瀬 戸奈津子 公益財団法人田附興風会医

学研究所北野病院研修 「看護過程」,2011年2・3・4・

5(2回)・7・8月,大 阪

5.清	 水安子 大阪労災病院看護研究研修 「面接法によ

るデータ収集と質的データ分析」,2011年9月,大 阪

6.荒	 尾晴惠,岡 山県がん看護セ ミナー2011,2011年10

月,岡 山

7.荒 尾晴憲,田 墨惠子 日本看護協会全国セミナー

患者と共に実践するがん化学療法看護,2011年9月,

神戸

8.荒	 尾晴惠,田 墨惠子 日本看護協会全国セミナー

患者とともに実践するがん化学療法看護,2011年10

月,東 京

9.瀬	 戸奈津子 奈良県看護協会研修 「糖尿病患者の

セルフケア教育」,2011年11月,奈 良

10.瀬	 戸奈津子 岡山県立大学認定看護師教育センター

「血糖パターンマネジメント」,2011年9月,岡 山

11.瀬 戸奈津子 社会保険看護研修センター 認定看護

師教育課程 糖尿病看護学科 「糖尿病ケァ概論」,

2011年9月,千 葉

12.遠	 藤淑美 対人関係 論 一般精神 科看護研修会

日本精神科看護技術協会2011年11月,京 都

13.遠 藤淑美 患者一看護者関係の発展とコミュニケー

ション 中級精神科看護研修 日本精神科看護技術

協会2011年8月 京都

14.遠	 藤淑美 対人関係論 一般精神 科看護研修会

日本精神科看護技術協会2011年5月 京都

15.遠 藤淑美 フッ トケア講習会10月 浅香山病院

16.遠 藤淑美 アー トセラピー12月 ア ドラー ・ギル ド

17.山	 川みやえ 「エビデンス全体を理解 した上での口

腔ケア実践」第1回JCEBPシ ンポジウム エビデン

スの構築をめざして2011年12月 大阪

18.山	 川みやえ 「疾患の特徴を意識 した看護ケアを継

続する重要性」第135回 国治験セ ミナー認知症の疾

患別治療 とケァ2011年7月 大阪

19.山 川みやえ 「研究をまとめるための文章の書 き方」

医療法人純幸会東豊中渡辺病院看護研究研修講演会

2011年12月 大阪

20.山 川みやえ 「体位について考えよう」財団法人浅

香山病院オーラルケアリハ ビリテーションミーティ

ング2011年7月 大阪

21.山 川みやえ 「ロ腔ケアの方法に関す る考 え方」

財 団 法 人 浅 香 山 病 院 オ ー ラル ケ ア リハ ビ1丿

テーションミーティング2011年9月 大阪

22.山 川みやえ 「器質的口腔ケアのアセスメン ト」

財 団法 人 浅 香 山 病 院 オ ー ラル ケ ア リハ ビ リ

テーションミーティング2011年12月 大阪

23.山 川みやえ 「口腔ケアの基礎」財団法人浅香山

病院オーラルケア リハビリテーションミーティング

2011年12月 大阪

24.山	 川みやえ 「介護の現場で役に立つ認知症の理

解;最 もよいケアとは?」 福祉法人 ジー ・ケー

グルメ杵屋社会貢献の家研修講演会201蓴 年11月

大阪

25.山 川みやえ 「人生の先輩をサポー トする仕事」

福祉法人ジー ・ケーグループ グルメ杵屋社会貢献

の家新人研修講演会2011年3月 大阪

26.山 川みやえ 「認知症ケアのポイン ト①」医療法人

協和会千里中央病院看護連盟講演会2011年6月

大阪

27.山 川みやえ 「認知症ケアのポイン ト②:事 例検討」

医療法人協和会千里中央病院看護連盟講演会2011

年7月 大阪

28.上 谷干夏 「慢性心不全に対する心臓 リハ ビリテー

ション」第1回JCEBPシ ンポジウム エ ビデンスの

構築をめざして2011年12月 大阪
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w報 道

1.遠 藤 淑 美 反 省 的 実 践 家 を育 て る 「語 り」 か ら考

え る新 人 職 員 研 修 週 刊 医 学 界 新 聞第2942号2011

8月

2.山	 川 み や え グ ル ー プ で 行 う文 献 抄 読 会 の ス ス メ

日 本 看 護 協 会 出 版 会 編 集 部 の ペ ー ジ 

http://jnapcdc.com/archives/2262

櫪	 主催学会

1.学	 会 なし

2.セ	 ミナー

1.日 本糖尿病教育・看護学会 編集委員会(住 吉和子,

清水安子,瀬 戸奈津子,水 野美華,畑 中あかね,

池田清子,柴 山大賀,添 田百合子,藤 原優子,薬 師

神裕子,山 本裕子,米 田昭子)専 任査読者ワークシ

ョップ「よりよい査読のために(安 酸史子講師)」2011

年2月,大 阪

2.清 水安子 看護質的統合法(KJ法)研 究会第3回 指

導者研修会	 質的統合法の ブラ ッシングアップ

(山浦晴男講師)2011年3月,大 阪

3.牧	 本清子 第1回JCEBPシ ンポジウム エビデンス

の構築 をめざして 大阪大学医学部保健学科共催

2011年12月3日

4.牧 本清子 第26回 関西感染予防ネットワーク例会

「ここが難 しい内視鏡管理～適切な管理をめざして

～」サラヤ株式会社共催2011年2月5日

5.日	 本糖尿病教育 ・看護学会特別委員会 「糖尿病重症

化予防(フ ッ トケア)研 修推進委員会」(数 間恵子,

杉田和枝,瀬 戸奈津子,中 村慶子,森 加苗愛,米 田

昭子,任 和子 フッ トケアブラッシュアップコース

2077年1月,京 都

3.研	 究会

1.清	 水安子,林 優子,太 田名美,福 田里砂,福 録恵子,

瀬戸奈津子 第3回 看護質的統合法(KJ法)研 究

集会2011年3月,大 阪

z.遠	 藤淑美,心光世津子 精神科看護事例検討会(1月,

3月,5月,7月,9月,11月)

3.中 岡成文,山 中浩司,池 田光穂,霜 田求,心 光

世津子 大阪大学医療人文学研究会(2月,6月,7

月,8月)

4.講	 習会

1.溝	 水安子,遠 藤淑美,瀬 戸奈津子 公開講演会統計

学における信頼性と検定について,10月,大 阪

5.そ	 の他

1.日	 本糖尿病教育 ・看護学会 研究推進委員会(清 水

安子,西 垣昌和,米 田昭子,森 小律恵,大 原裕子,

大 阪大 学 看 護 学雑 誌Vbl.18No.1(2012)

瀬戸奈津子,黒 田久美子,宮 武陽子,数 間恵子,

正木治恵)交 流集会4「 インスリン療法患者への

ベス トプラクティス指標を看護実践で活用しよ 丶

う1」 第16回 日本糖尿病教育 ・看護学会学術集会

2011年9月

2.日	 本糖尿病教育 ・看護学会 広報委員会(瀬 戸

奈津子,雨 宮久美子,下 村裕子,中 山法子,福 井

トシ子,水 野美華,和 田幹子,西 郷和枝,桐 生史江,

松井美貴,角 南ちえ子,冨 村 真)特 別プログラム1

(ランチョンセミナー2)一 般社団法人日本糖尿病

教育 ・看護学会15周 年記念行事 広報委員会,第16

回日本糖尿病教育・看護学会学術集会,2011年9月,

東京

3.日	 本糖尿病教育 ・看護学会 編集委員会(畑 中

あかね,水 野美華,池 田清子,米 田昭子,住 吉和子,

山本裕子,柴 山大賀,薬 師神裕子,藤 原優子,添 田

百合子,瀬 戸奈津子,清 水安子)交 流集会5

「査読の力を高めよう!一 論文をクリティークでき

るために一」第16回 日本糖尿病教育 ・看護学護学会

学術集会2011年9月

呱	 受賞

1.瀬	 戸奈津子 糖尿病看護における実践能力育成のた

めの評価指標の開発(1)第11巻2号,2007年122

-134頁 ,日 本糖尿病教育 ・看護学会 平成23年 度

表彰論文賞

1X特 許 なし

X共 同研究

1.国	 内公的機関 なし

2.国	 内民間研究機関

1.山	 川みやえ 財団法人浅香山病院 認知症病棟の

クリニカルパスの開発

3.国	 外公的機関 なし

4.国	 外民間研究機関 なし

X匸	 研究費

1.校	 費

1.牧 本清子(研 究代表者),伊 藤美樹子,心 光世津子,

山川みやえ(研 究分担者)他 超領域アプローチに

よる東アジアの高齢者ケアシステムの構築 平成23

年大阪大学GLOCOL共 同研究(学 内連携)

2.科	 学研究費補助金

1.梅	 下浩司(分 研究担者)腎 臓移植の成績向上をめ

ざした臨床データ解析を目的とした症例登録 と追跡
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制度の確立並びに ドナー及びレシピエン トの安全性

確保 とQOL向 上に関する研究 平成23年 度厚生労働

科学研究費補助金

2.福	 録恵子(研 究代表者),清 水安子,瀬 戸奈津子,

今井奈妙(研 究分担者)地 域密着型クリニックを

拠点とす る運動器不安定症高齢者の運動支援プログ

ラム開発 平成23～26年 度 文部科学省研究費補助

金(基 盤研究C)

3.清 水安子(研 究代表者),瀬 戸奈津子,内 海香子,

正木治恵,(研 究分担者)糖 尿病患者のパターンマネ

ジメント援助指針と支援ツールの開発 平成23～27

年度 文部科学研究費補助金(基 盤研究C)

4.牧	 本清子(研 究分担者),伊 藤美樹子,竹 内佐智恵,

福録恵子,心 光世津子,山 川みやえ(研 究協力者)

保健指導 を中心とした地域における脳卒中及び心筋

梗塞の再発予防システムとエビデンス構築に関する

研究 平成22年 ・23年 厚生労働科学研究費補助金

循環器疾患 ・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

5.牧	 本清子 文部科学省科学研究補助金 基盤研究B

2011年 採択課題 「リアルタイムモニタリングによる

認知症高齢者の徘徊 トリガー要因の究明」研究代表

者

6.牧	 本清子 文部科学省科学研究補助金 基盤研究C

2011年 継続課題 「人工股関節患者と人工股関節患者

の生活行動量と多面的な00Lの 長期評価」 分担研究

者

7.牧 本清子 文部科学省科学研究補助金 基盤研究G

2011年 継続課題 「認知機能の低下 した高齢 ドライバ

ーと家族の支援プログラムの開発」 分担研究者

8.荒	 尾晴惠(研 究代表者)ト ータルペイ ンとしての

がん疼痛を緩和するセルフケア支援看護モデルの開

発と検証平成21年 ～24年 度 文部科学省科学研究

費補助金(基 盤研究B)

9.荒	 尾晴惠(研 究代表者)生 活に即 した経ロ抗がん剤

投与管理能力を促進する看護支援の創成 平成23年

度 ～25年 度 文 部 科 学 省 科 学 研 究 費 補 助 金

(挑戦的萌芽研究)

10.野	 澤美江子(研 究代表者)生 殖組織/配偶子の凍結に

対するがん患者の意思決定支援のあり方に関する研

究 平成23年 度～24年 度 文部科学省科学研究費

補助金(挑 戦的萌芽研究)研 究連携者 荒尾晴惠

11.小	 松浩子(研 究代表者)外 来化学療法におけるオン

コロジーエマージェンシーの安全ケア質保証統合シ

ステ厶開発 平成23年 度～27年 度 文部科学省科

学研究費補助金(基 盤研究A)研 究連携者 荒尾

晴惠

12.瀬	 戸奈津子(研 究代表者),清 水安子,正 木治恵,

石井秀宗(研 究分担者)糖 尿病看護における実践能

力育成プログラムの開発 平成20～22年 度 文部科

学研究費補助金(基 盤研究C)

13.瀬 戸奈津子(研 究代表者),清 水安子,正 木治恵,

石井秀宗(研 究分担者)糖 尿病看護における実践能

力育成プログラムの普及と効果の検証 平成23～27

年度 文部科学研究費補助金(基 盤研究B)

14.酒 井郁子(研 究代表者),遠 藤淑美(連 携研究者)他

回復期 リハ ビリテーシ ョン病棟における看護管理実

践の理論化と普及 平成22～25年 度 文部科学省科

学研究費(基 盤研究B)

15.石	 川かおり(研 究代表者),遠 藤淑美(連 携研究者)

他 精神科長期入院患者の退院支援における患者一

家族一多専門職連携モデルの開発)平 成23～25年 度

文部か科学省科学研究費(挑 戦的萌芽研究)

16.師 岡友紀(研 究代表者)生 体肝移植 ドナー術後QOL

尺度の開発,平	 成21～23年 度文部科学研究費補助金

(若手研究B)

17.山 川みやえ(研 究分担者)文 部科学省科学研究補

助金 基盤研究B2011年 採択課題 「リアルタイム

モニタリングによる認知症高齢者の徘徊 トリガー要

因の究明」

18.山	 川みやえ(研 究代表者)文 部科学省科学研究補

助金 若手研究B2011年 採択課題 「通所サービス

におけるケアスタッフ向けの若年性認知症ケアサポ

ー トデータ ベースの開発」

19.心	 光世津子(研 究代表者)日 本における精神障害

からの 「リカバ り一」の包括的理解と支援のための

実証的基礎研究	 平成23～25年 度科学研究費補助金

(若手研究B)

20.山 中浩司(研 究代表者),心 光世津子(研 究分担者)

他 「生き方死に方を考える社会フォーラム」形成

のための社会実験 平成22年 ～24年 度科学研究費

補助金(挑 戦的萌芽研究)

3.受	 託研究費 な し

4.奨	 学寄付金 な し

5.大	 学改革推進等補助金 なし

】皿	 学会 ・職能団体等の役員活動

1.会	 長・理事長

1.荒 尾晴惠 本緩和医療学会 副理事長

2.理	 事 ・幹事

1.荒 尾晴惠 日本緩和医療学会 常任理事

2.荒 尾晴惠 日本緩和医療学会 理事

3.荒 尾晴惠 日本がん看護学会 理事
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4.瀬 戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学会理事

5.瀬 戸奈津子 日本糖尿病療養指導士認定機構理事

6.遠 藤淑美 日本精神科看護技術協会常任理事

3.評	 議員

1.梅 下浩司 日本移植学会評議員

2.梅 下浩司 日本消化器外科学会評議員

3、 梅下浩司 日本肝胆膵外科学会評議員

4.梅 下浩司 日本外科感染症学会評議員

5.梅 下浩司 日本医療機器学会評議員

6.梅 下浩司 日本手術医学会評議員

7.梅 下浩司 日本臓器保存生物医学会評議員

8.梅 下浩司 日本肝臓学会西部会評議員

9.梅 下浩司 近畿外科学会評議員

10.牧 本清子 日本看護科学学会

11.牧 本清子 日本環境感染学会

12.荒 尾晴惠 日本がん看護学会 評議員

13.荒 尾晴惠 日本看護科学学会 代議員

14.荒 尾晴惠 日本緩和医療学会 代議員

15.瀬 戸奈津子 日本慢性看護学会評議員

16.瀬 戸奈津子 日本フッ トケア学会評議員

17.遠 藤淑美 日本看護医療学会評議員

4.支	 部長 なし

5.委	 員長 ・副委員長

1.清	 水安 子 日本 糖尿 病教 育 ・看護 学教 育学 会

編集委員会委員長

2.清	 水安子 第3回 看護質的統合法(KJ法)研 究集会

企画委員長

3.荒 尾晴惠 日本緩和医療学会 総務委員会委員長

4.荒	 尾晴惠 日本がん看護学会 教育 ・研究活動委員

会委員長

5.荒	 尾晴惠 第25回 日本看護研究学会近畿 ・北陸地方

会学術集会実行委員長

6.瀬	 戸 奈 津 子 日 本 糖 尿 病 教 育 ・看 護 学 会

広報委員会委員長

7.竹 内佐智恵 大阪府看護協会学会委員会委員長

8.遠 藤淑美 日本精神科看護技術協会教育認定委員長

6.委 員 

1.AraoH,InternationalSocietyofNursesinCancerCare 

(ISNCC)The17`hInternationalConferenceonCancer
 

NursingAbstractreviewer


2.梅	 下浩司 肝移植に関する作業班(厚 生労働省)

委員

3.梅 下浩司 脳死肝移植適応評価委員

4、 梅下浩司 日本移植学会登録委員

5.梅 下浩司 日本移植学会統計 ・解析委員

6.梅 下浩司 日本移植学会査読委員

7.梅 下浩司 日本肝移植研究会登録委員

8.梅 下浩司 日本肝移植研究会プロジェク ト委員

9.梅 下浩司 日本肝移植研究会 ドナー安全対策委員

10.梅	 下浩司 日本臓器移植ネットワーク システム

登録 ・統計 ・解析委員

11.清 水安子 厚生労働省保健師助産師看護師試験委員

12.清 水安子 日本看護科学学会 広報委員会委員

13.清	 水安子 日本糖尿病教育 ・看護学会研究推進

委員会委員

14.清	 水安子 大阪府看護協会 認定看護管理者制度

教育課程運営委員会委員

15.牧 本清子NursingandHealthSciences編 集委員

16.牧	 本清子theInternationalScholarlyResearchNetwork

編集委員

17.荒	 尾晴恵 大阪府がん対策推進委員会 緩和ケア

推進部会委員

18.荒	 尾晴惠 日本看護科学学会 和文誌編集委員会

委員

19.荒 尾晴惠 日本がん看護学会 表彰委員会委員

20.荒 尾晴惠 日本がん看護学会 専門査読委員

21.荒 尾晴惠 日本がん看護学会 災害支援委員会委員

22.荒	 尾晴惠 日本緩和医療学会 学術大会支援委員会

委員

23.荒	 尾晴惠 中四国がん プロフェッシ ョナル養成

プラン外部評価委員

24.瀬	 戸 奈 津 子 日 本 糖 尿 病 教 育 ・看 護 学 会

編集委員会委員

25.瀬	 戸 奈 津 子 日 本 糖 尿 病 教 育 ・看 護 学 会

研究推進委員会委員

26.瀬 戸 奈 津 子 日 本 糖 尿 病 教 育 ・看 護 学 会

糖尿病重症化予防(フ ットケァ)研 修推進委員会委

員

27.瀬 戸奈津子 日本慢性看護学会 政策委員会委員

28.瀬	 戸奈津子 日本看護協会 認定看護師認定委員会

委員

29.瀬	 戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学会 第16回

学術集会企画委員 ・プログラ厶委員

30.瀬	 戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学会 第17回

学術集会企画委員 ・プログラム委員

31.瀬	 戸奈津子 日本看護協会 認定看護師教育機関認

定確認 ・更新 審査ワーキンググループ委員

32.瀬	 戸奈津子 第3回 看護質的統合法(KJ法)研 究

集会企画委員

33.竹	 内佐智恵 日本がん看護学会 教育 ・研究活動

委員会 委員

34.遠 藤淑美 日本精神保健看護学会編集委員会委員
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35.遠 藤 淑 美 日本 精 神 科 看 護 技 術 協 会 査 読 委 員

36,遠 藤 淑 美 日本 精 神 保 健 看 護 学 会 査 読 委 員

37.遠 藤 淑 美 日本 看 護 研 究 学 会 査 読 委 員	 生命育成看護科学講座
38.遠 藤 淑 美 日本 看 護 医 療 学 会 査 読 委 員

39.遠 藤 淑 美 日本 看 護 科 学 学 会 査読 委 員

40.師	 岡 友 紀 日本 看 護 協 会 第42回 日本 看 護 学 会 一 1論 文

成 人 看 護1・ 皿(合 同)一 学 術 集 会 抄 録 選 考 委 員 1.学 術 論 文 

41.師 岡 友 紀 大 阪 府 看 護 協 会 救 急 看 護 認 定 看 護 師 1.OkunoH,NagaiT,SakaiS,Mohri,YamamotoT, 

教 育 課 程 入試 委 員	 YoshizakiA,KatoK,TachibanaM,IwasakaH,Taniike 

42,山 川 み や え 厚 生 労 働 科 学 特 別 研 究 戦 略 的 研 究 の M.Effectivenessofmodifiedparenttrainingfor 

新 規 課 題 等 に 関 す る研 究 公 募 要 項 作 成 委 員 会 mothersofchildrenwithPervasiveDevelopmental 

43.小 林珠 実 日本 が ん看 護 学 会 教 育 ・研 究 活 動 委 員 会 Disorderonparentalconfidenceandchildren'sbehavior. 

委 員	 BrainDev.2011Feb;33(2):152-60. 

44.小 林 珠 実 第42回 日本 看 護 学 会 一成 人看 護1・1 2.TanabeT,TagawaT,AraiH,ImaishiH,UnoR,Tanaka 

(合 同)学 術 集 会 抄 録選 考 委 員	 J,NagaiT,NishidaM,AwayaY,MaekawaK.Survey 

45.心 光 世 津 子 第37回 日本 保 健 医 療 社 会 学 会 大 会 ofJapanesepediatriciansonvaccinationofchildrenwith 

事 務 局	 neurologicaldisorders.PediatrInt.20110ct;53(5):626-9. 

7.そ	 の他 3.HashimotoN,Kagitani-ShimonoK,SakaiN,Otomo 

1.MaldmotoK.Director,TheJapanCentreforEvidence T,TominagaK,NabatameS,MogamiY,Takahashi
 

BasedPractice-AnAffiliateCentreoftheJoannaBriggs Y,ImaiK,YanagiharaK,OkinagaT,NagaiT,
 

Institute- TaniikeM,OzonoK.SLC2AIgeneanalysisof
 

2.YamakawaMCo-AssistantDirector,TheJapanCentre Japanesepatientswithglucosetransporterl
 

forEvidenceBasedPractice:AnAffiliateCentreof deficiencysyndrome.JHumGenet.201156(12)
 

JoannaBriggsInstitute 846-851.Epub20110ct20.
 

3.ShimmitsuSCo-AssistantDirector,TheJapanCentre	 4.MikaIzumi,ChiekoFujiwara.Constructionofand
 

forEvidenceBasedPractice:AnAffiliateCentreof attributionaldifferencesinnurses'perceptionsofthe
 

JoannaBriggsInstitute initialexperienceofpediatricnursingpractice,JpnJ
 

4.梅 下 浩 司 日本 肝移 植 研 究 会 世 話 人	 Health&HumanEology,77(5),199-212,2011 

5.梅 下 浩 司 大 阪 肝臓 外科 医育 成 の 会 世 話 人 5.IkedaT,NagaiT,Kato-NishimuraK,MohriI,Taniike 

6.梅 下浩 司 大 阪 肝移 植 臨 床 検 討 会 世 話 人	 M.Sleepproblemsinphysicallydisabledchildrenand 

7.牧 本清 子 関西 感 染 予 防 ネ ッ トワー ク 世 話 人代 表 burdenoncaregivers.BrainDev.2011May20.[Epub 

8.牧 本 清 子 関西 感 染症 フ ォー ラム	 aheadofprint] 

9.荒	 尾 晴 惠 大 阪 大 学 医学 部 附 属 病 院 オ ン コ ロ ジー 6.HarukoSH-NKAWA,MiekoSHIMADA,Kazue 

セ ン ター が ん相 談 支 援 室 相 談 員 HIROKANE,MakoHAYASE,Tsubura-NUIThe 

10.荒 尾 晴 惠 日本 緩 和 医 療 学 会 専 門 医 認 定 ・育 成 developmentofascaleforpregnancy-relateddiscomforts. 

委 員会 編 集 作 業 部 会 部 員	 JournalofObstetrics&GynecologyResearch.20110ct, 

11.遠 藤 淑 美 財 団法 人 浅 香 山 病 院 非 常 勤講 師	 pp.1-8.doi:10.1111/j.1447-0756.2011.01676.x 

12.師 岡友 紀 医療 法 人 寿 会 富 永 病 院 非常 勤 講 師 7.MavumiHayashi,MikakoArakida,KazutomoOhashi. 

13.山 川 み や え 財 団法 人 浅 香 山 病 院 非 常勤 講 師 Theeffectivenessofasexeducationprogramfacilitating 

14.山 川 み や え 福 祉 法 人 ジー ・ケ ー グル メ杵 屋 社 会 socialskillsforpeoplewithintellectualdisabilityin 

貢 献 の 家 第3者 評 価 委 員	 Japan.JIntelDevDisability36(1)11-19,2011 

15.小 林 珠 実 大 阪 大 学 医 学 部 附 属 病 院 オ ン コ ロ ジ ー 8.HirokoSakai,ChiekoKawamura,XiaodongCardenas, 

セ ンタ ー がん 相 談 支 援 室	 KazutomoOhashi.Premenstrualandmenshual 

16.心 光 世 津 子 大 阪 大 学 医 療 人 文学 研究 会 事 務 局 symptomatologyinyoungadultJapanesefemaleswho 

smoketobacco.JObstetGynecolRes34(4),325-330,
 

2011
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9.細	 田 素 子,星 和 美,藤 原 千 惠 子,石 井 京 子

施 設 内教 育 担 当 者 の 視 点 か らみ た 中堅 期 の 看 護 師 の

コ ン ピテ ン シー,大 阪 府 立 大 学看 護 学 部 紀 要,17(1), 

37-44,2011.

10.永	 井 利 三 郎 てん か ん を もつ子 ど も とそ の 家 族 の

包 括 的 支援 を考 え る 一QOLと レジ リエ ンス の 視 点

か ら,別 冊 ・医学 の あゆ み,2011年2月

11.河	 上 智 香,石 井 豊 恵,荒 尾 晴 惠,永 井 利 三 郎

臨 地 実 習 中 に お け る 感 染 症対 応 シ ス テ ム構 築 とそ の

活 用(解 説)看 護 教 育,52(4),296-303,2011年4月

12.鈴	 井 江 三 子,東 田 吉 子,古 閑 純 子,加 瀬 文 彦,

大 橋 一 友 開発 途 上 国 に お け る現 任 助 産 師 教 育 の 展

開 に 向 け た取 り組 み(第 一報)一 ナ イ ジ ェ リア 国 ラ

ゴ ス州 母 子 健 康 強 化 プ ロ ジ ェク トを基 に 一 ペ リネ

イ タ ル ケ ア30(5),84-92,2011

13.田 中恵 子0か 月 に お ける 夫婦 間 の 相 互 ケ ア の 分 析

奈 良女 子 大 学 大 学 院 人 間 文化 研 究 科 年 報,第26号,

157-168頁,2011年3月

14.奥 野 ゆ か り,和 木 明 日香,草 野 恵 美 子,佐 藤 文 子,

浅 見 恵 梨 子,上 田惠 子 乳 幼 児 を 育 て るパ ー トタ イ

ム 労働 の 母 親 に お け る ワー ク ・ラ イ フ ・バ ラ ン ス ー

乳 幼 児 の 年 齢 別 にみ た フル タイ ム 労 働 、専 業主 婦 の

母 親 との比 較 か ら一 大 阪 母 性衛 生学 会 雑 誌47巻

1号,104-109,2011

15.和	 木 明 日香,奥 野 ゆ か り,草 野 恵 美 子,佐 藤 文 子,

浅 見 恵 梨子,上 田惠 子 大 阪府A市 に お け る 中学 生 ・

高 校 生 の 性 感 染 症 の 知識 の現 状 把 握 大 阪 母性 衛 生

学 会 雑 誌47巻1号,116-120,2011

16,井	 関 敦 子,大 橋 一 友 地域 在 住 の 中 高 年 女 性 の う

つ 傾 向 と社 会 的 背景 お よ び 自尊 感 情 との 関 連 母 性

衛 生51(4),640-6462011

17.藤	 田 和 佳 子,大 橋 一 友,中 園 直 樹 タ ン ザ ニ ア

ム ワ ナ ニ ャ マ ラ 病 院 に お け る 分 娩 介 助 ケ ア の 質

国 際 保 健 医 療26(2),119-129,2011

18.川	 内 惠 美 子,大 橋 一 友 二 次 医 療 圏 の 国 公 立 病 院 で

働 く助 産 師 ・看 護 師 のWorkEngagementと 職 務 満 足

度 日本 看 護 管 理 学 会 誌15(1),39-46,2011

19.北	 尾 美香,常 松 惠 子,高 城 智 圭,高 城 美 圭,河 上

智 香,新 田紀 枝,上 田惠 子,石 井 京子,藤 原 千 惠 子

看 護職 者 の キ ャ リア発 達 に よ る患者 及 び患 者 家族 レ

ジ リエ ン ス 支援 の必 要 性 の 認 知,第41回 日本 看 護 学

会 論 文 集一看 護 総 合,52-55,2011.

20.常	 松 惠 子,北 尾 美香,高 城 智 圭,高 城 美 圭,河 上

智 香 新 田 紀枝,上 田 惠 子,石 井 京 子,藤 原 千 窓 子

看 護 職 者 の キ ャ リア 発達 に よ る患 者 及 び 患 者 家 族 レ

ジ リエ ンス 支 援 の 必 要性 と実 施 の 相 互 関 係,第41回

大 阪大 学看 護 学 雑 誌Vo1.18No.1(2012)

日 本 看 護 学 会 論 文 集 一看 護 総 合,56-59,2011.

21.山 田 晃 子,藤 原 手 惠 子 入 院 中 の 学 童 期 の 子 ど も の

ケ ア の 実 施 者 に 関 す る 母 親 の 認 識,家 族 看 護 研 究, 

16(3).169-177,2011.

22.盛	 山 幸 子,島 田 三 惠 子 妊 娠 先 行 結 婚 の 育 児 期 に お

け る 母 親 の 対 児 感 情 、母 親 役 割 意 識 と 行 動 、お よ び 決

婦 関 係 に 及 ぼ す 影 響.小 児 保 健 研 究70(2):280-290

2011年3月

23.盛	 山 幸 子,島 田 三 惠 子,足 立 智 美 夫 婦 関 係 と 対Je

感 情 ・母 親 役 割 獲 得 と の 関 連.家 族 看 護 学 会 誌

17(1):13-19,2011年9月

2.会	 議 録 

1.TakuyaTnabe,TetsuzoTagawa,HiroshiAraki,Hidenori
 

Imaishi,RisaUno,JunkoTanaka,ToshisaburouNagai,
 

MasaruNishida,KiheiMaekawaSurveyofJapanese
 

pedistricianonvaccinationofchildrenwithneurological
 

disoeders,SurveyofJapanesepedistricianonvaccination
 

ofchildrenwithneurologicaldisoeders,PEDIATRICS


INTERNArloNAL,53,626-629,2011年8月 

2MiekoSHIMADA,TsuburaINUI,Michikazu
 

SAMEJIMA,MakoHAYASE,HarukoSH-NKAWA
 

ThechangeinsleepqualityinJapanesemothersfromlate
 

pregnancytofourpostpartumusingthePittburgSleep
 

QualityIndex.The36thAnnualMeetingoftheJapanese
 

SocietyofSleepResearchinAssociationwith
 

Worldsleep2011,Kyoto,Japan,2011.(Programp.272)


3.岩	 谷 祥 子,東 純 司,池 田 妙,木 村 志 保 子,富 永 康 仁,

下 野 九 理 子,沖 永 剛 志,永 井 利 三 郎,大 園 惠 一

点 頭 発 作 に 対 し 左 大 脳 半 球 機 能 的 離 断 術 が 有 効 で あ

っ たWest症 候 群 の1例,第40回 大 阪 て ん か ん 研 究

会2011年1月

4、	 岩 谷 祥 子,新 宝 理 子,中 野 さ や か,東 純 史,木 村

志 保 子,富 永 康 仁,下 野 九 里 子,沖 永 剛 志,永{井

利 三 郎,大 薗 圭 一 症 候 性West症 候 群 の 発 作 時 逃

避 野 脳 波 に お け る 高 周 波 解 析,て ん か ん 研 究

VoL29No.22011,第45回 日本 て ん か ん 学 会

(新 潟)プ ロ グ ラ ム ・予 稿 周P.266P2-32011

年10月

5.下	 野 九 理 子,橋 本 奈 津 子,酒 井 規 夫,富 永 康 仁,

青 天 目 信,最 上 友 紀 子,高 橋 幸 利,今 井 克 美,柳 原

恵 子,沖 永 剛 志,永 井 利 三 郎,谷 池 雅 子,大 薗 惠 一

グ ル コ ー ス トラ ン ス ポ ー タ ー1異 常 症 の 遺 伝 子 解 析

て ん か ん 研 究Vol,29No.22011第45回

日 本 て ん か ん 学 会(新 潟)プ 囗 グ ラ ム ・予 稿 集P.86

P1-312011年10月

6.東 純 史,新 寶 理 子,中 野 さ や か,岩 谷 祥 子,富 永

太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線篇院士学生 哀墾≒姜部生 
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康仁,木 村志保子,下 野九理子,沖 永剛志,永 井

利三郎,大 薗惠一 けいれん重積型脳症後に発生 し

たてんかんの臨床的特徴,て んかん研究Vol.29

No.22011第45回 日本てんかん学会(新 潟)

プログラム ・予稿集P.91P2-32011年10月

7.永	 井利三郎 ワクチ ン接種と神経副反応の現状,

NEURONINFECTION神 経 感 染 症Vol.16No.2

2011第16回 日本神経感染症学会学術集会抄録集

P.162011年11月

8.田 中恵子6か 月における夫婦間の相互ケアの分析,

日本助産学会第25回 学術集会 学術集会抄録集80

頁2011年3月

9.田 中恵子1年 における夫婦間の相互ケアの分析,

日本母性衛生学会第52回 学術集会 学術集会抄録

集237頁2011年9月

10.新 田紀枝,池 美保,熊 谷由加里,西 尾善子,

石井京子,藤 原千惠子 ロ唇口蓋裂患児を育てて

いる母親の困難な出来事とレジリエンス,日 本家

族看護学会第18回 学術集会抄録集119頁

11.新 田紀枝,谷 浦葉子,大 野由美子 がん看護領域の

エキスパー トナースによる家族ケア(1)一 家族ケア

の必要性の認知と実 ししている家族ケアの内容一

第25回 日本がん看護学会学術集会抄録集217頁

12.大 野由美子,谷 浦葉子,新 田紀枝 がん看護領域の

エキスパー トナースによる家族ケア(2)一 家族ケア

における困難と阻害要因一 第25回 日本がん看護

学会学術集会抄録集218頁

13.'谷 浦葉子,大 野由美子,新 田紀枝 がん看護領域の

エキスパー トナースによる家族ケア(3)一 家族ケア

における困難へ の対処 と求めているサポー トー

第25回 日本がん看護学会学術集会抄録集218頁

14.木	 内佳繊,福 山智子,高 橋弘枝,赤 井由紀子,西 条

洋美,高 橋唯,赤 井由紀子 質問紙調査による腹帯

に関する妊婦の意識,第42回 日本看護学会抄録集

母性看護 ・小児看護,112頁,2011

15.藤 本佳子,永 井利三郎,岡 崎 伸,新 平鎮博,池 宮

美佐子,川 尻三枝,上 安涼子,富 和清孝 大阪市に

おける5歳 児健診のパイロッ トスタデイ 第1報 一

発達障害のスクリーニングの検討一,第58回 日本小

児保健 協 会学 術集 会 抄録集P.197P1-073

2011年9月

16.藤	 田優 一,藤 井真 理子,石 原あや,藤 原千惠子

総合病院における小児の入院環境一小児病棟と成

人との混合病棟での比較一,日 本小児看護学会第

21回学術集会講演集,214.

17.藤 田優一,藤 原千惠子 小児の転倒 ・転落 リスク 

アセスメン トツールの使用状況 とその効果,第42

回日本看護学会抄録集母性看護 ・小児看護,220.

18.	 藤田優一,藤 原手恵子 入院 している小児の転

倒 ・転落の影響要因,日 本看護研究学会雑誌,34(3), 

347.


19.	 藤 田優一,藤 原干惠子 入院 している小児の転落

の危険因子:デ ルファイ法 による調査 第31回

日本看護科学学会学術集会講演集,514.

20.	 石原 あや,藤 田優一,藤 井真理子,藤 原千惠子

総合病院における小児の家族の付添いと面会の状

況 一小児病棟 と成人 との混合病棟での比較 一,

日本小児看護学会第21回 学術集会講演集,213.

21.	 山田晃子,藤 原干惠子 入院中の学童のケアの実

施者に関する母親の期待,第42回 日本看護学会抄

録集一母性看護 ・小児看護,130.

22.	 山本菜摘,加 藤多樹郎,藤 原干惠子 幼児後期の

子 どもを持つ父母におけるしつけへの実際の関わ

り,第42回 日本看護学会抄録集一地域看護,142.

23.	 北尾美香,藤 原子惠子 熱性けいれんの子をもつ

母親のけいれん時の対処行動 第21回 日本外来小

児科学年次集会抄録集,50。

24.	 北尾美香,藤 原子恵子 熱性けいれんの子をもつ

母親のけいれん時の心理的状況 第21回 日本外来

小児科学年次集会抄録集,50.

25.	 山田晃子,藤 原千惠子 入院中の学童のケアの実

施者に関す る看護師の認識 第31回 日本看護科学

学会学術集会講演集,511.

26.	 塩見早紀,藤 丸李可,稲 田 宏,小 野寺芳子,小 川

實,国 府寺美,塩 見正司,永 井利三郎 保育所(園)

における食物アレルギー児への対応の実情と課題,

第58回 日本小児保健協会学術集会 抄録集P.137

02-0222011年9月

27.	 古川恵美,永 井利三郎 家族支援組織におけるペア

レン ト・トレーニング取 り組みの経験,第58回 日本

小児保健協会学術集会 抄録集P.239P2-057

2011年9月

28.	 盛山幸子,島 田三恵子 初妊婦の夫婦関係と対児感

情および母親役割 との関連、第25回 日本助産学会,

学会抄録p58,日 本助産学会誌24(3):58,2011

29.	 乾つぶら,島 田三恵子,林 猪都子,猪 俣理恵 妊婦

健診 ・出産施設の選択理由と出産満足の関連.第25

回日本助産学会,学 会抄録p130,日 本助産学会誌 

24(3):130


30.	 佐竹陽子,新 田紀枝,浦 出紗希 熟練看護師による

CPA患 者 の家族 に対す る援助技術 に関する研 究

日本救急看護学雑誌13(3)191頁

太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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31.松	 木貴子,永 井利三郎,梶 谷優貴 特別支援学校に

おいて医療的ケアを必要とする児童生徒を安全に受

け入れるための問題について,第58回 日本小児保健

協会学術集会 抄録集P.236P2-0512011年


9月


32.佐	 藤裕奈,古 藤雄太,永 井利三郎 てんかんを有す

る児の予防接種実施状況に関する研究,第58回 日本

小児保健協会学術集会 抄録集P.225P2-030

2011年9月

33.岡	 部里佳,永 井利三郎,古 藤雄太 特別支援学校在

籍児の養育者が持つ予防接種への要望,第58回 日本

小児保健協会学術集会 抄録集P.225P2-029

2011年9月

3.研	 究報告

1.永	 井利三郎 予防接種ハイリスク者の免疫状況と安

全かつ有効な接種方法の研究,財 団法人予防接種 リ

サーチセンター調査研究費補助金 平成22年 度総

括 ・分担報告書,2011年4月

4.大	 学 ・研究所等の報告

1。	 草野恵美子,佐 藤文子,奥 野ゆか り,和 木明日香,

浅見恵梨子,上 田惠子 官学連携による次世代育成

支援に関する共同研究に取 り組んで一 『交野市次世

代育成支援後期行動計画』策定過程において一 千

里金蘭大学紀要,第7号(通 巻41号)92-96.2010

5.解	 説 ・総説 なし

s.そ	 の他 なし

皿 著書

1.一	 般著書 な し

2.専	 門著書

1.永	 井利三郎 ケ トン食の基礎から実践まで ～ケ ト

ン食に関わるすべての方へ～,診 断と治療社,2011

年3月

2.永	 井利三郎 てんかんと基礎疾患,社 団法人日本て

んかん協会,2011年3月

3.大	 橋一友2012年 新出題基準別助産師国家試験問題

医学監修 大橋一友 編集 葉久真理 助産管理等

担当 田中恵子メディカ出版,2011年7月

4.大	 橋一友2012年 新出題基準別助産師国家試験重要

問題 集 医学監修 大橋一友 編集 葉久真理

助産管理等担当 田申恵子 メディカ出版,2011/8

3.教	 科書

1.永	 井利三郎 ナースの小児科学,中 外医学社,2011

年4月
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皿	 招聘講演 ・シンポジウム等

1.国	 際学会 なし

2.国	 内学会

1.永	 井利三郎 シンポジウム 「ワクチン接種後脳症

について」～疫学～ 第16回 日本神経感染症学術集

会,2011年11月 東京

2.永	 井利三郎 シンポジウム1「 療育が必要な子ども

たちと保育」第17回 日本保育園学会2011年11月

3.大	 橋 一友 理事長基調講演 環境 と妊娠 ・出産

第10回 日本カウンセリング学会2011年6月

N学 会 一 般 演 題

1.国	 際 学 会 

1.ShimonoK,AzumaJ,IkedaT,IwataniY,Kimura
 

SO,TominagaK,OkinagaT,TaniikeM,NagaiT,
 

OzonoK'Temporalchangesinplasmataurine
 

levelinpatientswithinfantilespasmstalking
 

vigabatrin.29`hInternationalEpilepsyCongress,Aug
 

28-Sep1,RomaItaly.
 

2MiekoSHIMADA,TsuburalNUI,.Michikazu
 

SAMEJIMA,MakoHAYASE,HarukoSH-NKAWA:


Thechangeinsleep(lualityinJapanesemothers丘omlate
 

pregnancytofourpostpartumusingthePittburgSleep
 

QualityIndex.The36thAnnualMeetingoftheJapanese
 

SocietyofSleepResearchinAssociationwith
 

Worldsleep2011,Kyoto,Japan,Oct16,2011.
 

3.AkikoNishimura,KiyomiSuehara,KazutomoOhashi.
 

RiskfactorsofpostpartumdepressioninJapan.14`hEast
 

AsianForumofNursingScholars11-12,Feb,2011
 

Seoul,Korea
 

4.EmikoKusano,YukariOkuno,FumikoSato,Asuka 

Waki,ErikoAsami,KeikoUedaFactorsrelatedtoa

mother'ssenseofcommunitysupport,国 際 地 域 看 護 学

会,ポ ス タ ー 発 表,2011 

5.WakakoFuiita,MutsukoMurakami,YoshikoTsukada,
 

MasanoriAbe,KazutomoOhashi.Tomakeagood
 

collaborationforachieveMillenniumDevelopmentGoals
 

(NIDG)5betweenZambiaandJapan.International
 

ConfederationofMidwives19-23,Jun,2011Durban,
 

SouthAfrica


2.国	 内 学 会

1.吉 田 真 弓 大 橋 一 友 夫 か ら サ ポ ー トを 得 る た め に

行 う 妊 婦 の 働 き か け とサ ポ ー トの 内 容 日本 母 性 衛

生 学 会2011年9月,京 都

2.田	 中 恵 子6か 月 に お け る 夫 婦 間 の 相 互 ケ ア の 分 析

日 本 助 産 学 会 第25回 学 術 集 会2011年3月 名 古 屋

太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線 壽院 士学生 点線=学 部生
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3,田 中恵子1年 における夫婦間の相互ケアの分析

日本母性衛生学会第52回 学術集会2011年9月,

京都

4.新	 田紀枝,池 美保,熊 谷由加里,西 尾善子,

石井京子,藤 原千惠子 ロ唇口蓋裂患児を育てて

いる母親の困難な出来事 とレジリエンス 日本家

族看護学会第18回 学術集会2011年6月 京都市

5.新	 田紀枝,谷 浦葉子,大 野由美子 がん看護領域の

エキスパー トナースによる家族ケア(1)一 家族ケア

の必要性の認知と実践 している家族ケアの内容一

第25回 日本がん看護学会学術集会2011年3月

神戸

6.大	 野由美子,谷 浦葉子,新 田紀枝 がん看護領域の

エキスパー トナースによる家族ケア(2)一 家族ケア

における困難と阻害要因一 第25回 日本がん看護

学会学術集会2011年3月 神戸

7.谷	 浦葉子,大 野由美子,新 田紀枝 がん看護領域の

エキスパー トナースによる家族ケア(3)一 家族ケア

における困難への対処と求めているサポー トー 第

25回 日本がん看護学会学術集会2011年3月 神戸

8.木	 内佳織,福 山智子,高 橋弘枝,赤 井由紀子,西 条

洋美,高 橋唯,赤 井由紀子 質問紙調査による腹帯

に関する妊婦の意識,第42回 日本看護学会一母性看

護 ・小児看護一学術集会,東 京,2011年8月

9.石	 原 あや,藤 田優一,藤 井真理子,藤 原千惠子

総合病院における小児の家族の付添いと面会の状

況 一小児病棟 と成人 との混合病棟 での比較 一,

日本小児看護学会第21回 学術集会,2011年7月,

さいたま市.

10.藤 田優一,藤 井真理子,石 原 あや,藤 原 千惠子

総合病院における小児の入院環境 一小児病棟と成

人 との混合病棟での比較一,日 本小児看護学会第

21回学術集会,2011年7月,さ いたま市.

11.藤	 田優 一,藤 原千惠子 小児の転倒 ・転落 リスク

アセスメン トツールの使用状況とその効果,第42

回日本看護学会一母性看護 ・小児看護,2011年8月,

東京都.

12.藤	 田優 一,藤 原干惠子 入院 して いる小児 の転

倒 ・転落の影響要因,第37回 日本看護研究学会学

術集会,2011年8月,横 浜市.

13.藤	 田優一,藤 原干惠子 入院 している小児の転落の

危険因子:デ ルファイ法による調査 第31回 日本看

護科学学会学術集会,2011年12月,高 知市.

14.藤 田和佳子,大 橋一友 「アフリカ母子保健看護管

理a=ス 」フォローアップ研修の効果的なあり方の

検討～ザ ンビア ・ルサカでの事例から～ 日本アブ

1丿力学会2011年5月 ,弘 前

15.酒	 井ひろ子,大 橋一友 、若年女性の月経周期に伴 う

喫煙量の変動 と喫煙量への影響要 因の観察研究

日本女性医学学会2011年11月,神 戸

16.土 屋さやか,小 林廉毅,大 橋一友 労働市場での看

護職の不足一UV曲 線を用いた分析一 日本公衆衛生

学会10月19-21日 秋田

17.山	 田晃子,藤 原千惠子'入 院中の学童のケアの実

施者に関す る母親の期待,第42回 日本看護学会一

母性看護 ・小児看護,2011年8月,東 京都.

18.山	 本菜摘,加 藤多樹郎,藤 原千惠子 幼児後期の

子どもを持つ父母における しつけへの実際の関わ

り,第42回 日本看護学会一地域看護,2011年8月,

高松市.

19.北	 尾美香,藤 原千惠子 熱性けいれんの子 をもつ

母親のけいれん時の対処行動 第21回 日本外来小

児科学年次集会,2011年8月,神 戸市.

20.北	 尾美香,藤 原千惠子 熱性けいれんの子 をもつ

母親のけいれん時の心理的状況 第21回 日本外来

小児科学年次集会,2011年8月,神 戸市.

21.山	 田晃子,藤 原午惠子 入院中の学童のケアの実施

者に関する看護師の認識 第31回 日本看護科学学

会学術集会,2011年12月,高 知市.

22.盛 山幸子,島 田三恵子 初妊婦の夫婦関係と対児感

情および母親役割 との関連,第25回 日本助産学会,

名古屋、2011年3月

23.乾	 つぶら,島 田三恵子,林 猪都子,猪 俣理恵 妊婦

健診 ・出産施設の選択理由と出産満足の関連.第25

回日本助産学会,名 古屋,2011年3月

24.佐	 竹陽子,新 田紀枝,浦 出紗希 熟練看護師による

CPA患 者の家族に対する援助技術に関する研究 第

13回 日本救急看護学会学術集会2011年10月 神戸 

v	 講演会

1.	 藤原千恵子 小児看護学教育課程 大阪府看護教員

講習会2011年9月12日 ～9月14日

z.	 永井利三郎 発達障がいの早期発見 ・支援に関する

研修会 発達障害の早期兆候の見立てとフォロー

アップ 平成22年 度大阪府発達障がい指導員養成

研修事業 保健師研修 社会福祉法人北摂杉の会

2011年1月

3.	 永井利三郎 発達障害の早期診断と対応 平成22

年度第1回 豊中市医師会学校医研修会 豊中市医師

会2011年1月

4.	 永井利三郎 てんかんを持つ子 どもの支援～発達課

題とQOLの 視点か ら イーケプラ発売記念講演

太文字e教 員2重 線罵博士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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大塚製薬株式会社2011年2月	 18,永 井利三郎 「発達障がいをもった生徒への対応」

5.永 井利三郎 ヒトの脳と脳機能について一ヒ トであ 浪工学園 清祥高等学校 校内研修 浪工学園

る こ と とは 一 兵 庫 県 立 尼 崎 小 田 高 等 学 校 清祥高等学校

ScienceResearch科 特別講義 兵庫県立尼崎小田 19.新 田紀枝2010年 度研修 看護研究4「 クリティー

高等学校2011年2月 ク」 社団法人大阪府看護協会2011年1月

6.永	 井利三郎 『感覚について考える…なんでこうな 20.新 田紀枝 研修会 「神経難病患者 ・家族が抱える問

るの?～ 間隔過敏と不器用の謎～』 第3回 シンポ 題」 東大阪神経難病地域ケア研究会2011年2月

ジウムNPO法 人特別支援教育ネッ トワーク 『が じ 21.新 田紀枝 研修会 「神経難病患者 ・家族が抱える問

ゅまる』2011年3月 題 とその支援」 東大阪神経難病地域ケア研究会

7.永	 井利三郎 「子育てに使えるペア レン トトレーニ 2011年7月

ング」とはなんで しょう～子育てを楽 しむには?～ 22.新 田紀枝 一般精神科看護研修会 「家族システム論」

神戸市立住吉小学校PTA講 演会 神戸市立住吉小学 日本精神科看護技術協会2011年8月

校PTA文 化施設委員2011年5月 23.新 田紀枝 がん看護コース1「 家族看護」 大阪大

8.永 井利三郎 「食物ア レルギーをめぐって」「保育園 学医学部 附属 病院看護部キ ャリア開発 セ ンター

における食物アレルギーの実態調査」 第53回 大阪 2011年8月

小児保健研究会2011年5月 24.新 田紀枝 糖尿病看護コース1「 家族看護」 大阪

9.永	 井利三郎 「大阪府における発達障がい児支援の 大学医学部附属病院看護部キャリア開発センター

今とこれか ら」 発達障害療育等支援事業所合同実 2011年8月

践報告会 大阪府発達障がい療育拠点施設連絡会 25.新 田紀枝 公開講座 「がん患者と家族のコミュニケ

2011年6月 ーション」 吹田ホスピス市民塾2011年12月

10.永 井利三郎 「てんかんの治療と生活支援について」

第20回 専門職 ・患者 ・家族のためのてんかん医学連 w報 道

続講座 社団法人 日本てんかん協会 京都府支部 1.永 井利三郎 「てんかんと基礎疾患一てんかんを合

2011年7月 併しやすい、いろいろな病気」監修者インタビュー,

11.永 井利三郎 「発達障害の考え方」 病弱 ・身体虚 教育医事新聞,2011年6月

弱教育における個に応 じた指導支援 高知県高知江 2.永 井利三郎 手足口病とりんご病について 「おは

のロ養護学校2011年7月 ようパーソナ リティ道場洋三です」健康道場 朝日

12.永 井利三郎 「個に応 じた授業の展開一障がいの理 放送,2011年6月

解と関係機関との連携一」 平成23年 度大阪大谷大 3.永 井利三郎 ポリオワクチンについて 「おはよう

学免許状更新講演会 大阪大谷大学2011年8月 パーソナリティ道場洋三です」健康道場 朝日放送,

13.永 井利三郎 「医療からみた発達障がい」 第1回 2011年10月

支援教育コーディネーター養成講座NPO法 人特別 4.永 井利三郎 ワクチンについて 「おはようパーソ

支援教育ネッ トワーク 『がじゅまる』 ナ リティ道場洋三です」健康道場 朝 日放送,2011

14.永	 井利三郎 「箕面支援学校における特殊な神経疾 年11月

患の理解」 箕面支援学校講演会 箕面支援学校

医療的ケア委員会2011年9月 W主 催学会

15.永	 井利三郎 「支援学校における医療的ケ アに 1.学 会

ついて」 大阪府守ロ支援学校 教職員研修 大阪 1.大 橋一友 第70回QOL研 究会2011年4月 大阪

府守ロ支援学校2011年10月 2.セ ミナー なし

16.永	 井利三郎 「保育所における医療行為 ・医療ケア 3.研 究会 なし

について」 茨木市立保育所長 ・看護師研修 茨木 4.講 習会 なし

市 こども育成部 保育課2011年11月 5.そ の他 なし

17.永	 井利三郎 看護 「医療は誰のものか」～子どもの

健康と命～ 第2学 年 第2回 進路ガイダンス(模 田 受賞

擬授業)兵 庫県立尼崎小田高等学校2011年11 1.北 尾美香,藤 原千惠子 日本外来小児科学学会

月	 平成23年 度優秀演題賞

太文 字=教 員2重 線=博 士学生 下線 諞院士学生 点線=学 部生 
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1X特 許 な し

X共 同研究

1.国	 内公的機関 なし

2.国	 内民間研究機関 なし

3.国	 外公的機関 なし

4.国	 外民間研究機関 なし

X[研 究費

1.校	 費 なし

2.科	 学研究費補助金

1.藤	 原千惠子(研 究代表者),宮 野遊子,石 井京子

地域における育児に悩む母親のレジリエンス向上を

図る前向き育児プログラムの活用 平成23～24年 度

科学研究費補助金挑戦的萌芽研究

2.永	 井利三郎(研 究代表者)予 防接種ハイリスク者の

接種状況 とその安全な接種方法の研究 平成23年

度財団法人予防接種 リサーチセンター調査研究費補

助金

3.永	 井利三郎(研 究分担者)心 の健康問題を持つ親へ

の継続的育児支援システム構築 ・運用ガイ ドの開発

4.永 井利三郎(研 究分担者)難 治性てんかん患者の小

児医療か ら成人医療への トランジション ・プログラ

ムの開発

5.永	 井利三郎(研 究分担者)予 防接種後副反応サーベ

イランスの効果的な運用とその行政的な活用のあり

方に関する研究 平成23年 度厚生労働省科学研究

費補助金

6.島	 田三惠子(研 究代表者),鮫 島道和,関 博之,

坂ロけさみ,白 井文恵,早 瀬麻子(分 担研究者)

「妊娠中から産褥期の母親の生活 リズム等が妊娠産

褥経過に及ぼす影響」 平成20～24年 度科学研究費

補助金 基盤研究(B)

7.鈴 木享子(主 任研究者),島 田三恵子(分 担研究者)

助産師の潜在的 ・顕在的助産力の分析 と展望一正常

分娩担当システム構築に向けた政策的提言のための

助産師の本研究一」 平成22～24年 度厚生労働科学

研究費補助金(政 策科学総合研究事業)課 題番号H22一

政策一一般一〇17

8.坂 ロけさみ(研 究代表者),島 田三恵子(分 担研究

者)「 育児休業の取得促進を目指 した父親の子育

て支援教育プログラムの開発」 平成23～26年 度科

学研究費補助金 基盤研究(C)

9.大 橋一友,木 内佳織 東田有加 妊婦の禁煙指導の

ための携帯電話双方向通信システムの開発 平成23

年度科学研究費補助金

10.西	 村明子,大 橋一友,末 原紀美代,飯 尾祐加,勝 田

真由美 周産期における父親のうつ状態の推移と危

険因子 平成23年 度科学研究費補助金 挑戦的萌

芽研究

11.新	 田紀枝(研 究代表者)藤 原千惠子,石 井京子,

石澤美保子,宮 野遊子 地域で生活するス トーマ患

者と家族のケア自立に影響するレジリエンスの解明

平成23年 ～25年 度科学研究費補助金基盤研究C

12.木	 内佳織(研 究代表者)携 帯電話双方向通信 を用い

た産後女性への骨盤底筋訓練支援による尿失禁の改

善と予防 平成23年 度 科学研究費補助金 若手

研究B

13.酒 井ひろ子,大 橋一友 思春期女子が受ける母親の

喫煙 リスクと母娘への禁煙 ・防煙支援プログラムの

開発 平成23年 度科学研究費補助金 基盤C

3.受	 託研究費 なし

4.奨	 学寄付金 なし

5.大	 学改革推進等補助金 なし

罰	 学会 ・職能団体等の役員活動

1.会	 長・理事長

1.永 井利三郎 大阪小児科学会会長

2.永 井利三郎 大阪小児神経学懇話会会長

3.永 井利三郎 大阪小児てんかん研究会会長

4.永 井利三郎 阪神小児神経筋研究会会長

5.永 井利三郎 関西病弱教育セミナー会長

6.大 橋一友 日本不妊カウンセリング学会 理事長

2.理	 事 ・幹事

1.藤 原干惠子 日本小児がん看護学会幹事

2.永 井利三郎 日本てんかん学会理事

3.永 井利三郎 日本小児神経学会理事

4.大 橋一友 大阪母性衛生学会 常任理事

5.大 橋一友 日本母性衛生学会 理事

6.田 中恵子 大阪母性衛生学会幹事

3.評	 議員

1.藤 原千恵子 日本看護科学学会

2.藤 原干惠子 日本小児看護学会

3.藤 原手惠子 日本看護研究学会

4.藤 原千恵子 日本家族看護学会

5.藤 原千恵子 日本看護教育学学会

6.永 井利三郎 日本小児科学会(代 議員)

7.永 井利三郎 日本小児保健協会

8.島 田三惠子 日本助産学会

9.大 橋一友 日本生殖免疫学会

4.支	 部長 なし
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5.委	 員長 ・副委員長

1.永 井利三郎 てんかん研究編集委員長

2.永 井利三郎 日本小児神経学会用語委員会委員長

3.永	 井利三郎 大阪府発達障害支援体制整備検討委員

会委員長

4.永	 井利三郎 日本 てんかん学会近畿地方会運営

委員長

5.永 井利三郎 東北震災対策委員会副委員長

6.島 田三惠子 日本助産師会出版委員会編集委員長

6.委	 員

1.永	 井利三郎 日本小児神経学会 長期計画委員会

委員

z.永 井利三郎 歴史資料編集委員会担当理事

3.永 井利三郎 日本てんかん学会 薬事委員会委員

4.島 田三惠子 日本助産学会専任査読委員

5.島 田三惠子 日本看護科学学会専任査読委員

6.島	 田三惠子 全国助産師教育協議会将来構想小委員会

委員

7.大 橋一友 豊中市男女共同参画審議会 委員

8.新	 田紀枝 社団法人大阪府看護協会開催看護学会

査読委員

9.新	 田紀枝 第42回 日本看護学会一成人看護1・ ∬

(合同)一学術集会抄録専攻委員

7.そ	 の他

1.永 井利三郎 厚生労働省疾病障害認定審査部会委員

2.永 井利三郎 大阪府特別支援教育連携協議会委員

3.永 井利三郎 箕面支援学校医師講師

4.永 井利三郎 豊中市障害児保育担当医

5.永 井利三郎 豊中市しいの実学園嘱託医

6.永	 井利三郎 大阪市立総合医療センター倫理委員会

委員

7.大 橋一友 放送大学 客員教授

8.大 橋一友 大阪保健医療大学 客員教授

9.田	 中恵子 日本助産学会学術集会,日 本母性看護学

会学術集会の査読委員

10.木 内佳織 大阪府看護協会査読協力員

総合ヘルスプロモーシ ョン科学講座

1論 文

1.学 術 論 文 

1.InoueM,HondaO,TomiyamaN,MinamiM,Sawabata
 

N,KadotaY,ShintaniY,OhnoY,OkumuraMRisk
 

2.
 

3.
 

4.
 

5.
 

6.
 

7.
 

8.
 

9.
 

10.
 

ofpleuralrecurrenceaftercomputedtomographic-guided
 

percutaneousneedlebiopsyinstageIlungcancerpatients.
 

TheSocietyofThoracicSurgeons91:1072-1072,2011.
 

IwasaM,OhnoY,TsutsuiA,ShimizuSDecision
 

makingfactorsbehindtheuseofmodernandtraditional
 

medicineofhealthcareworkersinfiveAfrican
 

Francophonecountries.JapanJournalofHealthand
 

HumanEcology77(1):3-17,2011.
 

SuzukiT,OhnoY,BaiY,InoueMResearchintothe
 

SymptomsofSickHouseSyndromeand/orMultiple
 

ChemicalSensitivityPatientsandIndoorandOutdoorAir
 

Quality.JapaneseJournalofAppliedITHealthcare
 

6:154-166,2011.
 

KatayamaM,AsoY,IbeA,SuzukiM,TokushigeA,
 

HondaY,TamaruTRelativityofposturalchangeinto
 

pronepositionandeffectofbowelintestinalperistalsis
 

activationforelderlypeople.HealthandBehavior
 

Sciences9(2):117-126,2011.
 

AkiyamaA,HanabusaH,MikamiHFactors
 

InfluencingHomeDeathinaJapaneseMetropolitan
 

RegionJournalofAgingResearch,doi:10.4061/
 

2011/610520
 

AkiyamaA,HanabusaH,MikamiHCharacteristics
 

ofhomecaresupportingclinicsprovidinghomecarefor
 

frailelderlypersonslivingaloneinJapanArchivesof
 

GerontologyandGeriatrics,52(2):E85-E88,2011.
 

HoriK,OkadaH,KawaharaY,TakenakaR,ShimizuS,
 

OhnoY,OnodaT,SirakawaY,NaomotoY,Yamamoto
 

KLugol-VoidingLesionsAreanImportantRiskFactor
 

foraSecondPrimarySquamousCellCarcinomain
 

PatientsWithEsosphagealCancerorHeadandNeck
 

CancerAmericanJournalofGastroenterology
 

106:858-866,2011.
 

ArimaS,MikamiHAstudyoftheeffectsofthe
 

tobaccoeducationalprogramforsmokingcessation
 

supportinbaccalaureatenursingstudentsover18months
 

JournalofHealthandHumanEcology,77(5):187-197,
 

2011.
 

NishiharaR,HayakawaK,KatoK,InuiF,
 

TomizawaR.IsoH,KawachiISubjectiveSocial
 

StatusandHealth;ATwinFixedEffectAnalysisamong
 

OlderTwins,Psychogeriatrics,11(3),2011
 

HΩ 血	 ヱ,AsoY,IbeA,KatayamaM,TamaruT 

EffectsofFootBathingonExerciseCapacityinaFall


PreventionProgramfortheElderly.日 本 健 康 医 学 会

雑 誌20(2):65-72,2011.
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11.ama工,AsoY,IbeA,HΩ	 血 ヱ,AraokaHThe
 

relationshipbetweenthenurses'lowbackloadandthe


heightofthebeddu血gpatienttransfer.人 間 工 学
 

47(5):217-221,2011.
 

12.NakashitaY,NakamuraM,.KitamuraA,Masahiko
 

K,YamanoM,IshikawaYandMikamiH
 

Relationshipofcigarettesmokingstatuswithother
 

unhealthylifestylehabitsinJapaneseemployees
 

JapaneseJournalofHealthEducationandPromotion,
 

19(3):204-216,2011.
 

13.TomizawaR,WatanabeM,InoueN,HayakawaK,
 

IwataniYAssociationoffunctionalGITRgene
 

polymorphismsrelatedtoexpressionofGITRmolecules
 

withprognosisofautoimmunethyroiddisease,Clinical
 

andExperimentalImmunology1164,2011


14.徳	 重 あ つ 子,阿 曽 洋 子,伊 部 亜 希,片 山 恵,木 村

静 脳 波 か ら み た 老 人 福 祉 施 設 入 居 者 に お け る 仰 臥

位 か ら 坐 位 へ の 姿 勢 変 化 が も た らす 脳 活 動 日 本 老

年 医 学 会 雑 誌2011年48巻4号378-390頁

15.片	 山 恵,阿 曽 洋 子,伊 部 亜 希,鈴 木 み ゆ き,徳 重

あ つ 子,本 多 容 子,田 丸 朋 子 腹 臥 位 へ の 体 位 変 換

が 便 秘 症 の 糖 尿 病 患 者 に も た ら す 排 便 促 通 効 果

日 本 健 康 医 学 会 雑 誌2011年19巻4号186-194頁

16.劉 筱 丹,阿 曽 洋 子 看 護 の 専 門 職 的 自 律 性 測 定 尺

度 中 国 版 の 作 成 と 信 頼 性 お よ び 妥 当 性 の 検 討 日本

看 護 研 究 学 会 雑 誌2011年34巻2号75-84頁

17.秋 山 明 子,英 裕 雄,三 上 洋 東 京 都 在 宅 療 養 支

援 診 療 所 の 活 動 状 況 と 死 亡 場 所 の 経 年 変 化 に 関 す る

検 討 癌 と 化 学 療 法,38(Suppl1):100-102,2011

18.有 馬 志 津 子,村 上 登 志 子,仲 下 祐 美 子,三 上 洋

看 護 学 部 生 に お け る 禁 煙 支 援 へ の 意 思 の 概 念 枠 組 み

の 評 価 民 族 衛 生,77(2):43-55,2011

2.会	 議 録 

1.IzumiK,AsoYFactorsrelatedtodepressionandcare
 

levelsaftersyearsinelderlypeoplewithlowercare
 

levelsinJapan14thTheEastAsianForumofNursing
 

Scholars,328,2011.
 

2.IzumiK,AsoYFactorsrelatedtocarelevelsafters
 

yearsbyage(under/over75yearsold)inelderlypeople
 

withlowercarelevelsinJapanThe2ndJapan-Korea
 

JointConferenceonCommunityHealthNursing,164,
 

zoi1.


3.木	 戸 倫 子,井 上 智 子 中 堅 看 護 師 の 看 護 実 践 か らみ

た 急 性 期 病 院 に お け る 看 護 の 機 能 日 本 医 療 マ ネ ジ

メ ン ト学 会 雑 誌12巻suppl.2011年6月344頁

4.木 戸 倫 子,井 上 智 子 中 堅 看 護 師 に と っ て 日 々 の 看 

護実践を振 り返ることの意味 第24回 日本看護研

究学会近畿 ・北陸地方会学術集会抄録集2011年10

月47頁

5.	 三井昌美,井 上智子 看護職者による在宅酸素療法

利用者への支援の検討 日本看護 研究学 会雑誌

34巻3号2011年7月426頁

6.	 三井昌美,井 上智子 危機的人生移行モデルを用い

た在宅酸素療法利用者の療養生活の理解 第24回

日本看護研究学会近畿 ・北陸地方学術集会抄録集

2011年10月62頁

7.	 和泉京子,阿 曽洋子,山 本美輪 「軽度要介護認定」

高齢者の5年 後の要介護度の推移の状況とその要因

老年社会科学33巻2号2011年6月354頁

8.	 假谷ゆか り,阿 曽洋子,伊 部亜希,田 丸朋子,本 多

容子,荒 岡広子,片 山 恵 ベッド上での水平移動

時における看護師の腕のさし入れの深さと重心軌跡

日本看護研究学会雑誌34巻3号2011年8月268


頁


9.	 舟本美果,渡 辺浩一,矢 熊恵美子,和 泉京子,阿 曽

洋子 経済的背景をふまえた国保の特定健診受診に

関する研究(第1報)未 受診者の受療行動 日本公

衆衛生雑誌58巻10号2011年10月211頁

10.	 和泉京子,舟 本美果,渡 辺浩一,矢 熊恵美子,阿 曽

洋子 経済的背景をふまえた国保の特定健診受診に

関する研究(第2報)未 受診者の生活習慣 日本公

衆衛生雑誌58巻10号2011年10月211頁

11.	 宮嶋 正子,阿 曽洋 子,伊 部 亜希,石 澤美 保子

看護職および介護職の1度 褥瘡発見に関わる判断の

実態 第24回 日本看護研究学会近畿 ・北陸地方会学

術集会プログラム ・抄録集2011年10月38頁

12.	 和泉京子,阿 曽洋子 向老期世代の身体心理社会的

状況別にみた老いの認識および老いへの備え 第31

回日本看護科学学会学術集会講演集2011年12月

315頁

13.	 宮嶋正子,阿 曽洋子,伊 部亜希 看護職および介護

職における1度 褥瘡の発見と判断の実態か らみた今

後の課題 第31回 日本看護科学学会学術集会講演

集2011年12月220頁

14.	 今泉洋子,早 川和生 最近におけるふたご出生率,

死産率周期死亡率,乳 児死亡率の動向,日 本双生児

研究学会第25回 学術集会講演集,8,2011

15.	 秋山明子,英 裕雄,三 上 洋 在宅での看取 りを

可能にする在宅医療体制に関する検討 日本老年医

学会雑誌,48(Suppl.):109,2011

16.	 田中寿江,伊 部亜希,宮 嶋正子,石 澤美保子,覚 埜

翔子,下 村友美,阿 曽洋子1度 褥瘡発見の実態調

太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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査を通して見えてきた院内教育の課題 第8回 日本

褥瘡学会近畿地方会学術集会 プログラム ・抄録集

2011年3月29頁

17.春	 木あゆみ,羽 賀知行,楠 芳之,伊 部亜希,阿 曽

洋子,石 澤美保子,宮 嶋正子,竹 田和博 円筒熱源

を用いた皮膚血液流量評価装置の開発 とその生体応

用 第32回 バイオメカニズ厶学術講演会予稿集

2011年11月83-86頁

18.{尹	 部 亜希,阿 曽洋子,宮 嶋 正子,石 澤 美保子

褥瘡予防管理ガイ ドライン認知の有無による看護師

の1度 褥瘡判断の自信の違い 日本褥瘡学会誌13

巻3号2011年8月437頁

19.清 水佐知子 情報の構造化による医療事故 ・ヒヤ リ

ハッ ト情報の利活用 看護業務の構造化 第31回

医療情報学連合大会抄録集2011年CD-ROM

20.清	 水佐知子,冨 澤理恵,林 剣煌,東 村昌代,飯 沼

正博,石 井豊恵,山 田憲嗣,大 野ゆう子 看護ケア

サプライチェインにおける看護師業務遂行に関する

分析 第50回 日本生体医工学会抄録集2011年 

CD-ROM

21.清	 水佐知子,冨 澤理恵,尾 島裕子,大 井慎太郎,

井上泰子,田 中あつ子,本 杉ふ じゑ,岡 田千鶴,

山田憲嗣,大 野ゆ う子 患者移送業務のオブジェク

ト指向モデリングと業務遂行時間に関する一考察

第50回 日本生体医工学会抄録集2011年CD-ROM

22.清 水佐知子,加 藤久美,毛 利育子,下 野久理子,

辰巳友佳子,大 野ゆ う子,谷 池雅子 幼児における

メディア使用と睡眠との関連 第3回 日本臨床睡眠

医学会学術集会プログラム抄録集2011年53頁

23.岡	 田志麻,小 山圭祐,清 水佐知子,大 野ゆう子,

毛利育子,谷 池雅子,牧 川方昭 動画を用いたADHD

児の睡眠時における体動解析 第3回 日本臨床睡眠

医学会学術集会プログラム抄録集2011年55頁

24.田	 丸朋子,阿 曽洋子,伊 部亜希,本 多容子,荒 岡

広子 移動援助時のベッ ドの高さと看護師の腰部負

荷との関係 第19回 日本人間工学会看護人間工学

部会研究発表会抄録集2011年9月9頁

25.本	 多容子,信 岡研身,伊 部亜希,田 丸朋子,山 本

美輪,荒 岡広子,阿 曽洋子 入院患者に対する定期

的な足浴が足部に与える影響 ～足指力の検討～

第19回 日本人間工学会看護人間工学部会研究発表

会抄録集2011年9月10頁

26.田	 丸朋子,阿 曽洋子,伊 部亜希,本 多容子,片 山 恵

上方移動援助動作アセスメン トツールの腰部負担評

価としての妥当性の検証 第31回 日本看護科学学

会学術集会講演集2011年12月215頁
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27.本	 多容子,阿 曽洋子,伊部亜希,田 丸朋子,片 山 恵,

假谷ゆか り 高齢者の生活 自立度と側関節柔軟性の

関係一在宅健康高齢者 ・特定高齢者 ・要介護高齢者

の比較一 第31回 日本看護科学学会学術集会講演

集2011年12月412頁

28.樺 山 舞,榊 原一恵,平 和也,伊 藤美樹子,早 川

和生,三 上 洋 在宅要介護高齢者の主観的幸福感

に関連する要因の検討 第22回 日本老年医学会近

畿地方会抄録集,p.25,2011

29.片	 山康予,井 上智子 緩和ケアチームにおける医療

スタッフ ・チャプレンのス トレス対処法 日本看護

研究学会雑誌34巻3号2011年8月353頁

30.片 山康 予,井 上智 子 病 院管理 ・運 営 を担 う

リーダーによる職員への学習活動 ・企画に対する支

援 日本医療 ・病院管理学会学術集会演題抄録集48

巻Suppl.2011年8月178頁

31.片	 山康予,井 上智子 緩和ケアチー厶におけるチャ

プレンとの協働の現状と課題 第42回 日本看護学

会抄録集(成 人看護1・ 皿)2011年9月600頁

32.桝	 谷里紗,林 知里,大 村佳代子,早 川和生 双子

の父親の育児への関わり方と育児中に感 じる困難,

日本双生児研究学会第25回 学術集会講演集,12, 

2011

33.片	 山康予,辻 本朋美 看護学生の健康関連QOLと

ス トレス 第42回 日本看護学会抄録集 看護教育

2011年10月53頁

34.荒 岡広子,伊 部亜希,本 多容子,田 丸朋子,假 谷

ゆか り,阿 曽洋子 駆血後上肢挙上による静脈怒張

促進の試み 第19回 日本人間工学会看護人間工学

部会研究発表会抄録集2011年9月8頁

35.藤	 田晴子,白 井文恵,三 上 洋 通常の調理法によ

るカ レー中の細菌存在の確認及びその増殖を抑える

調理法の検討 日本公衆衛生雑誌,58(10):489, 

2011


36.濱	 秀聡,桝 谷里紗,西 原玲子,早 川和生 血液型

と性格に関する研究;ABO式,MN式 血液型,ル イ

ス式血液型を用いて,日 本双生児研究学会 第25回

学術講演集,13,2011

37.尾	 形宗一郎,乾 富士男,加 藻憲司,早 川和生 地域

高齢者における主観的健康感と婚姻状況の関連,日

本公衆衛生雑誌,58(10),特 別付録,315,2011

38.塚	 田千尋,乾 富士男,加 藤憲司,早 川和生 高齢者

のうつ症状に影響を及ぼす社会的要因,日 本公衆衛

生雑誌,58(10),特 別付録,302,2011

39.植	 田真帆,乾 富士男,加 藤憲司,早 川和生 長時間

労働が疾患の発症に及ぼす影響に関する縦断的研究,

太文字=教 員2重 墾三盤上学生 下線=院 士学生 塩線≡蛍部生 

83
 



大 阪 大 学看 護 学 雑 誌Vo1.18No.1(2012)

日本 公 衆 衛 生雑 誌,58(1),494,特 別 付 録2011

40.平 和 也,樺 山 舞,榊 原 一 恵,伊 藤 美 樹 子,三 上

洋 在 宅 介 護 で の 男性 介 護 者 に お け る う つ得 点 の 二

峰 性 分 布 の 検 討 第22回 日本 老 年 医学 会 近 畿 地 方

会 抄 録 集,p.25,2011

3.研	 究 報 告

1.工ak迦	 工,SasakiN,一,AndoT,Shimizu 

S,YamadaK,OhnoYDetectionofpatient'ssignof 

fallsTheSecondAMA-IEEEMedicalTechnology 

Conference,2011,0ctober. 

2.YoshimotoK,TakedaM,SasakiN,AndoT,Shimizu
 

S,YamadaK,OhnoYDetectionofabnormaleventin
 

toiletTheSecondAMA-IEEEMedicalTechnology
 

Conference,2011,0ctober.
 

3.TanakaN,OhnoYVisualAnalogScaleforEffective
 

MeasurementofPhysiologicalChangebeforeInduction
 

ofAnesthesiaVirginiaHendersonInternationalNursing
 

Library,2011,November.


4.大	 野 ゆ う 子,山 田 憲 嗣,清 水 佐 知 子,武 田 真 季,

佐 々 木 な ぎ さ,本 田 幸 夫,高 橋 里 恵,笠 原 聡 子,

岡 田 千 鶴 酒 井 文 代,池 川 充洋 業 務 改 善 に 向 け た

タ イ ム ス タ デ ィの あ り方 の 研 究 一看 護 ス タ ッ フ と患

者 の双 方 の 視 点 か ら一 病 院 設 備2011年11月53

巻6号1-D活 動 報 告4

5.笠	 原 聡 子,大 野 ゆ う子,石 井 豊 恵,沼 崎 穂 高,清 水

佐 知 子 看 護 業務 に お け る 中断 の 影 響 測 定 に 関 す る

研 究ITヘ ル ス ケ ア学 会 第 五 回 年 次 学 術 大 会 抄 録 集

2011年6月6巻1号31-34頁

6.笠	 原 聡 子,大 野 ゆ う 子,石 井 豊 恵,清 水 佐 知 子

業 務interruptionに お け る 看 護 師 の 臨 床 判 断 論 理

に 関 す る 研 究 日本 行 動 計 量 学 会 第39回 大 会 抄 録

集2011年9月233-236頁

7.大	 野 ゆ う 子 看 工 融 合 研 究 と人 材 育 成 第50回 日

本 生 体 医 工 学 会 大 会 生 体 医 工 学(日 本 生 体 医 工 学 会

誌)第49巻 特 別 号(プ ロ グ ラム ・抄 録 集)日 本 生 体

医 工学 学 会2011年4月49巻1号62頁

8.岩 佐 真 也,大 野 ゆ う子,清 水佐 知 子 セ ネ ガ ル の セ

レー ル 民 族 の 生 活 と医 療 第76回 日本 民族 衛 生 学

会 総会2011年11月124-125頁

9.岩	 佐 真 也,大 野 ゆ う子,清 水 佐 知 子 受 療 行 動 と

治 療 費:セ ネ ガ ル,フ ァ テ ィ ッ ク 州 で の 住 民 調 査

第52回 日本 熱 帯 医学 会 大 会 第26回 日本 国際 保健 医

療 学 会 学 術 大会 合 同 大会2011年106頁

10.和 泉 京 子,阿 曽洋 子 身 体 ・心理 ・社 会 状 況 か らみ

た 向老 期 世 代 の 老 い の認 識 お よび 老 い へ の 備 え をふ

ま えた 介 護 予 防 の あ り方 木 村 看 護 教 育 振 興 財 団 看 

護研究収録2011年18巻1-10頁

11.	 長倉俊明,山 田憲嗣,大 野ゆう子,生 田幸士,石 原

謙 デザインによる医療の安全向上への検討(看 護

工学による医療支援)第50回 日本生体医工学会大

会生体医工学(日 本生体医工学会誌)第49巻 特別号

(プログラム ・抄録集)日 本生体医工学学会2011

年4月49巻1号241頁

12.	 長倉俊明,山 田憲嗣,大 野ゆう子,生 田幸士,石 原

謙 医用工学 と看護工学による産業振興への提案

第50回 日本生体医工学会大会生体医工学(日 本生体

医工学会誌)第49巻 特別号(プ ログラム ・抄録集)

日本生体医工学学会2011年4月49巻1号293頁

13.	 山田憲嗣,武 田真季,佐 々木なぎさ,田 中範佳,

堅山遥菜,清 水佐知子,長 倉俊明,石 原 謙,大 野

ゆう子 看護学生による看護工学の実例 第50回

日本生体医工学会大会生体医工学(日 本生体医工学

会誌)第49巻 特別号(プ ログラム ・抄録集)日 本生

体医工学学会2011年4月49巻1号73頁

14.	 飯沼正博,石 井豊恵,宮 田充 スマー トフォンを用

いた位置情報検索システムについてITヘ ルスケア

2011年 第6巻1号101-104頁

15.	 田名部佳子,辻 本朋美,根 来佐由美,井 上智子

水中運動指導者の皮膚状態 厚生の指標2011年

12月58巻15号13-18頁

16.	 田中範佳,大 野ゆう子,鈴 木利保 側臥位 ・腹臥位

での局所圧迫を回避できる枕の検討 日本手術医学

会誌2011年10月32巻Supplement74頁

17.	 堀芽久美,大 野ゆ う子,清 水佐知子,歌 田真依,

松村泰志 長期外来患者の判別問題 日本行動計量

学会第39回 大会抄録集2011年9月427-428頁

18.	 歌田真依,大 野ゆ う子,清 水佐知子,伊 藤ゆ り,

津熊秀明 大阪府のがん罹患数 ・死亡数将来推計

地域がん登録全国協議会第20回 学術集会抄録集

2011年9月35頁

19.	 歌田真依,大 野ゆ う子,清 水佐知子,堀 芽久美,

早田みどり がん生存率検討における死因の影響に

つ い て 長 崎 県 が ん 登録 に基 づ くIncidence

Mortality比 の検討か ら 日本行動計量学会第39回

大会抄録集2011年9月125-126頁

20.	 歌田真依,大 野ゆう子,堀 芽久美,早 田みどり2020

年までの長崎県のがん罹患者数推計:地 域がん登録

データを基に して 長崎県がん要因調査事業報告

2011年3月137-138頁

21.	 歌 田真依,大 野ゆ う子,堀 芽久美,早 田み どり

長崎県におけるがん患者の受療動態分析:が ん要因

調査の基礎資料 として 長崎県がん要因調査事業報

太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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告2011年3月119-123頁

22.吉	 本佳世,大 野ゆう子,辰 巳友佳子,武 田真季,

伏井義人,片 山和子,堅 山遥菜,安 藤 健,清 水

佐知子,山 田憲嗣,内 田光也 着衣型ホメオスタシ

ス支援素材の開発一寝衣が睡眠に及ぼす影響につい

て一ITヘ ルスケア学会第五回年次学術大会抄録集

2011年6月6巻1号115-116頁

23.松	 村隆史,武 田真季,奥 野弘嗣,山 田憲嗣,大 野

ゆう子,八 木哲也 網膜チップセンサーを用いた病

院内人物モニタシステムの開発MEと バイオサイバ

ネティックス研究会(MBE)電 子情報通信学会技術研

究報告2011年3月110巻460号141-145頁

24.森	 本明子,大 野ゆ う子,辰 巳友佳子,前 島文夫,

西垣良夫,水 野正一,渡 邊 昌 糖尿病発症への

喫煙および肥満度の影響 日本循環器病予防学会誌

2011年6月46巻2号151頁

25.森	 本明子,大 野ゆ う子,辰 巳友佳子,前 島文夫,

西垣良夫,渡 邊 昌,水 野正一 健康診断受診者の

BMI値 のパーセンタイル曲線 第21回 日本疫学会学

術総会講演集2011年1月21巻1号276頁

26.武 田真季,山 田憲嗣,佐 藤浩美,吉 川秀樹,清 水

佐知子,大 野ゆう子,長 倉俊明,石 原 謙 病院内

の見守 りシステム 第50回 日本生体医工学会大会

生体医工学(日 本生体医工学会誌)第49巻 特別号(プ

ログラム ・抄録集)日 本生体医工学学会2011年4

月49巻1号73頁

27.森	 本明子,大 野ゆ う子,辰 巳友佳子,水 野正一,

渡邊 昌 肥満度の糖尿病発症に対する影響の年代

差 大分統計談話会第44回 大会2011年10月

28.馬	 醫世志子,鈴 木珠水,大 野ゆ う子,棚 橋 さつき

訪問看護ステーションにおける休 日夜間電話対応に

ついての実態調査ITヘ ルスケア学会第五回年次学

術大会抄録集2011年6月6巻1号91-94頁

29.鈴	 木珠水,馬 醫世志子,大 野ゆ う子,棚 橋さつき

訪問看護ステーション利用者の情報共有に関する研

究一デジタルフォ トフレームを活用 して一ITヘ ル

スケア学会第五回年次学術大会抄録集2011年6月

6巻1号81-84頁

30.鈴	 木珠水,馬 醫世 志子,大 野ゆ う子 訪問看護

ステーションにおける時間外対応の内容分析と記録

フォーマッ トに関する研究2009年 度(平 成21年

度)一 般公募 公益財団法人 在宅医療助成 勇美記念

財団完了報告書2011年2月

31.冨 沢理恵,早 川和生,大 野ゆう子,石 井豊恵,東 村

昌代,清 水佐知子 看護業務中断についての報告

ITヘ ルスケア学会第五回年次学術大会抄録集2011 

大 阪 大学 看 護 学雑 誌Vo1.18No.1(2012)

年6月6巻1号41-42頁

32.	 堀芽久美,大 野ゆ う子,清 水佐知子,歌 田真依,

早田み どり,濱 崎俊光 がんの生存率に対するマル

コフモデルの適用について 応用統計学会2011年

度年会講演予稿集2011年6月112-113頁

33.	 武田真季,吉 本佳世,佐 々木なぎさ,安 藤 健,

清水佐知子,山 田憲嗣,大 野ゆう子 病院内のプラ

イバシー空間における異常検知 第12回 計測自動

制御学会システムインテグ レーション部門講演会

2011年12月

34.	 伏井義人,山 田憲嗣,大 野ゆう子,安 藤 健,清 水

佐知子,江 田英雄,本 田幸夫,長 倉俊明,石 原 謙

実験実習用人工心肺シ ミュ レータの基礎 的検討

生体医工学シンポジウム20112011年9月

35.	 堅山遥菜,大 野ゆ う子,清 水佐知子,歌 田真依,

片山和子,早 田みどり 地域がん登録を用いた乳が

ん患者の予後と関連する要因についての検討一長崎

県がん登録を用いて一 日本行動計量学会第39回 大

会抄録集2011年9月127-128頁

36.	 佐 々木なぎさ,武 田真季,安 藤 健,山 田憲嗣,

清水佐知子,大 野ゆう子,岡 田千鶴,北 垣和彦,

高橋里枝,本 田幸夫 病院外来配置換え前後の動線

分析報告一病院スタッフの動線分析報告一ITヘ ル

スケア学会第五回年次学術大会抄録集2011年6月

6巻1号43-44頁

37.	 佐々木なぎさ,武 田真季,山 田憲嗣,清 水佐知子,

岡田千鶴,大 野ゆう子 長期療養型病院の外来配置

換え前後における患者 ・病院スタッフの動線の変化

に関する研究 第50回 日本生体医工学会大会生体

医工学(日 本生体医工学会誌)第49巻 特別号(プ ロ

グラム ・抄録集)日 本生体医工学学会2011年4月

49巻1号28頁

38.	 辰巳友佳子,大 野ゆ う子,森 本明子,前 島文夫,

西垣良夫,水 野正一,渡 邊 昌 壮年期から中年期

におけるBMIの 変化と糖尿病発症の関連 日本循環

器病予防学会誌2011年6月46巻2号138頁

39.	 辰巳友佳子,大 野ゆう子,森 本明子,前 島文夫,

西垣良夫,渡 邊 昌,水 野正一 健康診断受診者の

血圧値のパーセンタイル曲線 第21回 日本疫学会

学術総会講演集2011年1月21巻1号277頁

40.	 辰巳友佳子,大 野ゆう子,森 本明子,水 野正一,

渡邊 昌 喫煙 と肥満度の糖尿病発症へ の影響

大分統計談話会第44回 大会2011年10月

4.大	 学 ・研究所等の報告

1.井	 上智子 冬期集住中の健康関連指標の搓移につい

てNPOグ ラン ドワーク西神楽2011年3月 分析

太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 基纏≡蛍超生 
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担当者 田名部佳子,根 来佐由美

2.井	 上智子 冬期集住高齢者の健康関連指標の推移に

ついてNPOグ ラン ドワーク西神楽2011年8月

分析担当者 辻本朋美 協力者 田名部佳子,根 来

佐由美

5.解	 説 ・総説

1.早 川和生 予防医学における双生児研究の重要性;

エピジェネティクス時代の遺伝一環境因子の交絡

研究 日本衛生学雑誌,66(1):29-30,2011

2.清	 水佐知子,大 野ゆう子,岩 佐真也,尾 島裕子,

林剣煌,冨 澤理恵,大 西喜一郎,本 杉ふじゑ,岡 田

千鶴 タイムスタディによる看護業務プロセスの可

視化 生体医工学48巻6号536-541頁2011年

3.河	 上智香,石 井豊恵,荒 尾晴惠,永 井利三郎 臨地

実習中における感染症対応システム構築とその活用

看護教育2011年4月52(4),296-303頁

6.そ	 の他

1.阿 曽洋子監修,松 澤洋子,柴 田しおり,片 山 恵原

案(ビ デオ教材)看 護学生のための初めての実習

ガイ ドVol.1基 本編(実 習の心得)医 学教育映

像センター2011年10月

2.阿 曽洋子監修,松 澤洋子,柴 田しおり,片 山 恵原

案(ビ デオ教材)看 護学生のための初めての実習

ガイ ドVol.2応 用編(実 習の実際)医 学教育映

像センター2011年10月

3.清	 水佐知子 地球規模で考えたいわた したちの健康

世界保健事情 日本 と途上国の保健医療をつなぐ視

点 マクロの視点とミクロの視点とPILARPRESS社

2011年6月

4.清 水佐知子 地球規模で考えたいわたしたちの健康

世界保健事情 日本と途上国の保健医療をつなぐ視

点 公的医療保険制度PILARPRESS社2011年4月

5.清	 水佐知子 地球規模で考えたいわた したちの健康

世界保健事情 日本と途上国の保健医療をつな ぐ視

点 人口統計 ・過去帳 ・統計PILARPRESS社2011

年5月

II著 書

1.一	 般 著 書 

1.ShimizuS,TomizawaR,IwasaM,KasaharaS,SuzukiT,
 

WakoF,KanayaI,KawasakiK,IshiiA,YamadaK,
 

OhnoYNursingbusinessmodelingwithiJML,
 

ModemApproachesToQualityControl,AhmedBadr
 

Eldin(Ed.)INTECH


2.大 野 ゆ う 子,森 本 明 子,歌 田 真 依,堀 芽 久 美 第1

章 総 論6節 が ん の 疫 学 が ん 放 射 線 治 療 と 看 護 の 実

践 部 位 別 で わ か りや す い!最 新 治 療 と有 害 事 象

ケ ア(第1版)金 原 出 版2011年11月60-78頁

2.専 門 著 書

1.早	 川 和 生 「ク エス チ ョンバ ンク 保 健 師 国 家 試 験


2012」 メデ ィ ック メデ ィア,2011年5月
 

2.	 伊藤美樹子 総編集:見 藤隆子,小 玉香津子,菱 沼

典子 「健康日本21」 看護学辞典第2版,日 本看

護協会出版会(東 京),2011

3.	 伊藤美樹子 総編集:見 藤隆子,小 玉香津子,菱 沼

典子 「行動変容」 看護学辞典第2版,日 本看護

協会出版会(東 京),2011

4.	 白井文恵 地域看護学1～II星 旦二編2012年 新

出題基準別保健師国家試験予想問題集 メディカ出

版,2011

5.	 白井文恵 地域看護学1～II星 旦二編2012年 出

題基準別保健師国家試験問題 メディカ出版,2011

6.	 有馬志津子 地域看護学II星 旦二編2012年 新出

題基準別保健師国家試験予想問題集 メディ力出版, 

2011

7.	 有馬志津子 地域看護学1～ 皿 星旦二編2012年

出題基準別保健師国家試験問題 メディカ出版, 

2011

8.	 有馬志津子 総編集:見 藤隆子,小 玉香津子,菱 沼

典子 「トランスセオ レティカル ・モデル」 看護

学辞典第2版 日本看護協会出版会(東 京),2011

3.教	 科書

1.阿	 曽洋子,井 上智子,氏 家幸子 基礎看護技術第7

版 医学書院2011年2月

皿	 招聘講演 ・シンポジウム等

1.国	 際学会 なし

2.国	 内学会

1.井 上智子 看護継続セミナー 日々の実践をデータ

で示そう 一静脈穿刺と輸液管理に関する研究 第24

回日本看護研究学会近畿北陸地方会学術集会2011

年10月,京 都

2.阿	 曽洋子 鼎談 急性期看護 ・慢性期看護の魅力

第42回 日本看護学会 成人看護1・II(合 同)2011

年9月,大 阪

3.三 上 洋 第22回 日本 老年医学会 近畿地 方会

シンポジウム 「高齢者医療における危機管理」2011

年11月 西宮市

4.早 川和生 高齢双生児レジス トリーに基づ く大規模

バイオバンクの構築 第25回 日本双生児研究学会学

術講演会2011年1月 東京

5.白 井文恵 第11回 日本感染看護学会学術集会
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ワークショップ 「看護実践者と教育研究者の連携の

促進」2011年8月 東京

6.	 清水佐知子 情報の構造化による医療事故 ・ヒヤ リ

ハット情報の利活用 看護業務の構造化 第31回 医

療情報学連合大会2011年11月,鹿 児島

7.	 清水佐知子,山 口祐介,大 野ゆ う子,後 藤 昌司

幼児睡眠アンケー トデータ解析 統計科学における

シミュレーションの過程シンポジウム2011年7月,

大阪

学 会	 一 般 演 題

1. 国 際 学 会 

1.	 IzumiK,AsoYFactorsrelatedtodepressionandcare
 

levelsaftersyearsinelderlypeoplewithlowercare
 

levelsinJapan14thTheEastAsianForumofNursing
 

Scholars,2011,February,Seoul,Korea
 

2.	 IzumiK,AsoYFactorsrelatedtocarelevelsafters
 

yearsbyage(under/over75yearsold)inelderlypeople
 

withlowercarelevelsinJapanThe2ndJapan-Korea
 

JointConferenceonCommunityHealthNursing,2011,
 

July,Kobe,Japan
 

3.	 YamamotoM,IzumiK,AsoYRelationshipwith
 

cognitivefunctionsandexperienceoffallingregarding
 

womenelderlypeoplewithdiabetesICNconference
 

andCNR2011,2011,May,Valletta,Malta
 

4.	 AkiyamaA,HanabusaH,MikamiHAssociations
 

betweentheactivityofJapaneseHomeCareSupporting
 

Clinicsandtheplaceofdeath9`hAsia/Oceania
 

RegionalCongressofGerontologyandGeriatrics
 

October23-27,2011,Melbourne,Australia
 

5.	 AkiyamaA,HanabusaH,MikamiHIndicatorsof
 

thequalityofhomemedicalcarefromtheperspectiveof
 

thebereavedfamilyInternationalConferencesin
 

CommunityHealthCareNursingResearch(ICCHNR)
 

Symposium2011May4-6,2011,Edmonton,
 

Alberta,Canada
 

6.	 MikikoIto,SachieTakeuchi,SetsukoShimmitsu,
 

MiyaeYamakawa,KiyokoMakimoto:Literature
 

reviewonelderlyhealthproblemsinEastAsiacountries.
 

JoannaBriggsInstituteInternationalConvention2011
 

(Adelaide,Australia),2011/11
 

7.	 TakedaM,SasakiN,YoshimotoK,AndoT,Shimizu
 

S,YamadaK,OhnoYDetectionofpatient'ssignof
 

fallsTheSecondAMA-IEEEMedicalTechnology
 

Conference,2011,0ctober,Boston,America
 

8.	 YoshimotoK,TakedaM,SasakiN,AndoT,Shimizu
 

大 阪 大学 看 護 学 雑 誌Vol.18No.1(2012) 

S,YamadaK,OhnoYDetectionofabnormaleventin
 

toiletTheSecondAMA-IEEEMedicalTechnology
 

Conference,2011,0ctober,Boston,America


9.	 工anaka,OhnoYVisualAnalogScaleforEffective 

MeasurementofPhysiologicalChangebeforeInduction 

ofAnesthesiaVirginiaHendersonInternationalNursing 

Library,2011,November,Dallas,America 

10.	 HishidaT,mraK,SakakibaraK,FuiikawaY,
 

ItoM,MikamiH.Surviving5yearsasimpairedold
 

peopleusingthelong-term-careinhomecaresettingsand
 

itsrelationwithpsychosocialfactors.The14thEastAsian
 

ForumofNursingScholars(EAFONS),February2011,
 

Seoul,Korea
 

11.	 SakakibaraK,HishidaT,FuiikawaY,OmuraK,
 

ItoM,MikamiH.UtilizationofLong-TermCare
 

Insuranceservicesforimpairedoldpeoplebyliving
 

arrangements.The14thEastAsianForumofNursing
 

Scholars(EAFONS),February2011,Seoul,Korea
 

12.	 OmuraK,HishidaT,FuiikawaY,SakakibaraK,
 

ItoM,MikamiH.Prevalence,estimatedincidence
 

andpreventionofpressureulceronoldpeopleinhome
 

caresettingsinJapan:APilotStudy.The14thEastAsian
 

ForumofNursingScholars(EAFONS),February2011,
 

Seoul,Korea
 

13.	 OmuraK,ItoM:OriginalStrategyOfHealth 

ManagementForUncertaintyOfIllnessInIndividuals 

WithHivInfectionAndHemophiliaInJapan.1st 

NUS-NUHInternationalNursingConference(Orchard

Hotel,S血gapore),2011/11 

14.	 FuiikawaY,HishidaT,muraK,SakakibaraK,
 

ItoM,MikamiH.Theprognosisofcognitivefunction
 

inimpairedoldpeoplewithoutcognitivedisorder
 

dwellingincommunity.The14thEastAsianForumof
 

NursingScholars(EAFONS),February2011,Seoul,
 

Korea


2. 国 内 学 会

1.	 木 戸 倫 子,井 上 智 子 中 堅 看 護 師 の 看 護 実 践 か ら み

た 急 性 期 病 院 に お け る 看 護 の 機 能 第13回 日 本 医

療 マ ネ ジ メ ン ト学 会 学 術 総 会2011年6月,京 都

2.	 木 戸 倫 子,井 上 智 子 中 堅 看 護 師 に と っ て 日 々 の

看 護 実 践 を 振 り返 る こ と の 意 味 第24回 日 本 看 護

研 究 学 会 近 畿 ・北 陸 地 方 会 学 術 集 会2011年10月,

京 都

3.	 三 井 昌 美,井 上 智 子 看 護 職 者 に よ る 在 宅 酸 素 療 法

利 用 者 へ の 支 援 の 検 討 第37回 日 本 看 護 研 究 学 会

学 術 集 会2011年8月,横 浜
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4.三 井昌美,井 上智子 危機的人生移行モデルを用い

た在宅酸素療法利用者の療養生活の理解 第24回

日本看護研究学会近畿 ・北陸地方会学術集会2011

年10月,京 都

5.笠 原聡子,大 野ゆ う子,石 井豊恵,沼 崎穂高,清 水

佐知子 看護業務における中断の影響測定に関する

研究ITヘ ルスケア学会第五回年次学術大会2011

年6月,大 阪

6.笠	 原聡子,大 野ゆ う子,石 井豊恵,清 水佐知子

業務interruptionに おける看護師の臨床判断論理

に関す る研究 日本行動計量学会第39回 大会

2011年9月,岡 山

7.大	 野ゆ う子 看工融合研究 と人材育成 第50回

日本生体医工学会大会2011年4月,東 京

8.大	 野ゆ う子,山 田憲嗣,清 水佐知子,武 田真季,

佐 々木なぎさ,本 田幸夫,高 橋里恵,笠 原聡子,

岡田千鶴,酒 井文代,池 川充洋 業務改善に向けた

タイムスタディのあり方の研究一看護スタッフと患

者の双方の視点から一 第40回 日本医療福祉設備学

会2011年11月,東 京

9.岩	 佐真也,大 野ゆ う子,清 水佐知子 セネガルの

セ レール民族の生活と医療 第76回 日本民族衛生

学会総会2011年11月,福 岡

10.和	 泉京子,阿 曽洋子,山 本美輪 「軽度要介護認定」

高齢者の5年 後の要介護度の推移の状況とその要因

日本老年社会科学会第53回 大会2011年6月,

東京

11.假 谷ゆか り,阿 曽洋子,伊 部亜希,田 丸朋子,本 多

容子,荒 岡広子,片 山 恵 ベッ ド上での水平移動

時における看護師の腕のさし入れの深さと重心軌跡

第37回 日本看護研究学会学術集会2011年8月,

横浜

12.舟	 本美果,渡 辺 浩一,矢 熊恵美子,和 泉京子,

阿曽洋子 経済的背景 をふまえた国保の特定健診受

診 に関する研究(第1報)未 受診者の受療行動

第70回 日本公衆衛生学会総会2011年10月,秋 田

13.和	 泉京子,舟 本美果,渡 辺 浩一,矢 熊恵美子,

阿曽洋子 経済的背景をふまえた国保の特定健診受

診に関する研究(第2報)未 受診者の生活習慣 第

70回 日本公衆衛生学会総会2011年10月,秋 田

14.宮 嶋正子,阿 曽洋子,伊 部亜希,石 澤美保子 看護

職および介護職の1度 褥瘡発見に関わる判断の実態

第24回 日本看護研究学会近畿 ・北陸地方会学術集会

2011年10月,京 都

15.和	 泉京子,阿 曽洋子 向老期世代の身体心理社会的

状況別にみた老いの認識および老いへの備え 第31 

回日本看護科学学会学術集会2011年12月,高 知

16.	 宮嶋正子,阿 曽洋子,伊 部亜希 看護職および介護

職における1度 褥瘡の発見と判断の実態からみた今

後の課題 第31回 日本看護科学学会学術集 会

2011年12月,高 知

17.	 田 麗,戸 田雅裕,西 本勝夫,早 川和生 太極拳を

用いたス トレス軽減効果の検討,第81回 日本衛生学

会2011年3月 東京

18.	 今泉洋子,早 川和生 ふたごと単胎児の死因別乳児

死亡率の比較,日 本人類遺伝学会第56回 大会2011

年11月 千葉市

19.	 秋山明子,英 裕雄,三 上 洋 在宅での看取 りを

可能にする在宅医療体制に関する検討 第53回 日

本老年医学会学術集会2011年6月 東京

zo.	 秋山明子,英 裕雄,三 上 洋 東京都在宅療養支

援診療所の活動状況と死亡場所の経年変化に関する

検討 第22回 日本在宅医療学会学術集会2011年6

月 名古屋

21.	 飯沼正博,石 井豊恵,宮 田充 スマー トフォンを用

いた位置情報検索システムについて 第5回ITヘ ル

スケア大会2011年6月 大阪

22.	 牧本清子,伊 藤美樹子,竹 内佐智恵,福 録恵子,

心光世津子,山 川みやえ 心血管疾患 ・脳卒中の再

発予防に関する文献のレビュー.第31回 日本看護科

学学会学術集会2011年12月 高知

23.	 山田憲嗣,武 田真季,佐 々木なぎさ,田 中範佳,

堅山遥菜,清 水佐知子,長 倉俊明,石 原 謙,大 野

ゆう子 看護学生による看護工学の実例 第50回

日本生体医工学会大会2011年4月,東 京

24.	 長倉俊明,山 田憲嗣,大 野ゆう子,生 田幸士,石 原

謙 デザインによる医療の安全向上への検討(看 護

工学による医療支援)第50回 日本生体医工学会大

会2011年4月,東 京

25.	 長倉俊明,山 田憲嗣,大 野ゆう子,生 田幸士,石 原

謙 医用工学と看護工学による産業振興への提案

第50回 日本生体医工学会大会2011年4月,東 京

26.	 春木あゆみ,羽 賀知行,楠 芳之,伊 部亜希,阿 曽

洋子,石 澤美保子,宮 嶋正子,竹 田和博 円筒熱源

を用いた皮膚血液流量評価装置の開発とその生体応

用 第32回 バイオメカニズム学術講演会2011年

11月,大 阪

27.	 伊部 亜 希,阿 曽洋 子,宮 嶋 正子,石 澤美 保子

褥瘡予防管理ガイ ドライン認知の有無による看護師

の1度 褥瘡判断の自信の違い 第13回 日本褥瘡学

会学術集会2011年8月,福 岡

28.	 田中寿江,伊 部亜希,宮 嶋正子,石 澤美保子,覚 埜
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翔子,下 村友美,阿 曽洋子1度 褥瘡発見の実態調

査を通 して見えてきた院内教育の課題 第8回 日本

褥瘡学会近畿地方会学術集会2011年3月,京 都

29.清 水佐知子,冨 澤理恵,林 剣煌,東 村昌代,飯 沼正

博,石 井豊恵,山 田憲嗣,大 野ゆ う子 看護ケアサ

プライチェインにおける看護師業務遂行に関する分

析 第50回 日本生体医工学会2011年4月,東 京

30.清	 水佐知子,冨 澤理恵,尾 島裕子,大 井慎太郎,

井上泰子,田 中あつ子,本 杉ふ じゑ,岡 田千鶴,

山田憲嗣,大 野ゆう子 患者移送業務のオブジェク

ト指向モデ リングと業務遂行時間に関する一考察

第50回 日本生体医工学会2011年4月,東 京

31.清 水佐知子,加 藤久美,毛 利育子,下 野久理子,

辰巳友佳子,大 野ゆ う子,谷 池雅子 幼児における

メディア使用と睡眠との関連 第3回 日本臨床睡眠

医学会学術集会2011年9月,神 戸

32.岡	 田志麻 小山圭祐,清 水佐知子,大 野ゆう子,

毛利育子,谷 池雅子,牧 川方昭 動画を用いたADHD

児の睡眠時における体動解析 第3回 日本臨床睡眠

医学会学術集会2011年9月,神 戸

33.歌	 田真依,大 野ゆう子,清 水佐知子,伊 藤ゆ り,

津熊秀明 大阪府のがん罹患数 ・死亡数将来推計

地域がん登録全国協議会第20回 学術集会2011年9

月,千 葉

34.歌 田真依,大 野ゆ う子,清 水佐知子,堀 芽久美,

早田みどり がん生存率検討における死因の影響に

つ いて 長 崎 県が ん登 録 に基 づ くIncidence

Mortality比 の検討から 日本行動計量学会第39回

大会2011年9月,岡 山

35.吉	 本佳世,大 野ゆう子,辰 巳友佳子,武 田真季,

伏井義人,片 山和子,堅 山遥菜,安 藤 健,清 水

佐知子,山 田憲嗣,内 田光也,着 衣型ホメオスタシ

ス支援素材の開発一寝衣が睡眠に及ぼす影響につい

て一ITヘ ルスケア学会第五回年次学術大会2011

年6月,大 阪

36.森 本明子,大 野ゆ う子,辰 巳友佳子,前 島文夫,

西垣良夫,水 野正一,渡 邊 昌 糖尿病発症への喫

煙 および肥満度の影響 日本循環器病予防学会

2011年6月,福 岡

37.森	 本明子,大 野ゆう子,辰 巳友佳子,渡 邊 昌,

水野正一 肥満度の糖尿病発症に対する影響の年代

差 大分統計談話会第44回 大会2011年10月,

大分

38.森	 本明子,大 野ゆ う子,辰 巳友佳子,前 島文夫,

西垣良夫,渡 邊 昌,水 野正一 健康診断受診者の

BMI値 のパーセンタイル曲線 第21回 日本疫学会学 

大 阪大 学看 護 学 雑 誌Vo1.18No.1(2012)

術総会2011年1月,北 海道

39.	 堀芽久美,大 野ゆう子,清 水佐知子,歌 田真依,

松村泰志 長期外来患者の判別問題 日本行動計量

学会第39回 大会2011年9月,岡 山

40.	 田中範佳,大 野ゆう子,鈴 木利保 側臥位 ・腹臥位

での局所圧迫を回避できる枕の検討 日本手術医学

会2011年10月,鹿 児島

41.	 馬醫世志子,鈴 木珠水,大 野ゆ う子,棚 橋 さつき

訪問看護ステーションにおける休 日夜間電話対応に

ついての実態調査1丁 ヘルスケア学会第五回年次学

術大会2011年6月,大 阪

42.	 鈴木珠水,馬 醫世志子,大 野ゆ う子,棚 橋 さつき

訪問看護ステーション利用者の情報共有に関する研

究一デジタルフォ トフレームを活用 して一ITヘ ル

スケア学会第五回年次学術大会2011年6月,大 阪

43.	 堀芽久美,大 野ゆ う子,清 水佐知子,歌 田真依,

早田みどり,濱 崎俊光 がんの生存率に対するマル

コフモデルの適用について 応用統計学会2011年

度2011年6月,大 阪

44.	 武 田真季,山 田憲嗣,佐 藤浩美,吉 川秀樹,清 水

佐知子,大 野ゆ う子,長 倉俊明,石 原 謙 病院内

の見守 リシステム 第50回 日本生体医工学会大会

2011年4月,東 京

45.	 松村隆史,武 田真季,奥 野弘嗣,山 田憲嗣,大 野

ゆう子,八 木哲也 網膜チップセンサーを用いた病

院内人物モニタシステムの開発MEと バイオサイバ

ネティックス研究会(MBE)2011年3月,東 京

46.	 武田真季,吉 本佳世,佐 々木なぎさ,安 藤 健,

清水佐知子,山 田憲嗣,大 野ゆう子 病院内のプラ

イバシー空間における異常検知 第12回 計測自動

制御学会システムインテグレーシ ョン部門講演会

2011年12月,京 都

47.	 田丸朋子,阿 曽洋子,伊 部亜希,本 多容子,荒 岡

広子 移動援助時のベッ ドの高さと看護師の腰部負

荷 との関係 第19回 日本人間工学会看護人間工学

部会研究発表会2011年8月,大 阪

48.	 田丸朋子,阿 曽洋子,伊 部亜希,本 多容子,片 山 恵

上方移動援助動作アセスメン トツールの腰部負担評

価 としての妥当性の検証 第31回 日本看護科学学

会学術集会2011年12月,高 知

49.	 本多容子,阿 曽洋子,伊 部亜希,田 丸朋子,片 山 恵,

假谷ゆかり 高齢者の生活自立度 と側関節柔軟性の

関係一在宅健康高齢者 ・特定高齢者 ・要介護高齢者

の比較一 第31回 日本看護科学学会学術集会

2011年12月,高 知

50.	 冨澤理恵,早 川和生,大 野ゆう子,石 井豊恵,東 村

太文字=教 員 蠶 堂生 下線;院 士学生 息鏤三学部生 
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昌代,清 水佐知子 看護業務中断についての報告

ITヘ ルスケア学会第五回年次学術大会2011年6月,

大阪

51.森 田理江,荒 木田美香子,鈴 木志津江,青 柳美樹,

山下瑠璃子,三 上 洋 継続的な保健指導における

年代別による体重減少効果の検討 第84回 日本産

業衛生学会2011年5月 東京

52.樺	 山 舞 榊原一恵,平 和也,伊藤美樹子,三 上 洋,

早川和生 在宅要介護者の主観的幸福感に関連する

要因の検討,第22回 日本老年医学会近畿地方会

2011年11月 西宮市

53.樺	 山 舞,榊 原一恵,平 和也,伊 藤美樹子,早 川和

生,三 上 洋 在宅要介護高齢者の主観的幸福感に

関連する要因の検討 第22回 日本老年医学会近畿

地方会2011年11月 西宮市

54.大	 村佳代子,伊 藤美樹子,九 津見雅美,蘭 由岐子 ,

南山浩二,山 田冨秋,森 戸克則,小 山昇孝 先進的

医療の現場に起 こり得る患者の経験.日 本保健医療

社会学論集第22巻 特別号65第37回 日本保健医

療社会学会大会2011年5月 大阪

55.本	 多容子,信 岡研身,伊 部亜希,田 丸朋子,山 本

美輪 荒岡広子,阿 曽洋子 入院患者に対する定期

的な足浴が足部に与 える影響 ～足指力の検討～

第19回 日本人間工学会看護人間工学部会研究発表

会2011年8月,大 阪

56.堅 山遥菜,大 野ゆ う子,清 水佐知子,歌 田真依,

片山和子,早 田み どり 地域がん登録を用いた乳が

ん患者の予後 と関連する要因についての検討一長崎

県がん登録を用いて一 日本行動計量学会第39回 大

会2011年9月,岡 山

57、 佐々木なぎさ,武 田真季,安 藤 健,山 田憲嗣,

清水佐知子,大 野ゆう子,岡 田千鶴,北 垣和彦,

高橋里枝,本 田幸夫 病院外来配置換え前後の動線

分析報告一病院スタッフの動線分析報告一ITヘ ル

スケア学会第五回年次学術大会2011年6月,大 阪

58.佐	 々木なぎさ,武 田真季,山 田憲嗣,清 水佐知子,

岡田千鶴,大 野ゆ う子 長期療養型病院の外来配置

換え前後における患者 ・病院スタッフの動線の変化

に関す る研究 第50回 日本生体医工学会大会

2011年4月,東 京

59。	 辰巳友佳子,大 野ゆう子,森 本明子,水 野正一,

渡邊 昌 喫煙 と肥満度の糖尿病発症 への影響

大分統計談話会第44回 大会2011年10月,大 分

60.辰	 巳友佳子,大 野ゆ う子,森 本明子,前 島文夫,

西垣良夫,水 野正一,渡 邊 昌 壮年期か ら中年期

におけるBMIの 変化と糖尿病発症の関連 日本循環

器病予防学会2011年6月,福 岡

61.辰 巳友佳子,大 野ゆう子,森 本明子,前 島文夫,

西垣良夫,渡 邊 昌,水 野正一 健康診断受診者の

血圧値のパーセンタイル曲線 第21回 日本疫学会

学術総会2011年1月,北 海道

62.伏	 井義人,山 田憲嗣,大 野ゆう子,安 藤 健,清 水

佐知子,江 田英雄,本 田幸夫,長 倉俊明,石 原 謙

実験実習用人工心肺シ ミュ レー タの基礎 的検討

生体医工学シンポジウム20112011年9月,長 野

63.片	 山康予,井 上智子 緩和ケアチームにおける医療

スタッフ・チャプレンのス トレス対処法 第37回 日

本看護研究学会学術集会2011年8月,横 浜

64.片	 山康予,井 上智子 病院管理 ・運営を担 うリーダ

ー による職員への学習活動 ・企画に対す る支援

第49回 日本医療 ・病院管理学会学術総会2011年8

月,東 京

65.片	 山康予,井 上智子 緩和ケアチームにおけるチャ

プレンとの協働の現状と課題 第42回 日本看護学

会学術集会(成 人看護1・II)2011年9月,大 阪

66.片	 山康予,辻 本朋美 看護学生の健康関連00Lと

ス トレス 第42回 日本看護学会学術集会 看護

教育2011年10月,松 山

67.荒 岡広子,伊 部亜希,本 多容子,田 丸朋子,假 谷

ゆか り,阿 曽洋子 駆血後上肢挙上による静脈怒張

促進の試み 第19回 日本人間工学会看護人間工学

部会研究発表会2011年8月,大 阪

68.浅 澤睦美,東 加奈子,黒 木絵莉,新 崎信一郎,鎌 田

佳宏,早 川和生,三 善英知 双子研究から明らかに

なったIgG糖 鎖構造の遺伝性について,第58回 日

本臨床検査医学会学術集会2011年5月 岡山市

69.藤	 田晴子,白 井文恵,三 上 洋 通常の調理法によ

るカ レー中の細菌存在の確認及びその増殖を抑える

調理 法の検討 第70回 日本公衆衛生学会総会

2011年10月 秋田市

70.平	 和也,樺 山 舞 榊原一恵,伊 藤美樹子,三 上

洋 在宅介護での男性介護者におけるうつ得点の二

峰性分布の検討 第22回 日本老年医学会近畿地方

会2011年11月 西宮市

71.平	 和也,上 田章代,伊 藤美樹子 居宅介護をしてい

る息子と夫の介護ス トレスと対処の比較.EI本 保健

医療社会学論集第22巻 特別号,67,第37回 日本保

健医療社会学会大会2011年5月 大阪

72.上	 田章代,平 和也,伊 藤美樹子 在宅要介護高齢者

の家族介護者における介護肯定感の特徴 と経年的な

変化の検討.日 本保健医療社会学論集,第22巻 特別

号,73,第37回 日本保健医療社会学会大会2011

太文字冨教員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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年5月 大阪

V講 演会

1.大	 野ゆう子 第50回 日本生体医工学会 「看工融合研

究と人材育成」 セッション座長2011年4月,

東京

2.大	 野ゆう子 広島県看護協会認定看護管理者教育課

程サー ドレベル 「ヘルスケアの経営,質 管理 ・経済

性」2011年9月,広 島

3、	 大野ゆう子 第39回 日本行動計量学会 「判別分析の

新潮流(2)」 セッション座長2011年9月,岡 山

4.笠	 原聡子,大 野ゆう子 第40回 日本医療福祉設備学

会 共同研究活動報告 「業務改善に向けたタイムス

タディのあり方の研究一看護スタッフと患者の双方

の視点から一」2011年11月,東 京

5.阿	 曽洋子 卒後申堅者クラス看護研修 医療法人清

和会笹生病院 「臨地実習について一学生の実習を効

果的に支えるために」2011年11月,西 宮

6.阿	 曽洋子 平成23年 度養成所 ・病院、看護技術ジョ

イン ト研修 「看護技術及び看護技術教育の考え方」

2011年11月,名 古屋

7.阿	 曽洋子 医療法人清和会笹生病院 卒後中堅者

クラス看護研修 「褥瘡ケアの実際一看護の要点一」

2011年12月,西 宮

8.阿	 曽洋子 近畿ブロック独立行政法人国立病院機構

附属看護(助 産)学 校教員研修会 「新力 リキュラム

に対応した知識と技術を統合させる教育」.2011年

12月,大 阪

9.阿	 曽洋子 滋賀県立大学人間看護学部2011年 度

FD委 員会主催講演会 「看護教育(大 学教育)に お

ける学問とは何か」2011年12月,滋 賀

10.阿	 曽洋子 日本手術看護学会大阪地区 看護研究

発表会 「一歩進んだ看護研究の進め方」2011年12

月,大 阪

w報 道

1.新	 聞 

1.OhnoY,YamadaKUnsurpassedPedigreein
 

TranslationalMedicineOSAKA-NFOCUSScience
 

6-7,2011,February.
 

2.Parker-PopeT,HayakawakToddlerTwins:Secret
 

LanguageorBabble)TheNewYorkTimesOctober5
 

2011.


3.石 井 豊 恵AED探 し ス マ ホ が 手 助 け 朝 日 新 聞

(全 国 版)2011.9.17

4.石 井 豊 恵 ス マ ホ で 探 せAED朝 日 新 聞(近 畿 版) 

2011.9.15
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2.テ	 レ ビ 放 送

1.早 川 和 生 「ス ー パ ー テ レ ビ ア ン カ ー:TwinBaby

Talk」 関 西 テ レ ビ2011年5月13日

3.学	 術 記 事 

1.HayakawaKin"OsakainFocus:Heritageforthe
 

FutureOsakabuildonitslegacyinthebioscience
 

Science331P(vi)2011.
 

2.HayakawaK,MarquisWho'sWhoinMedicineand
 

Healthcare2011-2012


呱	 主催学会

1.学	 会

1.大	 野ゆ う子ITヘ ルスケア学会第5回 年次学術

大会 「ITによる超領域の創成」 実行委員長2011

年6月,大 阪

2.セ	 ミナー 

1	 大野ゆう子 産業技術総合研究所 三輪洋靖 「タグ

を用いたタイムスタディ」2011年9月,大 阪大学

z.	 大野ゆう子 群馬大学 加藤毅 「サポー トベクター

マシーンについて」2011年10月,大 阪大学

3.	 大野ゆう子 統計数理研究所 中村 隆 「AICの

実際的応用について」2011年12月,大 阪大

4.	 大野ゆう子 群馬大学 加藤毅 「サポー トベク トル

マシーンの利用」2011年12月,大 阪大学

5.	 大野ゆ う子,山 田憲嗣 ロボティクス&デ ザイン

看工融合(パ ナソニック)講 座主催 テック技販

「3軸力覚計測センサ 看護領域での3軸 力覚計測セ

ンサの利用方法の検討」2011年4月,大 阪大学

6.	 大野ゆう子,山 田憲嗣 ロボテ ィクス&デ ザイ ン

看工融合(パ ナソニック)講 座主催 大和ハウス

エ業 「ロボットスーツHALロ ボッ トによるアシス ト

技術の紹介」2011年6月,大 阪大学

7.	 大野ゆ う子,山 田憲嗣 ロボテ ィクス&デ ザイン

看工融合(パ ナ ソニック)講 座主催 キーエンス

「ハイスピー ドカメラ ハイスピー ドカメラの利用

方法について」2011年6月,大 阪大学

8.	 大野ゆ う子,山 田憲嗣 ロボティクス&デ ザイン

看工融合(パ ナソニック)講 座主催ATR「 テ レノイ

ドを用いた遠隔コミュニケーションの検討」2011

年6月,大 阪大学

9.	 大野ゆ う子,山 田憲嗣 ロボティクス&デ ザイン

看工融合(パ	 ナ ソニック)講 座主催Panasonic

「パナソニック見学会」2011年7月,Panasonic

10.	 大野ゆ う子,山 田憲嗣 ロボティクス&デ ザイン

看工融合(パ	 ナ ソニ ック)講 座主催Panasonic

「離床検知アプリケーション3次 元カメラを用いた

太文字e教 員 2重線=博 士学生 下線=院 士学生 哀銀三学部生 
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非拘束離床検知アプリケーション」2011年7月,

大阪大学

11.大 野ゆ う子,山 田憲嗣 ロボテ ィクス&デ ザイン

看工融合(パ ナ ソニ ック)講 座主催 身のこなし

ラボラ トリー 「マッスルアライブ 筋運動のバイオ

フィー ドバックシステム」2011年7月,大 阪大学

12.大	 野ゆ う子,山 田憲嗣 ロボティクス&デ ザイン

看工 融 合(パ ナ ソニ ック)講 座主 催 京セ ラ

「ハイパーソニックスーパー ツィーター 非可聴

音域スピーカについて」2011年8月,大 阪大学

13.大 野ゆ う子,山 田憲嗣 ロボティクス&デ ザイン

看工融合(パ ナ ソニ ック)講 座 主催 セキュ リ

ティーハウス 「ネッ トワークカメラ 遠隔監視力メラ

システムの看護領域での利用検討」2011年9月,

大阪大学

14.大	 野ゆ う子,山 田憲嗣 ロボテ ィクス&デ ザイン

看工 融 合(パ ナ ソニ ック)講 座 主催 東洋 紡

「ひんや り感を持つ寝具用材料でICEMAXと 変形や

温度変化に対 し色 が変わ るポ リマーについて」

2011年11月;大 阪大学

15.大	 野ゆう子,山 田憲嗣 ロボテ ィクス&デ ザイン

看工融合(パ ナ ソニ ック)講 座 主催Panasonic

「洗 髪 ロ ボ ッ トの 概 要 説 明 と デ モ ン ス ト

レーション」2011年12月,大 阪大学

3.研	 究会 なし

4.講	 習会

1.伊	 藤美樹子 近畿大学医学部附属病院看護部主催

院内研修 看護研究 「プレゼンテーション」2011年

11月,大 阪

5.そ	 の他 な し

皿	 受賞

1.清	 水佐知子,加 藤久美,毛 利育子,下 野九理子,

大野ゆう子,谷 池雅子 小児保健協会小児保健奨励

賞(平 成22年 度優秀論文賞)2011年9月,名 古屋

z.田	 中範佳,大 野ゆ う子,鈴 木利保 側臥位 ・腹臥位

での局所圧迫を回避できる枕の検討 日本手術医学

会プログラム委員会期待演題 日本デザインアワー

ド観客賞2011年10月,鹿 児島

3.歌	 田真依,大 野ゆ う子,清 水佐知子,伊 藤ゆ り,

津熊秀明 大阪府のがん罹患数 ・死亡数将来推計

地域がん登録全国協議会第20回 学術集会 優秀ボス

ター賞2011年9月,千 葉

4.森	 本明子,大 野ゆ う子,辰 巳友佳子,前 島文夫,

西垣良夫,水 野正一,渡 邊 昌 糖尿病発症への

喫煙および肥満度の影響 日本循環器病予防学会

YoungInvestigator'sAward最 優秀賞2011年6

月,福 岡

5.佐	 々木なぎさ,武 田真季,安 藤 健,山 田憲嗣 ,

清水佐知子,大 野ゆ う子,岡 田千鶴,北 垣和彦,

高橋里枝,本 田幸夫 病院外来配置換え前後の動線

分析報告一病院スタッフの動線分析報告一ITヘ

ル ス ケ ア 学 会 第5回 年 次 学 術 大会Young

Investigator'sAward2011年6月,大 阪

医	 特許 な し

X共 同研究

1.国	 内公的機関 な し

2.国	 内民間研究機関

1.井 上智子,田 名部佳子,葉 山有香 「電解酸性水散

布による肌保水性向上に関する研究」パナソニック

電工株式会社2010年4月 ～2011年3月

2.阿	 曽洋子,伊 部亜希 「局所皮膚疾患発生予測診断

システムの実用化研究開発」アソー ト株式会社,

パラマウン トベッド株式会社2010年3月 ～2011年

2月

3.阿 曽洋子,伊 部亜希 「褥瘡発生診断システムの

実用化に向けた研究開発」アソー ト株式会社,パ ラ

マウン トベッド株式会社2011年9月 ～2012年3月

3.国	 外公的機関 な し

4.国	 外民間研究機関 な し

X[研 究費

1.校	 費 なし

2.科	 学研究費補助金

1.井 上智子(研 究代表者)末 梢静脈内留置カテーテル

のアセスメン ト能力を向上させる教育プログラムの

開発 と評価 平成23年 ～25年 度 文部科学省科学

研究費(基 盤研究C)研 究分担者 阿曽洋子,伊 部

亜希,辻 本朋美

2.山	 内直人(研究代表者)ソ ーシャル ・キャピタルの

統計解析 と公共政策に関するフ ロンテ ィア研究

平成23年 度科学研究費補助金(基盤A)研 究分担者

大野ゆう子

3.石	 川睦弓(研究代表者)地 域におけるがん患者等社

会的支援の効果的な実施に関する研究 平成23年 度

厚生 労働 科学研究費補助金 研 究分担者 大野

ゆう子

4.大	 野ゆう子(研 究代表者)社 会医療サ プライチェー

ン駆力としての大学病院運営評価:業 務実態調査を

基盤 として 平成23年 度科学研究費補助金(基 盤B)
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研究分担者 石井豊恵,清 水佐知子

5.横 内光子(研究代表者)外 来化学療法部門の最適化

診断方法の開発 平成23年 度科学研究費補助金

(基盤C)研 究分担者 大野ゆう子

6.阿	 曽洋子(研 究代表者)腰 痛発症リスク予見のため

の移動援助動作評価ツールの開発 と実用化の検証

平成22年 ～24年 度 文部科学省科学研究費(基 盤

研究C)研 究分担者 伊部亜希

7.和 泉京子(研 究代表者)健 康格差をふまえた国民

健康保険加入者の壮年期か ら高齢期の継続的な支援

方略の開発 平成22年 ～24年 度 文部科学省科学

研究費(基 盤研究C)研 究分担者 阿曽洋子

8.三 上 洋(研 究代表者)平 成23年 度科学研究費補

助金(基 盤研究C)「 高齢者の在宅医療を支える在宅

医療体制の構築に関する研究」

9.早 川和生(研 究代表者)科 学研究費補助金(基 盤研

究B)「高齢一卵性双生児1220組 の老化遺伝子発現差

からみた健康寿命決定分子機構の解明」

10.早 川和生(研 究代表者)科 学研究費補助金(挑 戦的

萌芽研究)「乳幼児期における双子言葉(宇 宙語)現

象の発生予防とファミリーケアの研究」

11.石	 井豊恵(研 究代表者)看 護業務時間の価値形態に

関する検討 平成22年 ～平成24年 度 平成23年 度

文部科学省科学研究費補助金(若 手研究B)

12.山 崎喜比古(研 究代表者)病 ・ス トレスと生きる

人々の支援科学としての健康社会学の実証及び理論

研究 と体系化 平成21年 ～23年 度 文部科学省科

学研究費 基盤研究(A)研 究分担者 伊藤美樹子

13.伊	 部亜希(研 究代表者)温 度伝導率に基づく褥瘡発

生予測ツールの開発 平成22年 ～23年 度 文部科

学省科学研究費(若 手研究B)

14.清	 水佐知子(研 究代表者)看 護師業務の構造化と業

務プロセス改善手法の基礎的検討 平成23年 ～24

年度 文部科学省科学研究費(若 手研究B)

15.大	 島伸一(研 究代表者)高 齢社会の医療提供体制に

おける必要医師数の推計に関する研究 平成21年 ～

23年 度 厚生労働科学研究費補助金 研究分担者

清水佐知子

16.秋	 山昌範(研 究代表者)情 報の構造化による医療事

故 ・ヒヤ リハ ット情報の利活用に関する研究 平成

21年 ～23年 度 厚生労慟科学研究費補助金 研究

分担者 清水佐知子

17.秋 山昌範(研 究代表者)医 療情報システムによる新

しい管理会計と医療の最適化に関する研究 平成21

年～23年 度 厚生労働科学研究費補助金 研究

分担者 清水佐知子

大 阪 大学 看 護 学雑 誌Vol.18No.1(2012)

3.受	 託研究費

1.佐	 藤浩美(研 究代表者)病 棟看護師を対象とした

超音波診断装置と静脈摸型を用いた訓練による静脈

穿刺技術向上への効果 平成23年 度 財団法人木村

看護教育振興財団看護研究助成 研究分担者 森脇

千賀子,中 土居智子,井 上智子,伊 部亜希,辻 本

朋美

2.大	 野ゆう子(研 究代表者),山 田憲嗣 ロボティクス

&デ ザイン看工融合(パ ナソニック)共 同研究講座

3.大 野ゆう子(研 究代表者)転 倒時の緩衝用エアバッ

グ式人体防護装置の評価に関する研究(プ ロップ)

共同研究

4.大	 野ゆ う子(研 究代表者)多 言語対応問診票シス

テムの開発(ミ ウラ)共 同研究

5.阿	 曽洋子,伊 部亜希 簡易な褥瘡発生予測診断シス

テムの実用化研究開発 重点地域研究開発推進プロ

グラム(地 域ニーズ即応型)平 成21年2月1日 ～

平成23年3月31日 参画機関 アソー ト株式会社,

和歌山大学,兵 庫県立福祉のまちづくり工学研究所

プロジェク トa一 ディネーター 熱田稔雄

4.奨	 学寄付金

1.大 野ゆう子 眼疾患の治療評価に関する研究

5.大	 学改革推進等補助金

1.早 川和生他 文部科学省大学基盤推進経費 「高齢双

生児 レジス トリーを基盤 とした学術的データベー

スの構築」

】皿	 学会 ・職能団体等の役員活動

1.会	 長 ・理事長

1.早 川和生 日本双生児研究学会会長

2.早 川和生 日本衛生学会双生児医学連携研究会代表

2.理	 事 ・幹事

1.井 上智子 日本看護研究学会理事

2.井 上智子 エビデンスに基づく統合医療研究会理事

3.阿 曽洋子 財団法人木村看護教育振興財団理事

4.阿 曽洋子 統合医療研究会理事

5.早 川和生 日本スピリチュアルケア学会理事

6.伊 藤美樹子 日本保健医療社会学会理事

7.清 水佐知子 玉Tヘルスケア学会幹事

3.評	 議員

1.井 上智子 日本看護科学学会

2.阿 曽洋子 一般社団法人日本看護研究学会(社 員)

3.阿 曽洋子 日本看護科学学会(社 員)

4.阿 曽洋子 日本看護技術学会

5.阿 曽洋子 日本人間工学会

6.阿 曽洋子 日本褥瘡学会
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7.阿 曽洋子 日本看護学教育学会

8.早 川和生 日本看護研究学会評議員


9。 早川和生 日本地域看護学会評議員


10.早	 川和生 公益社 団法人日本看護科学学会代議員

(社員)

11.白	 井文恵 日本感染看護学会評議員

4.支	 部長

1.阿	 曽洋子 一般社団法人 日本看護研究学会近畿 ・北

陸地方会 世話人代表

5.委	 員長 ・副委員長 なし

6.委	 員

1.井	 上智子 日本看護科学学会学術集会査読委員

2.井	 上智子 日本看護研究学会国際活動推進委員

3.井	 上智子 財団法人アーバンハウジング 生活者が

求める 「団地生活再生」に関する調査研究委員会委

員

4.大	 野ゆう子 日本行動計量学会欧文雑誌編集委員

5.大	 野ゆう子 国立病院機構 大阪医療センター倫理

委員会外部委員

6.大	 野ゆう子 財団法人 放射線影響研究所 疫学部

顧問委嘱

7.大	 野ゆう子 特定非営利活動法人SCCRE臨 床研究 ・

教育支援センター 医療評価 ・方法論研究会(代 表

世話人)

8.大	 野ゆう子 日本1Tヘ ルスケア学会 学会誌編集

委員長

9.大	 野ゆう子 国際医療情報学会(ICMBE)査 読委員

10.大	 野ゆ う子 アスビオフォーマ㈱ 遺伝子解析研究

倫理審査委員会委員

11.大	 野ゆう子 長崎県がん要因調査検討委員会顧問

12.大	 野ゆう子 ファルマバ レープロジェク ト第3次

戦略検討委員会

13.大	 野ゆう子 大阪大学医学部附属病院診療情報提供

委員会

14.大	 野ゆう子 日本医療情報学会 評議員

15.大	 野ゆう子 立命館大学大学院理工学研究科 客員

教授

16.大	 野ゆう子 国立循環器病センター 治験審査委員

委嘱

17.大	 野ゆう子 文部科学省 高等学校職業教育教科書

の編集協力者委嘱

18.阿	 曽洋子 厚生労働省医道審議会保健師助産師看護

師分科会委員

19.阿	 曽洋子 科学研究費委員会専門委員

20.阿	 曽洋子 大阪対ガン協会ガン研究助成奨励金選考

委員

21.阿	 曽洋子 財団法人木村看護教育振興財研究助成等

選考委員

22.阿	 曽洋子 一般社団法人日本看護研究学会査読委員

23.阿	 曽洋子 日本看護技術学会専任査読委員

24.阿	 曽洋子 公益社団法人日本看護科学学会和文誌

専任査読委員

25.阿	 曽洋子 日本褥瘡学会倫理委員

26.早	 川和生 日本地域看護学会誌査読委員

27.早	 川和生 日本看護科学学会和文誌専任査読委員

28.早	 川和生 日本看護研究学会誌査読委員

29.石	 井豊恵ITヘ ルスケア学会学術大会実行委員

30.石	 井豊恵ITヘ ルスケア学会学術誌査読委員

31.石	 井豊恵 大阪府看護協会府北西支部代表者会委員

32.石	 井豊恵 平成23年 度第28回 吹田市みんなの健康

展実行委員

33.石	 井豊恵 大阪府看護協会開催学会査読委員

34.伊	 藤美樹子 日本地域看護学会国際交流委員会委員

35.伊	 藤美樹子 日本地域看護学会誌査読委員

36.清	 水佐知子1Tヘ ルスケア学会学術誌編集委員

7.そ	 の他

1.井	 上智子NPO法 人グラウン ドワーク西神楽 地域

の環境と景観を考える専門委員会 指導

2.阿	 曽洋子 第32回 バイオメカニズム学術講演会プロ

グラム委員

3.阿	 曽洋子 日本老年看護学会誌査読者

4.阿	 曽洋子 日本褥瘡学会近畿地方会世話人

5.阿	 曽洋子 日本人間工学会看護人間工学部会世話人

6.阿	 曽洋子 看護学教育におけるFDマ ザーマップの

開発専門家会議委員

7.早	 川和生 文部科学省著作教科書審査委員

8.白	 井文恵 社団法人大阪府看護協会開催看護学会査

読協力員

2010年 度 未 掲 載 分

総 説

1.山	 田 憲 嗣,薄 雄 斗,武 田 真 季,岡 田 志 麻,清 水

佐 知 子,石 井 豊 恵,中 川 里 恵,松 村 泰 志,野 田 祐 子,

長 倉 俊 明,石 原 謙,大 野 ゆ う 子 看 護 業 務 を 測 る ～

無 人 タ イ ム ス タ デ ィ ～ 生 体 医 工 学2010年12月 第

48巻6号517-522頁

会 議 録 

1.K.Yamada,N.Toshiaki,K.ishihara,Y.Ohno,A.lshii,
 

S.Shimizu,T.Araki,R.Takahashi,H.Takahashi,
 

E.ShimizuDevelopmentofnewtypeincontinence
 

sensorusingRFIDtag,20101EEEInternational
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ConferenceonSystems,ManandCybernetics-SMC
 

2010,1P128


学 会 発 表 

1.K.Yamada,N.Toshiaki,K.ishihara,Y.Ohno,A.lshii,
 

S.Shinvzu,T.Araki,R.Takahashi,H.Takahashi,
 

E.ShimizuDevelopmentofnewtypeincontinence
 

sensorusingRFIDtag,20101EEEInternational
 

ConferenceonSystems,ManandCybernetics-SMC
 

2010RepublicofTurkey


科 学研 究費 補 助 金

1.大 野 ゆ う子(研 究 代 表 者)社 会 医 療 サ プラ イ チ ェー

ン駆 力 と しての 大 学 病 院 運 営 調 査:業 務 実 態 調 査 を

基盤 と して 平 成21年 ～ 平 成23年 度 平 成22年 度

科 学 研究 費補 助 金(基 盤B)分 担 研究 者 石 井 豊 恵

2.石	 井 豊葱(研 究 代 表 者)看 護 業 務 時 間 の 価 値 形 態 に

関 す る検 討 平成22年 度 ～平 成24年 度 文 部 科 学 省

科 学 研 究 費補 助金(若 手 研 究B)

学 会 ・職 能 団体 との 役 員 活 動

1.石 井 豊 恵 大 阪 府 看護 協会 府北 西 支 部 代 表 者 会 委 員

2.石 井 豊 恵 大 阪 府 看護 協会 開催 学 会 査 読 協 力 員

がんプロフェッシ ョナル養成プラン

1論 文

1.学	 術 論 文 

1.YukaHayama,TomokoInoueTheeffectsofdeep
 

breathingon`tension-anxiety'andfatigueincancer
 

patientsundergoingadjuvantchemotherapy,
 

ComplementaryTherapiesinClinicalPractice,(accepted
 

forpublication,2011)


2.許 田 志 津 子,葉 山 有 香,大 石 ふ み 子 外 来 化 学 療 法

を 受 け る 患 者 に と っ て の 悪 性 リ ン パ 腫 と と も に 生 き

る 体 験 大 阪 大 学 看 護 学 雑 誌,17(1)二7-16,2001

2.会	 議 録 

1.Mizuno,M.,Kataoka;J.,Oishi,F.Kanakubo,A.(2011).
 

AdaptationStatusandResponsetoaBookletProviding
 

Cancer-RelatedKnowledgetopostoperativeCancer
 

Patients,TheAmericanPsychosocialOncologySociety
 

8thAnnualConference,Venue:Anaheim,CA.
 

2.YukaHayama,SayumiNegoro,TomokoInoue
 

Researchonthetrendofusingrelaxationtechniquefor
 

cancerpatientsinJapan,14a'EastAsianForumof
 

NursingScholars(EAFONS2011),p216,2011,2.
 

大 阪 大学 看 護 学雑 誌Vbl.18No.1(2012) 

3.	 YukaHayama,TomokoInoueEmotionalstateof
 

gynaecologicalcancerpatientsundergoingadjuvant
 

chemotherapy,scnPan-pacificnursingconfbrenceand7th
 

nursingsymposiumoncancercare,p70,2011,9.


4.	 中森 由香,大 石 ふ み 子,葉 山 有 香 進 行 が ん に よ る

身体 症 状 を抱 え たが ん 患 者 の 在 宅 移 行 に 伴 う心理

日本 が ん 看 護 学 会 誌2011年25巻Suppl123頁

5.	 前 田絵 美,大 石 ふ み 子,葉 山 有 香 骨盤 内 臓 全 摘 術

後 に 直 腸 が ん 患 者 が 生 活 を再 構 築 して い く プ ロセ ス

日本 が ん看 護 学 会 誌2011年25巻Suppl128頁.

6.	 大 石 ふ み 子,葉 山有 香,南 裕 美,市 原 香 織,中 村

幸 枝,許 田志 津 子,前 田絵 美,中 森 由香 が ん 患 者

の サ バ イ バ ー シ ッ プ 活 動 を 支 え る 看 護 職 の 役 割

～ 患 者 会 お よ び他 業 種 に よ るが ん 患 者 ・家 族 応 援 イ

ベ ン トへ の参 加 か ら～ 日本 が ん 看 護 学 会 誌2011年

25巻Suppl208頁.

7.	 中 森 美 季,渡 辺 美和,門 田典 子,種 池 禮 子,大 石

ふ み 子 一 般 般 病 棟 で 過 ごす 終 末 期 が ん 患 者 を抱 え

る家 族 の 補 完 ・代 替 療法 の ニー ズ 日本 が ん 看 護 学

会 誌2011年25巻Supp1214.

8.	 中村 幸 枝,'葉 山有 香,大 石 ふ み 子 診 断 ・初 回治 療

期 に あ る肺 が ん 患者 の 肺が ん罹 患 に 伴 う困 難 へ の 対

処 とサ ポ ー ト日本 が ん看 護 学 会 誌2011年25巻Suppl

170頁.

9.	 許 田志 津 子,葉 山有 香,大 石 ふ み 子 自宅 で の 生 活

を維 持 しなが ら化 学 療 法 を 受 け て い る患 者 に と っ て

の 悪 性 リ ンパ 腫 と とも に 生 き る意 味 日本 が ん 看 護

学 会 誌2011年25巻Suppl240頁.

10. 宙 原 香 織,宮 下 光 令,田 村 恵 子,葉 山 有 香,大 石

ふ み 子LiverpoolCarePathway日 本 語 版 に よ る看 取

りの ケ ア の 目標 達 成 状 況:緩 和 ケ ア 病 棟2施 設 に お

け るパ イ ロ ッ トス タ デ ィか らの 検 討 日本 が ん 看 護

学 会 誌2011年25巻Suppl292頁.

11.	 仲 森 由香,・葉 山有 香,大 石 ふみ 子 進 行 が ん 患 者 が

在 宅移 行 に 際 して 描 く生 活 イ メ ー ジ とそ れ に 関わ る

要 因 第42回 日本 看 護 学 会 抄 録 集 成 人看 護1・ 五(合

同),551頁.

12.	 市 村 紀子,南 裕 美,葉 山 有香,大 石 ふ み 子,長 谷

州 多 恵,正 井 範 尚,塩 見 浩 也,呉 隆 進,井 上 俊 彦

強 度 変調 放 射 線 治 療(IMRT)を 受 け る前 立 腺 が ん 患

者 の 排 尿 障 害 症 状 の 詳 細 と生 活 状 況 第24回 日本 放

射 線 腫 瘍 学 会 学 術 大 会 報 文集,212頁.

3.研	 究報告 なし

4.大	 学 ・研究所等の報告 なし

5.解	 説 ・総説

1.大 石ふみ子,葉 山有香 外来化学療法におけるケア

太文字=教 員2重 線薫博士学生 下線嵩院士学生 哀線ヨ堂部生 
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提供システム構築のプロセス～患者のセルフケアに

着目して～ 大阪大学看護学雑誌,17(1),1-6頁. 

2011

6.そ	 の他

1.大	 石ふみ子,葉 山有香 外来通院治療を受けるがん

患者に対する外来診察室を中心とした支援システム

の検討 医療の広場,51(9),10-16頁.2011

皿	 著 書

1.一	 般 著 書 な し

2.専 門 著 書

1.大 石 ふ み 子,葉 山 有 香 が ん 患者 の心 理 的,社 会 的,

ス ピ リ チ ュ ア ル な 特 徴 大 西 和 子 ・飯 野 京 子 編 集

が ん 看 護 学15-19頁.ヌ ー ヴ ェル ヒロ カ ワ.2011

2.大 石 ふ み 子,葉 山 有 香 危 機 理 論.大 西 和 子 ・飯 野

京 子編 集.が ん看 護 学88-92頁 ヌ ー ヴ ェル ヒ ロカ

ワ.2011

3.葉 山 有 香,大 石 ふ み 子 が ん 患 者 の 家 族 の 体 験

大 西 和 子 ・飯 野 京 子 編 集,が ん 看 護 学201127-32

頁.ヌ ー ヴ ェル ヒ ロカ ワ.2011

4.葉 山有 香,大 石 ふ み 子 ス トレス ・コー ピ ン グ理 論

大 西 和 子 ・飯 野 京 子 編 集.が ん 看 護 学93-96頁

ヌー ヴ エ ル ヒ ロカ ワ.2011

3.教	 科 書 な し

皿	 招聘講演 ・シンポジウム等

1.国	 際学会 な し

2.国	 内学会 なし

N学 会 一 般 演 題

1.国	 際 学 会 

1.Mizuno,M.,Kataoka,J.,Oishi,F.Kanakubo,A.(2011).
 

AdaptationStatusandResponsetoaBookletProviding
 

Cancer-RelatedKnowledgetopostoperativeCancer
 

Patients,TheAmericanPsychosocialOncologySociety
 

8thAnnualConference,Venue:Anaheim,CA.
 

2.YukaHayama,SayumiNegoro,TomokoInoue
 

(2011):Researchonthetrendofusingrelaxation
 

techniqueforcancerpatientsinJapan,14`hEastAsian
 

ForumofNursingScholars(EAFONS2011),Seoul,
 

Korea.2011,2.
 

3.YukaHayama,TomokoInoue(2011):Emotionalstate
 

ofgynaecologicalcancerpatientsundergoingadjuvant
 

chemotherapy,5thPan-pacificnursingconferenceand""
 

nursingsymposiumoncancercare.HongKong,China.
 

2011,9.


2.国	 内学会

1.中 森由香,大 石ふみ子,葉 山有香 進行がんによる

身体症状を抱えたがん患者の在宅移行に伴う心理

第25回 日本がん看護学会学術集会2011.02.神 戸 

z.	 前田絵美,大 石ふみ子,葉 山有香 骨盤内臓全摘術

後に直腸がん患者が生活を再構築していくプロセス

第25回 日本がん看護学会学術集会2011.02.神 戸

3.	 大石ふみ子,葉 山有香,南 裕美,市 原香織 中村

幸枝,許 田志津子,前 田絵美,中 森由香(が ん患者

のサバイバーシップ活動を支える看護職の役割～患

者会および他業種によるがん患者 ・家族応援イベン

トへの参加か ら～ 第25回 日本がん看護学会学術集

会2011.02.神 戸

4.	 中森美季,渡 辺美和,門 田典子,種 池禮子,大 石

ふみ子 一般般病棟で過ごす終末期がん患者を抱え

る家族の補完 ・代替療法のニーズ 第25回 日本がん

看護学会学術集会2011.02.神 戸

5.	 中村幸枝,葉 山有香,大 石ふみ子 診断 ・初回治療

期にある肺がん患者の肺がん罹患に伴う困難への対

処 とサポー ト第25回 日本がん看護学会学術集会

2011.02.神 戸

6.	 許田志津子,葉 山有香,大 石ふみ子 自宅での生活

を維持 しなが ら化学療法を受けている患者にとって

の悪性リンパ腫 とともに生きる意味 第25回 日本が

ん看護学会学術集会2011.02.神 戸

7.	 市原香織,宮 下光令,田 村恵子,葉 山有香,大 石

ふみ子LiverpoolCarePathway日 本語版による看取

りのケアの目標達成状況:緩 和ケア病棟2施 設にお

けるパイロットスタディか らの検討 第25回 日本が

ん看護学会学術集会2011.02.神 戸

8.	 仲森由香,葉 山有香,大 石ふみ子 進行がん患者が

在宅移行に際 して描 く生活イメージとそれに関わる

要因 第42回 日本看護学会学術集会2011.09.大 阪

9.	 市村紀子,南 裕美,葉 山有香,大 石ふみ 子,

長谷川多恵,正 井範尚,塩 見浩也,呉 隆進,井 上

俊彦 強度変調放射線治療(IMRT)を 受ける前立腺

がん患者の排尿障害症状の詳細と生活状況 日本放

射線腫瘍学会第24回 学術大会2011.11.兵 庫

V講 演会 なし

VI報 道 なし

W【	 主催学会

1.学	 会 な し

太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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2.セ	 ミナー

1.大	 石ふみ子,葉 山有香 第4回 はんだいがん看護

フォーラム 大阪大学中之島センター2011年7月

10日

2.大	 石ふみ子,葉 山有香 第4回 セミナークライエン

トに学ぶ 茨木セン トラルホテル2011年8月27

日

3.大	 石ふみ子,葉 山有香 悪性 リンパ腫セミナ‐in大

阪 大阪大学中之島センター2011年4月17日

3.研	 究会 なし

4.講	 習会

1.大	 石ふみ子,葉 山有香 医療における放射線の利用

と防護 大阪府立成人病センター2011年11月19

日

5.そ	 の他

1.大	 石ふみ子,葉 山有香 映画上映会 「風のかたち」

大阪大学中之島センター2011年3月20日

2.大	 石ふみ子,葉 山有香 映画上映会 「大丈夫。」

大阪大学中之島センター2011年5月26日(1日2

回開催)

呱	 受賞

1.市	 村紀子,南 裕 美,葉 山有香,大 石ふみ子,

長谷川多恵,正 井範尚,塩 見浩也,呉 隆進,井 上

俊彦 強度変調放射線治療(IMRT)を 受ける前立

腺 がん患者 の排尿障害症 状の詳細 と生活状況

日本放射線腫瘍学会第24回 学術大会 優秀演題賞

口演発表

1X特 許 なし

X共 同研究

1.国	 内公的機関 なし

2.国	 内民間研究機関 なし

3.国	 外公的機関 なし

4.国	 外民間研究機関 なし

激	 研究費

1.校	 費 な し

2.科	 学研究費補助金

1.大	 石ふみ子(研 究代表者)頭 頸部がんへの放射線

療法による晩期開ロ障害を改善する看護介入プログ

ラムの開発 平成23年 一27年度,科 学研究費補助基

盤研究(B)

2.葉	 山有香(研 究代表者)強 度変調放射線治療を受

ける前立腺がん患者への看護介入プログラムの開発

大 阪 大学 看 護 学雑 誌Vbl.18No.1(2012)

平成23年 一25年度,科 学研究費補助金若手研究(B)

3.受	 託研究費

1.谷 澤久美(研 究代表者)転 移 ・再発がん患者の在

宅療養から入院に至る経過におけるコーピング 公

益財団法人在宅医療助成勇美記念財団 研究代表者

谷澤久美,研 究分担者 三輪恭子,高 沢洋子,大 石

ふみ子,葉 山有香,南 裕美

4.奨	 学寄付金 なし

5.大	 学改革推進等補助金 なし

瓶	 学会 ・職能団体等の役員活動

1.会	 長 ・理事長 なし

2.理	 事 ・幹事 なし

3.評	 議員 な し

4.支	 部長 な し

5.委	 員長 ・副委員長 な し

6.委	 員

1.大 石ふみ子 日本がん看護学会誌専任査読者

7.そ	 の他

1.大 石ふみ子 日本がん看護学会論文集選考委員

2.葉 山有香 大阪府看護協会開催学会査読協力員

ロボティクス&デ ザイン看工融合

(パナソニック)共 同研究講座

1論	 文

1.学	 術 論 文 

1.YamadaK,TakahashiHEVALUATIONOF
 

THREE-DIMENSIONALENDOSCOPEUS-NG
 

COMPOUNDEYEOPTICALSYSTEMWITH
 

MULTI-WAVELENGTHBAND-PASSFILTER.
 

InternationalJournalofInnovative
 

Computing,lnformationandControl7(8):4691-4701,
 

2011.


2。	 五 所 卓 巳,山 田憲 嗣,東 森 充,金 子 真,竹 中

丈 二,木 内 良 明,戸 田 良太 郎,西 田幸 二 空 気 噴 流

印加 時 の 曲 率 に着 目 した 角 膜 剛 性 の エ イ ジ ン グ評 価

生体 医工 学2011年4月49巻3号469-475頁

2.会	 議 録

1.高 田祐 樹,丸 橋 学,瀬 戸 山 浩 平,牧 坂 光,吉 田

成 人,川 合 真 子,山 田 憲 嗣,高 橋 秀也,平 尾 素 宏,

河 原 邦光,道 田知 樹,長 倉俊 明 複 眼 光 学 系 を 内視

鏡 に 応用 す るた め の 研 究 第50回 日本 生 体 医 工学 会

太文宇=教 員 一 生 下線=院 士学生 哀銀 三学部生 
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大会生体医工学(日 本生体医工学会誌)第49巻 特別

号(プ ログラ厶 ・抄録集)日 本生体医工学学会2011

年4月49巻1号116頁

2.松 村隆史,武 田真季,奥 野弘嗣,山 田憲嗣,大 野

ゆう子,八 木哲也 網膜チップセンサーを用いた病

院内人物モニタシステムの開発MEと バイオサイバ

ネティックス研究会(MBE)電 子情報通信学会技術研

究報告2011年3月110巻460号141-145頁

3.瀬	 戸山浩平,高 田祐摺,丸 橋 学,牧 坂 光,吉 田

成人,川 合真子,山 田憲嗣,高 橋秀也,平 尾素宏,

河原邦光,道 田知樹,長 倉俊明 内視鏡の病変輪郭

抽出とベク トル画像化の研究 第50回 日本生体医工

学会大会生体医工学(日 本生体医工学会誌)第49巻

特別号(プ ログラム ・抄録集)日 本生体医工学学会

2011年4月49巻1号117頁

4.長 倉俊明,山 田憲嗣,大 野ゆ う子,生 田幸士,石 原

謙 デザインによる医療の安全向上への検討(看 護

工学による医療支援)第50回 日本生体医工学会大

会生体医工学(日 本生体医工学会誌)第49巻 特別号

(プログラム ・抄録集)日 本生体医工学学会2011

年4月49巻1号241頁

5.長	 倉俊明,山 田憲嗣,大 野ゆう子,石 原 謙,生 田

幸士 医用工学と看護工学による産業振興への提案

第50回 日本生体医工学会大会生体医工学(日 本生体

医工学会誌)第49巻 特別号(プ ログラム ・抄録集)

日本生体医工学学会2011年4月49巻1号293頁

6.大	 野ゆ う子,山 田憲嗣,清 水佐知子,武 田真季,

佐 々木なぎさ,本 田幸夫,高 橋里恵,笠 原聡子,

岡田千鶴,酒 井文代,池 川充洋 業務改善に向けた

タイムスタデ ィの あり方の研究一看護スタ ッフと

患者の双方の視点から一 病院設備2011年11月53

巻6号1-D活 動報告4

7.清	 水佐知子,冨 澤理恵,林 剣煌,東 村 昌代,飯 沼

正博,石 井豊恵,山 田憲嗣,大 野ゆう子 看護ケア

サプライチェインにおける看護師業務遂行に関する

分析 第50回 日本生体医工学会抄録集2011年 

CD-ROM

8.清	 水佐知子,冨 澤理恵,尾 島裕子,大 井慎太郎,

井上泰子,田 中あつ子,本 杉ふ じゑ,岡 田千鶴,

山田憲嗣,大 野ゆう子 患者移送業務のオブジェク

ト指向モデ1丿ングと業務遂行時間に関する一考察

第50回 日本生体医工学会抄録集2011年CD-ROM

9.吉	 本佳世,大 野ゆ う子,辰 巳友佳子,武 田真季,

伏井義人,片 山和子,堅 山遥菜,安 藤 健,清 水

佐知子,山 田憲嗣,内 田光也 着衣型ホメオスタシ

ス支援素材の開発 一寝衣が睡眠に及ぼす影響に

ついて一ITヘ ルスケア学会第五回年次学術大会抄

録集2011年6月6巻1号115-116頁

10.武 田真季,山 田憲嗣,佐 藤浩美,吉 川秀樹,清 水

佐知子,大 野ゆう子,長 倉俊明,石 原 謙 病院内

の見守りシステム 第50回 日本生体医工学会大会

生体医工学(日 本生体医工学会誌)第49巻 特別号(プ

ログラム ・抄録集)日 本生体医工学学会2011年4

月49巻1号73頁

11.武	 田真季,吉 本佳世,佐 々木なぎさ,安 藤 健,

清水佐知子,山 田憲嗣,大 野ゆう子 病院内のプラ

イバシー空間における異常検知 第12回 計測自動

制御学会 システムインテグレー ション部門講演会

2011年12月

12.佐	 々木なぎさ,武 田真季,安 藤 健,山 田憲嗣,

清水佐知子,大 野ゆう子,岡 田千鶴,北 垣和彦,

高橋里枝,本 田幸夫 病院外来配置換え前後の動線

分析報告一病院スタッフの動線分析報告一ITヘ ル

スケア学会第五回年次学術大会抄録集2011年6月

6巻1号43-44頁

13.佐	 々木なぎさ,武 田真季,山 田憲嗣,清 水佐知子,

岡田千鶴,大 野ゆう子 長期療養型病院の外来配置

換え前後における患者 ・病院スタッフの動線の変化

に関する研究 第50回 日本生体医工学会大会生体医

工学(日 本生体医工学会誌)第49巻 特別号(プ ログ

ラム ・抄録集)日 本生体医工学学会2011年4月49

巻1号28頁

14.伏	 井義人,山 田憲 嗣,大 野ゆ う子,安 藤 健,

清水佐知子,江 田英雄,本 田幸夫,長 倉俊明,石 原

謙 実験実習用人工心肺シミュレータの基礎的検討

生体医工学シンポジウム20112011年9月

3.研	 究報告 なし

4.大	 学 ・研究所等の報告 なし

5.解	 説 ・総説

1.山	 田憲嗣 医 ・工 ・看護連携の重要性 病院設備

2011年5月53巻3号19-21頁

2.山 田憲嗣 特集 ちょっと気になる光学系2011

複眼光学系を利用したカプセル型内視鏡の可能性

OplusE2011年4月33巻5号483-486頁

3.山	 田憲嗣 複眼光学系を用いた立体内視鏡システム

光学2011年10月40巻10号534-538頁

4.山 田憲嗣,武 田真季,佐 々木なぎさ,田 中範佳,

堅山遥菜,清 水佐知子,長 倉俊明,石 原 謙,大 野

ゆう子 看護学生による看護工学の実例 第50回 日

本生体医工学会大会生体医工学(日 本生体医工学会

誌〉第49巻 特別号(プ ログラム ・抄録集)日 本生体

医工学学会2011年4月49巻1号73頁

太文字=教 員 壁 墜圭堂生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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5.谷	 田 純,山 田憲 嗣,香 川 景 一 郎 特 集 イ メー ジ

セ ン サ の バ イオ 医 療 応 用最 前線 複 眼 撮 像 シス テ ム

TOMBOの 医 療 応 用OPTRONICS2011年10月10月 号

1-4頁

6.そ	 の 他 な し

皿 著 書

1.一	 般 著 書 

1.SachikoShimizu,RieTomizawa,MavaIwasa,Satoko
 

Kasahara,TamamiSuzuki,FumikoWako,Ichiroh
 

Kanaya,KazuoKawasaki,AtsueIshii,KenjiYamada
 

YukoOhnoNursingbusinessmodelingwithUML,
 

ModernApproachesToQualityControl,AhmedBadr
 

Eldin(Ed.)


2.専 門 著 書 な し

3.教	 科 書 な し

皿	 招聘講演 ・シンポジウム等

1.国	 際学会 なし

2.国	 内学会 なし

N学 会 一 般 演 題

1.国 際 学 会 

1.NagakuraT,MakisakaH>SetoyamaK,KawaiM, 

MichidaT,HiraoM,KawaharaK,YamadaK,Yoshida 

SThedevelopmentfordiagnosissupportmethodby 

colorinformationofendoscopemucosatissueimages 

TheSecondAMA-IEEEMedicalTechnology 

Conference,2011,0ctober,Boston,America 

2.TakedaM,SasakiN,YoshimotoK,AndoT,Shimizu 

S,YamadaK,OhnoYDetectionofpatient'ssignof 

fallsTheSecondAMA-IEEEMedicalTechnology 

Conference,2011,0ctober,Boston,America 

3.YoshimotoK,TakedaM,SasakiN,AndoT,Shimizu 

S,YamadaK,OhnoYDetectionofabnormaleventin 

toiletTheSecondAMA-IEEEMedicalTechnology
 

Conference,2011,0ctober,Boston,America


2.国	 内 学 会

1.高	 田 祐 樹,丸 橋 学,瀬 戸 山 浩 平,牧 坂 光,吉 田

成 人,川 合 真 子,山 田 憲 嗣,高 橋 秀 也,平 尾 素 宏,

河 原 邦 光,道 田 知 樹,長 倉 俊 明 複 眼 光 学 系 を 内 視

鏡 に 応 用 す る た め の 研 究 第50回 日 本 生 体 医 工 学 会

大 会2011年4月,東 京

2.山	 田 憲 嗣,武 田 真 季,佐 々 木 な ぎ さ,田 中 範 佳,

堅 山 遥 菜,清 水 佐 知 子,長 倉 俊 明,石 原 謙,大 野

ゆ う 子 看 護 学 生 に よ る 看 護 工 学 の 実 例 第50回 

日本生体医工学会大会2011年4月,東 京

3.	 瀬戸山浩平,高 田祐樹,丸 橋 学,牧 坂 光,吉 田

成人,川 合真子,山 田憲嗣,高 橋秀也,平 尾素宏,

河原邦光,道 田知樹,長 倉俊明 内視鏡の病変輪郭

抽出とベク トル画像化の研究 第50回 日本生体医工

学会大会2011年4月,東 京

4.	 長倉俊明,山 田憲嗣,大 野ゆう子,生 田幸士,石 原

謙 デザインによる医療の安全向上への検討(看 護

工学による医療支援)第50回 日本生体医工学会大

会2011年4月,東 京

5.	 長倉俊明,山 田憲嗣,大 野ゆう子,生 田幸士,石 原

謙 医用工学 と看護工学による産業振興への提案

第50回 日本生体医工学会大会2011年4月,東 京

6.	 大野ゆう子,山 田憲嗣,清 水佐知子,武 田真季,佐 々

木なぎさ,本 田幸夫,高 橋里恵,笠 原聡子,岡 田千

鶴,酒 井文代,池 川充洋 業務改善に向けたタイム

スタディのあり方の研究一看護スタッフと患者の双

方の視点か ら一 第40回 日本医療福祉設備学会

2011年11月,東 京

7.	 清水佐知子,冨 澤理恵,林 剣煌,東 村昌代,飯 沼正

博,石 井豊恵,山 田憲嗣,大 野ゆう子 看護ケアサ

プライチェインにおける看護師業務遂行に関する分

析 第50回 日本生体医工学会2011年4月 東京

8.	 清水佐知子,冨 澤理恵,尾 島裕子,大 井慎太郎,

井上泰子,田 中あつ子,本 杉ふ じゑ,岡 田千鶴,

山田憲嗣,大 野ゆ う子 患者移送業務のオブジェク

ト指向モデ リングと業務遂行時間に関す る一考察

第50回 日本生体医工学会2011年4月 東京

9.	 吉本佳世,大 野ゆう子,辰 巳友佳子,武 田真季,

伏井義人,片 山和子,堅 山遥菜,安 藤 健,清 水

佐知子,山 田憲嗣,内 田光也 着衣型ホメオスタシ

ス支援素材の開発一寝衣が睡眠に及ぼす影響につい

て一ITヘ ルスケア学会第五回年次学術大会2011

年6月,大 阪

10.	 武田真季,山 田憲嗣,佐 藤浩美,吉 川秀樹,清 水

佐知子,大 野ゆう子,長 倉俊明,石 原 謙 病院内

の見守 りシステム 第50回 日本生体医工学会大会

2011年4月,東 京

11.	 武田真季,吉 本佳世,佐 々木なぎさ,安 藤 健,

清水佐知子,山 田憲嗣,大 野ゆう子 病院内のプラ

イバシー空間における異常検知 第12回 計測自動

制御学会 システムインテグ レーシ ョン部門講演会

2011年12月,京 都

12.	 松村隆史,武 田真季,奥 野弘嗣,山 田憲嗣,大 野

ゆう子,八 木哲也 網膜チップセンサーを用いた病

院内人物モニタシステムの開発MEと バイオサイバ

太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 塩銀≡堂部生 
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ネティックス研究会(MBE)2011年3月,東 京 皿 主催学会

13.	 佐々木なぎさ,武 田真季,安 藤 健,山 田憲嗣, 1.学 会 なし

清水佐知子,大 野ゆ う子,岡 田千鶴,北 垣和彦, 2.セ ミナー

高橋里枝,本 田幸夫 病院外来配置換え前後の動線 1.大 野ゆう子,山 田憲嗣 ロボテ ィクス&デ ザイン

分析報告一病院スタッフの動線分析報告謡ITヘ ル 看工融合(パ ナ ソニ ック)講 座主催 テック技販

スケア学会第五回年次学術大会2011年6月,大 阪 「3軸力覚計測センサ 看護領域での3軸 力覚計測セ

14.	 佐々木なぎさ,武 田真季,山 田憲嗣,清 水佐知子, ンサの利用方法の検討」2011年4月,大 阪大学 

岡田千鶴,大 野ゆ う子 長期療養型病院の外来配置 z. 大野ゆう子,山 田憲嗣 ロボティクス&デ ザイン

換え前後における患者 ・病院スタッフの動線の変化 看工融合(パ ナ ソニ ック)講 座主催 大和ハウス

に関する研究 第50回 日本生体医工学会大会2011 エ業 「ロボッ トスーツHALロ ボッ トによるアシス ト

年4月,東 京 技術の紹介」2011年6月,大 阪大学

15.	 伏井義人,山 田憲嗣,大 野ゆ う子,安 藤 健, 3. 大野ゆ う子,山 田憲嗣 ロボティクス&デ ザイン

清水佐知子,江 田英雄 本田幸夫,長 倉俊明,石 原 看工融合(パ ナ ソニ ック)講 座主催 キーエンス

謙 実験実習用人工心肺シミュレータの基礎的検 「ハイス ピー ドカメラ ハイス ピー ドカメラの利用

討 生体医工学シンポジウム20112011年9月,長 野 方法について」2011年6月,大 阪大学

4. 大野ゆ う子,山 田憲嗣 ロボティクス&デ ザイン

V講 演会 看工融合(パ ナソニック)講 座主催ATRrテ レノイ

1.山 田憲嗣 平成23年 度 第2回 信州オプ ト講演会 ドを用いた遠隔コミュニケーシ ョンの検討亅2011

「光学がになう医 ・看 ・工連携 ～臨床現場からのニ 年6月,大 阪大学

ーズ～亅2011年3月 ,長 野 5. 大野ゆ う子,山 田憲嗣 ロボティクス&デ ザイン

2.山	 田憲嗣 第12回 日本医療情報学会看護学術大会 看工融合(パ ナソニック)講 座主催 「パナソニッ

ランチ ョンセ ミナー1「 工学 ・情報が拓 く看護」 ク見学会」2011年7月,Panasonic

2011年7月,神 戸 6. 大野ゆ う子,山 田憲嗣 ロボテ ィクス&デ ザイン

3.山	 田憲嗣 医療安全学各論 「医療安全への工学的 看工融合(パ ナ ソニ ック)講 座主催Panasonic

アプローチ」2011年7月,大 阪 「離床検知アプリケーション3次 元カメラを用いた

4.山	 田憲嗣 平成23年 度 大阪医専 「ケアを中心と 非拘束離床検知アプリケーション」2011年7月,

する医療現場への最先端工学技術の導入とデバイス 大阪大学

の開発」 ～医・看・工 融合研究分野の開拓～2011 7. 大野ゆ う子,山 田憲嗣 ロボテ ィクス&デ ザイン

年8月,大 阪 看工融合(パ ナソニック)講 座主催 身のこな し

5.山 田憲嗣 平成23年 度 第4回 科学交流合宿研修会一 ラボラ トリー 「マッスルアライブ 筋運動のバイオフ

サイエンス ・コラボレーションin武 庫川一「工学的 ィー ドバックシステム」2011年7月,大 阪大学

アプローチで看護を支援 してみよう1～ 看護工学の 8. 大野ゆう子,山 田憲嗣 ロボティクス&デ ザイン看

考え方～」2011年8月,大 阪 工融合(パ ナソニック)講 座主催 京セラ 「ハイ

6.山	 田憲嗣 平成23年 度 メディカルデバイス開発連 パー ソニックスーパーツ ィー ター 非可聴音域

続講座 「看護工学」2011年9月,大 阪 スピーカについて」2011年8月,大 阪大学

7.山	 田憲嗣 平成23年 度 国際医療の質 ・安全学会 9. 大野ゆう子,山 田憲嗣 ロボテ ィクス&デ ザイン

2011遠 隔地参加プログラムーより良い医療を、よ り安 看工融合(パ ナソニック)講 座主催 セキュ リティ

全に、よ り低コス トで一 特別コメンテーター2011 ーハウス 「ネッ トワークカメラ 遠隔監視力メラシス

年11月,東 京 テムの看護領域での利用検討」2011年9月,大 阪

大学

w報 道 10. 大野ゆう子,山 田憲嗣 ロボテ ィクス&デ ザイン

1.OhnoY,YamadaKUnsurpassedPedigreein	 看工融合(パ ナソニック)講 座主催 東洋紡 「ひん

TranslationalMedicineOSAKA-NFOCUSScience やり感を持つ寝具用材料でICEMAXと 変形や温度変化

6-7,2011,February に対し色が変わるポリマーについて」2011年11

月,大 阪大学

11.	 大野ゆ う子,山 田憲嗣 ロボティクス&デ ザイン

太文字e教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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看 工融合(パ ナ ソニ ック)講 座主催Panasonic

「洗髪ロボッ トの概要説明とデモンス トレーシ ョ

ン」2011年12月,大 阪大学

3.研	 究会

1.山	 田憲嗣 日本生体医工学会専門別研究会 第1回

次世代内視鏡技術研究会 「内視鏡技術に関する

最近の トピックスと本年度の研究会予定」2011年

7月,静 岡大学

2.山	 田憲嗣 日本生体医工学会専門別研究会 第2回

次世代内視鏡技術研究会 「次世代内視鏡技術研究

会 ・未来MEデ ザイン研究会 共催」2011年12月,

愛媛大学

3.山	 田憲嗣 第1回 医 ・看 ・エワークショップ
"看工融合"2011年12月

,大 阪大学

4.講	 習会 なし

5.そ	 の他 なし

皿	 受賞

1.	 山田憲嗣 一空気噴流印加時における角膜の凹部変形

を考慮 したダイナ ミックセンシング 財団法人油空

圧機器技術振興財団 学術論文顕彰2011年6月

z.	 香川 景一郎,田 中映治,山 田憲 嗣,谷 田 純

深い被写界深度をもつ光 ・画像処理融合型複眼内視

鏡システム 応用物理学会 分科会 日本光学会

光設計研究グルー プ 第14回 光設計奨励賞2011

年11月

3.	 佐々木なぎさ,武 田真季,安 藤 健,山 田憲嗣,

清水佐知子,大 野ゆ う子,岡 田千鶴 北垣和彦,

高橋里枝,本 田幸夫 病院外来配置換え前後の動線

分析報告 一病院スタッフの動線分析報告一IT

ヘル ス ケア学 会 第5回 年次学 術大 会Young

!nvestigator'sAward2011年6月,大 阪

医	 特許 な し

X共 同研究

1.国	 内公的機関 なし

2.国	 内民間研究機関 なし

3.国	 外公的機関 なし

4.国	 外民間研究機関 なし

X[研 究費

1.校	 費 な し

2.科	 学研究費補助金

1.山	 田憲嗣(研 究代表者)複 眼光学系を利用 したマ

ルチ機能フィルタビジ ョン内視鏡の開発 平成21

大 阪 大 学看 護 学雑 誌Vol.18No.1(2012)

年～23年 度 文部科学省科学研究費(基盤研究C)

3.受	 託研究費

1.大 野ゆう子(研 究代表者),山 田憲嗣 ロボティクス

&デ ザイン看工融合(パ ナソニック)共 同研究講座

平成23年4月 重日～平成24年3月31日Panasonic

4.奨	 学寄付金 なし

5.大	 学改革推進等補助金 なし

】忸	 学会 ・職能団体等の役員活動

1.会	 長 ・理事長

1.山 田憲嗣 次世代内視鏡技術研究会 会長

2.理 事 ・幹事


{.山 田憲嗣 日本生体医工学会関西支部幹事


2.山	 田憲嗣 日本光学会情報フォ トニクス研究グルー

プ幹事

3.評	 議員 なし

4.支	 部長 なし

5.委	 員長 ・副委員長 なし

6.委	 員

1.山	 田憲嗣 日本生体医工学会ME技 術実力検定試験

実行委員 

2.	 山田憲嗣 ユ ビキタス情報環境と医療システム研究

会委員

3.	 山田憲嗣BMEonDementia研 究会委員

4.	 山田憲嗣 医用 ・生体工学技術委員会1号 委員

5.	 山田憲嗣 生体医工学シンポジウム2011編 集委員

会委員

6.	 山田憲嗣 愛媛大学非常勤講師

7.	 山田憲嗣 臨床医工情報学コンソーシアム関西臨床

医工学ア ドバイザー

8.	 山田憲嗣 第24回 バイオエンジニア リング講演会

実行委員

7. その他 な し

病院看護部

1論 文

1.学	 術 論 文 

1.YukoFujiwara,KenKishida,MikaTerao,Mitsuyoshi
 

Takahara,MunehideMatsuhisa,TohruFunahashi,Iichiro
 

Shimomura&YasukoShimizu.Beneficialeffectsoffoot
 

carenursingforpeoplewithdiabetesmellitus:an
 

uncontrolledbeforeandafterinterventionstudy.Journal


太 文 字=教 員2重 線=博 士 学 生 下線=院 士 学 生 点線=学 部 生 
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2.会	 議 録 な し

3.研	 究 報 告

1.團	 寛 子,上 間 あ お い,中 島和 江,高 橋 りょ う子,新 開

裕 幸 看 護 師 の イ ン シ デ ン トレポ ー トへ の 情報 提 供

に 影 響 を 与 え る要 因 の分 析 第41回 日本 看 護 学 会 論

文 集 看 護 管理2010p209-2122010公 益 社 団 法

人 日本 看 護 協会

4.大	 学 ・研 究 所 等 の 報 告 な し

5.解	 説 ・総 説 な し

6.そ	 の 他 な し

II著	 書

1.一	 般 著 書 な し

2.専	 門 著 書

1.藤	 原 優 子 糖 尿 病 足 病 変 ハ イ リス ク 患者 へ の フ ッ ト

ケ ア と そ の効 果 糖 尿 病 合 併 症Vol.25No.2

p222-2252011日 本 糖 尿 病 合 併症 学 会 編

2.藤	 原 優 子 高 齢 者 糖 尿 病 の 療養 指導 月刊 糖 尿 病

Vol.3No。8p115-1292011医 学 出版 東 京

3,藤	 原 優 子 糖 尿 病 フ ッ トケ ア ー 未 来へ の 発 展 の た め

1こ一DiabetesFrontierVol.22.No.3P273-278

2011メ デ ィ カル レ ビュ ー社 大 阪

4.藤 原 優 子 糖 尿 病 足 病 変 予 防 フ ッ トケア プ ログ ラム 

(OsakaUniversityDiabeticFootCareProgram)

「を用 いた リス ク 層 別 化 介 入 日本 下肢 救 済 ・足 病 学 会

誌Vol.3No.3p107-1132011

3.教	 科 書 な し

4.誌	 上 発 表

1.荒	 木 啓 子 日総 研 出版 隔 月刊 誌 が ん 患 者 ケ ア執 筆

抗 が ん 剤 投 与 に ま つわ る疑 問解 決Q&A

2.能	 芝 範 子 特 別編 集委 員 「ク リテ ィ カル ケ ア の 場 で

の 看 護 」 家 族看 護第19号 日本 看護 協 会 出版 会

3.藤 原 優 子 糖 尿病 足病 変ハ イ リス ク患 者 へ の フ ッ ト

ケ ア とそ の効 果 糖尿 病 合 併 症Vol.25No.2

p222-2252011日 本 糖 尿 病 合 併 症 学 会 編

4.藤	 原 優 子 高 齢 者 糖 尿 病 の 療 養 指 導 月 刊糖 尿病

Vol.3No.8p115-1292011医 学 出 版 東 京

5.藤 原優 子 糖 尿 病 フ ッ トケ ア ー未 来 へ の 発展 の た め

i:ニーDiabetesFrontierVol・22No・3p273-278


2011メ デ ィカ ル レ ビュー 社 大 阪


6.藤 原優 子 糖 尿 病 足病 変 予 防 フ ッ トケ ア プ ログ ラ ム 

(OsakaUniversityDiabeticFootCareProgram)

を用 い た リス ク層 別 化 介 入 日本 下 肢救 済 ・足病 学

会 誌Vol.3No.3p107-1132011

7.萩 原 邦子 小 児 の 臓 器 移 植 に お け る現 状 と レシ ピエ 

ン ト移植 コー デ ィ ネー ター の 役 割 日本 移 植 ・再 生

医療 看護 学 会Vol.6No.2Aprilp31-372011

8.	 萩 原 邦子 移 植 看 護 との 出 会 い 今 日の 移 植VoL24

No.2p132-1322011日 本 医 学 館 東 京

9.	 植 田 江梨 子 妊 娠 と糖 尿 病一 出 産 を経 験 して一 さ

か えVol.51No.lp14-152011

10.	 植 田 江梨 子 移 植 コー デ ィネ ー ター 発 腎 移 植 か わ ら

版 透 析 ケァVol.17No.10p732011.10

11.	 久保 田香 人 工 心 臓 管 理 技 術 認 定 士 の 役 割 と実 際 の

活 動ClinicalEngineeringVol.22No.112011

12.	 鍋 谷 佳 子 特 集2実 例 で学 ぼ う!文 献 ク リテ ィー

クの 仕 方 主 任&中 堅 日総 研 出 版5.6月 号 

2011

13.	 鍋 谷 佳 子 誌 上 コ ンサ ル テ ー シ ョン エ キ スパ ー ト

ナ ー スVol27Not2月 号p44.2011

14.	 鍋 谷 佳 子 誌 上 コ ンサ ル テ ー シ ョン エ キ スパ ー ト

ナ ー スVo127No44月 号p38-392011

15.	 鍋 谷 佳 子 誌 上 コ ンサ ル テ ー シ ョン エ キ スパ ー ト

ナ ー スVol27Not210月p402011

皿	 招聘講演 ・シンポジウム等

1.国	 際学会 なし

2.国	 内学会 

1.	 田墨惠子 看護の叡智を求めて 第42回 日本看護学

会 成人看護1・II(合 同)2011年9月 大阪市

2.	 能芝範子 医療者が死に向き合うことについて 第

17回 日本臨床死生学会大会2011年9月 神戸市

3.	 藤原優子 大阪大学医学部附属病院におけるフッ ト

ケア 第9回 日本フットケア学会学術集会ランチ ョ

ンセミナー2011年2月 福岡市

4.	 藤原優子 フットケア最前線 日本臨床皮膚科医学

会総会第27回 臨床学術大会2011年6月 大阪市

5.	 中西美貴 人工呼吸器安全使用のための指針第2版

とRSTは 呼吸療法の安全 にいかに寄与するか?

日本呼吸療法医学会学術総会2011年6月 横浜市

6.	 中西美貴 呼吸療法の安全における現状と課題:

看護師の立場から 日本呼吸療法医学会学術総会

2011年6月 横浜市

7.	 萩原邦子 認定 レシピエン ト移植a一 ディネーター

に期待されること～移植希望 ・待機患者の管理～

第47回 日本移植学会総会2011年10月 仙台市

8.	 中西美貴 呼吸療法 ・呼吸ケアにお ける医療安全

「急性期あるいは院内における呼吸器疾患患者の看

護における医療安全」 日本呼吸ケア ・リハ ビリテ

ーション学会学術集会2011年11月 松本市

太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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9.鍋 谷佳子 サーベイランスの実践的活用～感染防止

技術の改善をめざして～ ワークショップ座長 第

54回 日本感染症学会中日本地方会学術集会 ・第59

回日本化学療法学会西日本支部総会2011年11月

奈良市

10.鍋	 谷佳子 一般演題 「教育 ・啓発」座長 第26回 日

本環境感染学会2011年2月 横浜市

1V学 会一般演題

1.国	 際学会 なし

2.国	 内学会

1.杉 崎薫子,川 ロ陽子 「移植コーディネーターとの

合同カンファレンスを見直 して」 第44回 日本臨床

腎移植学会2011年1月 宝塚市

2.久 保田香 埋込み型補助人工心臓装着患者における

長期在宅管理の経験 第39回 人工心臓と補助循環懇

話会2011年2月 米子市

3.吉	 岡 範,出 口松夫,橋 本章司,鍋 谷佳子,浅 利

誠志,朝 野和典 スコア表を用いた新たなMRSA感

染 ・保菌鑑別法 第26回 日本環境感染学会2011

年2月 横浜市

4.田	 中寿江,佐 藤 文,関 本貢嗣 腹腔鏡下ス トーマ

造設手術前のス トーマサイ トマーキングの検討 日

本創傷・オス トミー・失禁管理学会2011年5月 金

沢市

5.井	 ロ和江 転倒転落危険度が高いと評価 された脳神

経外科術後患者のリスク因子と看護介入の疾患別特

徴 第14回 日本病院脳神経外科学会2011年7月

松山市

6.平	 田美穂,松 本晴美,中 川里恵,表 八洋子PCIク リ

ティカルパス患者のパンフレッ ト使用による退院指

導改善の試み 第20回 日本心血管インターベンショ

ン治療学会2011年7月 大阪市

7.河	 村美幸,砂 山陽子,小 寺郁子 補助人工心臓を対

外設置型から体内植え込み型へ入れ換えた患者の心

理的変化 第42回 日本看護学会(成 人看護1・II)

2011年9月 大阪市

8.山 本美香子,吉 村 舞,中 塚幹也 産科と地域との

子育て連携:地 域から産科へ望むこと 第52回 日本

母性衛生学会学術集会2011年9月 京都市

9.糸 井麻希子,我 部山キヨ子 授乳形態における母親

の心理状態と必要な授乳支援 第52回 日本母性衛生

学会学術集会2011年9月 京都市

10.松	 本留美,東 田有加,片 山圭子,佐 藤浩美,谷 浦葉

子 新人看護師の対人不安と疲労の実態調査 第42

回日本看護学会(看 護管理)2011年10月 神戸市 

大 阪 大学 看 護 学雑 誌Vo1.18No.1(2012)

11.	 影山智子,松 下泰子,柳 川千里 脳死臓器移植レシ

ピエン トが移植後に抱える苦悩 ・葛藤一心 ・肺 ・膵

腎同時・肝移植後の各傾向と比較 第47回 日本移植

学会総会2011年10月 仙台市

12.	 辰巳早苗,八 木真弓,宮 崎絹子,安 部綾香,安 藤

昌代,南 正人 看護記録監査による手術看護記録

の評価 第33回 日本手術医学会2011年10月

鹿児島市

13.	 細川智子 高度肥満患者の腹腔鏡下直腸癌手術前の

体位シミュレーションを試みて 第24回 近畿内視鏡

外科研究会2011年10月 豊中市

14.	 石上 郁 タブレットPCを 用いたTHA患 者用デジタ

ルクリニカルパスの作成とその効果 第38回 日本股

関節学会2011年10月 鹿児島市

15.	 吉岡 範,出 口松夫,鍵 田正智,中 野 卓,田 原和子,

森 恵子,塚 本寛子,鍋 谷佳子,浅 利誠志,朝 野和

典,日 高 洋HAV交 代検出用試薬の現状と抗体保有

率の検討 日本臨床自動化学会第43回 大会2011

年10月 横浜市

16.	 萩原邦子 レシピエン ト移植コーディネーターが直

面する脳死臓器移植対応に伴う問題点の検討 第47

回日本移植学会総会2011年10月 仙台市

17.	 久保田香 法改正により変わってきた心臓移植の実

施状況 第30回 心臓移植研究会学術集会2011年

10月 鹿児島市

18.	 土岐沢優紀,柿 添真由美 婦人科悪性腫瘍手術後の

深部静脈血栓症と肺塞栓症の早期評価方法一下肢周

囲径とSpO2測 定の有用性一 第31回 日本看護科学

学会2011年12月 高知市

19.	 間城絵里奈,荒 尾晴恵,小 林珠美,吉 岡とも子,

田墨惠子 ホルモン療法中の乳がん患者の認知機能

の様相 第31回 日本看護科学学会2011年12月

高知市

V	 講演会

1.	 能芝範子 過大な侵襲を受けた患者の生体反応と看

護 国立大学法人大阪大学医学部保健学科2011年

5月 吹田市

z.	 能芝範子 呼吸循環の管理 国立大学法人大阪大学

医学部保健学科講義講師学内2011年5月 吹田市

3.	 能芝範子 重症集中ケア 国立大学法人大阪大学医

学部保健学科2011年5月 吹田市

4.	 能芝範子NPO法 人近畿 主な換気モー ドの理解

人ロ呼吸安全推進機構人工呼吸器セ.ミナー2011年

6月 吹田市
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5.能	 芝範子 教育セミナー 「過大侵襲術後における

疼痛管理の考え方と実際 日本クリティカル看護学

会2011年9月 神戸市

6,能 芝範子 人ロ呼吸器装着患者の看護①② 「人ロ

呼吸ケアに必要な呼吸の解剖生理他」 大阪府看護

協会2011年10月,11月 大阪市

7.能 芝範子 慢性呼吸器疾患看護認定看護教育課程

「講師慢性呼吸器疾患患者の酸素療法と人工呼吸療

法におけるケア」 福井大学大学院医学系研究科附

属看護キャ1丿アア ップセンター2011年10月

福井市

8.能 芝範子 「困っていませんか?家 族との関わり～

実践 してみよう家族への看護～」 大阪府立大学大

学院家族看護シンポジウム2011年11月 大阪市

9.大	 野由美子4年 次集中講義 「緩和ケア」 広島国

際大学看護学部看護学科2011年4月 呉市

10.大 野由美子 がん性疼痛看護認定看護師教育課程講

師 「がん性疼痛のアセスメン トと計 画立案」

大阪府看護協会2011年6月 大阪市

11.大 野由美子 緩和ケア認定看護師教育課程 「緩和

ケアにおけるチームアプローチとコミュニケーショ

ン∫ 香川大学医学部2011年11月 香川市

12.大	 野由美子 公開講座 「自宅でも看取るというこ

と」 吹田ホスピス市民塾2011年11月 吹田市

13.鍋 谷佳子 平成23年 度感染制御専門薬剤師講習会

「感染管理認定看護師からの感染の制御」 日本病

院薬剤師会2011年5月 福岡市

14.鍋	 谷佳子 病院講演会 「病院感染対策について」

医療法人協会協立病院2011年5月 吹田市

15.鍋 谷佳子 感染管理認定看護師教育課程 「感染防

止技術」 日本看護協会看護研修学校2011年8月

清瀬市

16.鍋 谷佳子 感染管理認定看護師教育課程 「医療関

連感染サーベイランス概論 ・各論 ・感染防止技術」

長野県立看護大学2011年8月 長野市

17.鍋 谷佳子 感染管理認定看護師教育課程 「感染防止

技術～移植領域～」 日本看護協会看護研修学校

2011年8月 清瀬市

18.鍋	 谷佳子 感染リスクマネジメン ト学講義 大阪大

学医学系研究科保健学科2011年9月 吹田市

19.鍋	 谷佳子 日本感染管理ネッ トワーク近畿支部第4

回日本感染管理ネットワーク近畿支部研修会パネル

ディスカッション 「病院環境」大阪YMCA会 館2011

年10月 大阪市 

zo.	 鍋谷佳子 院内講習会 「みんな、Happiness!手 指

衛生」 沖縄特洲会湘南厚木病院2011年10月 厚

木市

21.	 鍋谷佳子 感染管理認定看護師教育課程 「疫学と統

計学」 日本看護協会神戸研修センター2011年10

月 神戸市

22.	 鍋谷佳子 日本環境感染学会 ・医療疫学 トレーニン

グコース 「疫学 ・統計」 日本環境感染学会2011

年11月 東京都

23.	 呉 聖人 医療実習 「一次救命処置技術演習の指

導」 大阪大学医学系研究科保健学科2011年6月

吹田市

24.	 城戸靖章 医療実習 「一次救命処置技術演習の指

導」 大阪大学医学系研究科保健学科2011年6月

吹田市

25.	 日高泰徳DMAT研 修タスク 兵庫県災害医療センタ

ー2011年5月 神戸市

26.	 浦出紗希DMAT研 修タスク 兵庫県災害医療センタ

ー2011年6月 神戸市

27.	 城戸靖章DMAT研 修タスク 兵庫県災害医療センタ

ー2011年8月 神戸市

28.	 浅井貴子DMAT研 修タスク 兵庫県災害医療センタ

ー2011年9月 神戸市

29.	 藤原優子 糖尿病とフットケア 第3回 兵庫県民公

開講座一フッ トケアフェスティバルー2011年3月

神戸市

30.	 藤原優子 糖尿病足病変ハイリスク患者への再発予

防フッ トケアの有用性 第14回 阪神糖尿病セミナ

ー2011年7月 西宮市

31.	 藤原優子 糖尿病看護シリーズ5「 糖尿病重症化

予防フッ トケア」 大阪府看護協会2011年7月

大阪市

32.	 藤原優子 阪神糖尿病セミナー ノボノルディスク

ファーマー(株)2011年8月 西宮市

33.	 藤原優子DMサ ミッ ト2011サ ノフィ・アベンティ

ス(株)2011年8月 京都市

34.	 藤原優子 糖尿病院内認定コース研修 「フッ トケ

アについて」 徳島大学病院2011年10月 徳島

市

35.	 藤原優子 糖尿病看護におけるフットケアの重要性、

第3回 大阪糖尿病と足病変管理について考える会

2011年11月 大阪市

36.	 谷浦葉子 看護研究 平成23年 度市立貝塚病院看

護研修2011年1月 ～12月 貝塚市

太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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37.谷 浦葉子 プリセプター研修 「新人教育に活かす

コミュニケーション」 財団法人 住友病院2011

年6月 大阪市

38.谷	 浦葉子 看護研究 社会福祉法人石井記念愛園愛

染橋病院看護研修2011年8月12月 大阪市

39.團 寛子2011年 度研修No.76「 医療安全1看 護

管理者のためのリスクマネジメント」 大阪府看護

協会2011年5月 大阪市

40.團 寛子 医療安全学各論講師 「医療事故防止対策

及び事故対応の実施」 大阪大学大学院医学系研究

科社会環境医学講座公衆衛生学2011年7月 大阪

市

41.團 寛子 大阪大学医学部医学系研究科 合同オ リ

エンテーション 「リスクマネジメン トについて」

2011年9月 吹田市

42.柳 川千里 大阪大学移植関係診療科市民公開講座

「移植ってなあに一移植患者さんに寄 り添って一」

2011年6月 大阪市

43.柳 川千里 大阪大学移植関係診療科市民公開講座

「移植ってなあに?一 歩先いく最新医療 一移植患

者さんに寄り添って一」2011年7月 大阪市

44.冨	 永信子 大阪大学医学部保健学科総合ヘルスプロ

モーション科 「在宅ケア概論特別講義」2011年

6月 吹田市

45.大	 谷麻里 仕事を知るための講義 賢明女学院中学

校 ・高等学校2011年7月 姫路市

46.長	 田麻友子 血流感染と予防対策 「中心静脈カテ

ーテルの取扱いと管理」 感染対策センター2011

年10月 大阪市

47.青 木和子 第6階 糖尿病看護スキルアップセミナー

「糖尿病患者の退院支援」 日本糖尿病教育 ・看護

学会ネッ トワーク委員会2011年10月 京都市

48.田 墨惠子 第7回 外来化学療法勉強会 「化学療法後

のセルフケア支援と心理的サポー ト」 協和発酵キ

リン株式会社2011年4月 名古屋市

49.田 墨惠子 がん看護1が ん患者の意思決定への支援

「がん患者のQOLと 看護倫理」 大阪府看護協会

2011年5月 大阪市

50.田	 墨惠子 看護卒後教育によるmid-levelprovider

育成 と医療提供イノベーションシンポジス ト 「動き

出した高度実践看護師教育」 次世代 ・最先端研究

開発支援プログラム2011年7月 東京都文京区

51.田 墨惠子 成人看護学方法論 「総合病院におけるが

ん患者の看護の実際」 甲南女子大学看護 リハ ビリ

テーション学部2011年7月 神戸市 

大 阪 大学 看 護 学雑 誌Vo1.18No.1(2012)

52.	 田墨惠子 がん化学療法看護認定看護師教育課程

「がん化学療法の投与管理とリスクマネジメント」

静岡がんセンター2011年7月 静岡市

53.	 田墨惠子 全国セミナー 「がん薬物療法と患者のセ

ルフケア支援」 日本看護協会出版会23年9月

神戸市2011年10月 東京都渋谷区

54.	 田墨惠子 平成23年 度山形県立中央病院エキスパ

ー ト看護師育成研修 「がん患者の症状マネジメン

トとセルフケア支援」 山形県立中央病院2011年

10月 山形市

55.	 田墨惠子 奈良県看護協会研修会 「がん化学療法

と看護」 奈良県看護協会研修センター2011年10

月 橿原市

56.	 田墨恵子 市民公開講座 「知ってほ しい 抗がん

剤治療化学療法とうまくつきあうために大切なこ

と」 厚生連高岡病院2011年10月 高岡市

57.	 田墨惠子 がん化学療法看護認定看護師教育課程

「がん化学療法に伴う末梢神経障害」 日本看護協

会神戸研修センター2011年11月 神戸市

58.	 田中春美 助産管理 「病院における助産管理業務」

甲南女子大学看護リハビリテーション学部2011年

11月 神戸市

59.	 萩原邦子 教育セミナー 「認定 レシ ピエン ト移植

コーディネーターに期待されること～移植希望 ・待

機患者の管理～」 第47回 日本移植学会総会2011

年10月 仙台市

60.	 萩原邦子 レシピエント移植a一 ディネーター各論

(腎臓 ・肝臓)JA丁GO総 合研修会2011年11月

東京

61.	 萩原邦子 大阪大学医学部医学科 「レシピエン トコ

ーディネーターの役割」2011年12月 吹田市

62.	 植田江梨子 阿倍野腎移植セ ミナー 「レシピエン ト

移植コーディネーターの役割と実際」2011年2月

大阪市

63.	 植田江梨子 特定医療法人仁真会白鷺病院 「献腎移

植の登録から移植まで」2011年5月 大阪市

W報 道 なし

皿	 主 催 学 会

1.学	 会 な し

2.セ	 ミナ ー な し

3.研	 究 会 な し

4.講	 習 会 な し

5.そ	 の 他

1.萩 原 邦 子 レシ ピエ ン ト移 植 コー デ ィネー タ ー 交流

太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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集会 第44回 日本腎移植学会2011年1月 宝塚市

鞭	 受賞 な し

1X特 許 なし

X共 同研究

1.国	 内公的機関 な し

2.国	 内民間研究機関 な し

3.国	 外公的機関 なし

4.国	 外民間研究機関 なし

X[研 究費

1.校	 費 なし

2.科	 学研究費補助金 なし

3.受	 託研究費 なし

4.奨	 学寄付金 なし

5.大	 学改革推進等補助金 な し

刈	 学会 ・職能団体等の役員活動

1.会	 長・理事長 なし

1.井 ロ和江 日本脳神経看護研究学会地方会 理事長

2.理	 事 ・幹事

1.井 ロ和江 日本脳神経看護研究学会 理事

2.田 中春美 大阪母性衛生学会 理事

3.評	 議員

1.田 墨惠子 日本がん看護学会

2.田 墨惠子 日本緩和医療学会

3.藤 原優子 日本糖尿病教育 ・看護学会

4.田 中春美 日本母性衛生学会

5.鍋 谷佳子 日本環境感染学会

6.萩 原邦子 日本移植学会

7.萩 原邦子 日本移植 ・再生医療看護学会

8.小 川 馨 日本移植 ・再生医療看護学会

4.支	 部長 なし

5.委 員長 ・副委員長 な し

6.委	 員

1.藤	 原優子 一般社団法人日本糖尿病教育 ・看護学会

ネットワーク委員会委員

2.藤	 原優子 一般社団法人日本糖尿病教育 ・看護学会

編集委員会委員

3.藤	 原優子 大阪糖尿病協会顧問医会 大阪糖尿病患

者教育担当者研修会 代表委員

4.藤 原優子 大阪CDE認 定機構 講習委員会委員

5.藤 原優子 大阪糖尿病看護研究会 委員

6.藤	 原優子 大阪糖尿病ケアステップアップセ ミナー

委員

7.藤 原優子 糖尿病セミナー 「おおさか」 委員

8.鍋	 谷佳子 国公立大学医学部附属病院感染対策協議

会 サーベイランス作業部会委員

9.鍋	 谷佳子 国公立大学医学部附属病院感染対策協議

会 臨床研究WG委 員

10.鍋 谷佳子 日本環境感染学会教育委員会 委員

11.鍋 谷佳子 第54回 日本感染症学会中日本地方会学

術集会 ・第59回 日本化学療法学会西日本支部総会

プログラム委員

12.團	 寛子 医療の質 ・安全学会ネットワーク委員会

委員

13.有 馬美緒子 日本手術看護学会大阪地区 副会長

14.有	 馬美緒子 第25回 日本手術看護学会年次大会

実行委員

15.西	 元康代 第18回 日本家族看護学会学術集会

実行委員

16.田 墨惠子 日本専門看護師協議会 分野事務局委員

17.田	 墨惠子 日本がん看護学会教育 ・研究活動委員会

委員

18.田 墨惠子 日本がん看護学会誌 査読委員

19.田 墨惠子 日本緩和医療学会総務委員会 委員

20.岩	 崎朋之 日本臨床試験研究会認定制度委員会

委員

21.萩 原邦子 日本移植コーディネーター協議会 委員

7.そ	 の他 なし

太文字=教 員 聾 生 下線=院士学生 哀銀三学都生
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保 健 学 修 士 論 文

氏名 論文題目 指導教員

熊崎 恭子
精神障がい者の地域生活支援の連携に関わる研究
～訪問看護ステーションの看護師のインタビューからみる現状～ 遠藤准教授

武内 紗千 小児生体肝移植において ドナーとなった親の経験 藤原教授

前田 由紀 慢性疾患患児を持つ母親が退院後に抱える不安と困 り事 藤原教授

佐竹 陽子 熟練看護師による三次救急患者の終末期の家族援助に関する研究 新田准教授

山田 純子 子どもの発達の問題を告げられた両親の関係の変化に関する研究 新田准教授

尾島 裕子 循環器系疾患専門病院における移送業務分析
～移送業務に特化 したタイムスタディより～ 大野教授

喜久元 香 看護師 ・患者モニタリングシステム構築の実験的検討 大野教授

坂田 奈津美 部分荷重歩行訓練における装着型床反力計の実験的検討 大野教授

辰巳 友佳子 肥満度と生活習慣の糖尿病発症への影響 大野教授

舩岡 伸光 全国放射線治療施設における治療資源の変化の検討 大野教授

荒岡 広子 肘正中皮静脈怒張における駆血と駆血後上肢挙上との比較検討 阿曽教授

片山 康予 キャリア形成に関する中堅看護教員のポジティブ思考 井上教授

越村 利惠 組織変革における看護の トップマネジャーの戦略的行動 井上教授

藤田 晴子 感染防御機能をもつ唾液中タンパク質濃度の女性性周期に伴う変化と喫煙習慣の影響について 三上教授

池野 佑樹 行政で働く保健師の仕事意欲に関連する要因の分析 早川教授

濱 秀聡 成人双生児における食行動 と性格の関連に関する研究 早川教授

藤川 祐未 1歳6か 月児健康診査の選好条件に関する研究 伊藤准教授

がん プ ロフ ェッシ ョナル養成 プラン がん看護専 門看護 師 コース 修 士論文

氏名 論文題目 指導教員

市村 紀子 強度変調放射線治療(IMRT)を 受ける前立腺がん患者の排尿障害と治療に対する認知 大石特任教授

北田 なみ紀
外来で5-FUを 用いた化学療法を受けている進行再発結腸 ・直腸がん患者の口内炎発症状況と関
連要因

大石特任教授

谷澤 久美 転移 ・再発がん患者の在宅療養から入院に至る経過における体験 大石特任教授

中 万里子 食道がん患者における化学療法に伴う味覚と食嗜好の変化 大石特任教授

安田 千香 頭頸部がん患者の放射線治療後の開口障害一咀嚼力、日常生活行動、QOL一 大石特任教授 
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保 健 学 博 士 論 文

氏名 論文題目 指導教員

渡邊 里香 若手看護師の職業継続と職務活力の向上に関する研究 清本教授

山川 みやえ
認 知 症 専 門 病 棟 に お け るnighttimemovementに 関 す るス タ ッ フの 日常 的観 察 記 録 の 正 確性 とア

セ ス メ ン トへ の 応 用:ICタ グ モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム に よ る客 観 的デ ー タ と の 比較
牧本教授

泉 美香 看護師の小児看護実践の初期経験に関する認識 藤原教授

前田 貴彦 入院中の慢性疾患をもつ思春期の子どもが認識する問題と支援に関する研究 藤原教授

池田 友美 重度の運動機能障害がある子どもの睡眠の問題と介護者の負担感に関する研究 永井教授

酒井 ひろ子 若年女性の喫煙、禁煙行動と月経周期関連症状に関する研究 大橋教授

井村 香積 看 護 学 生 の 目標 達 成行 動 を向 上 す る ため のEmotionalIntelligence教 育 に 関 す る研 究 大野教授

大西 喜一郎
都市部における要介護高齢者等の健康実態と生活状況の分析一要介護認定審査資料に基づく効
果的な介護予防策の提案にむけて一 大野教授

笠原 聡子 タイムスタディを用いた看護業務中断後の臨床判断論理に関する研究 大野教授

山川 祐子 AnalysisofhERGchannelfacilitationandpharmacophoremodeling
大野教授

薬 物 に よ るhERGチ ャ ネ ル フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 作 用 の 解 析 と フ ァ ー マ コ フ ォ ア モ デ ル 構 築

田丸 朋子 移動援助動作時の腰部負担評価を目的としたアセスメン トツール(TAMAツ ール)の 開発 阿曽教授

本多 容子 高齢者に対する足浴の転倒予防効果の検証 阿曽教授

葉山 有香 術後補助化学療法による嘔気 ・倦怠感 ・気分に対する深呼吸法の効果 井上教授

有馬 志津子
看護職による禁煙支援の促進に向けた介入研究一看護学部生の禁煙支援への意思の概念枠組み
の評価と教育プログラムの開発一

三上教授

仲下 祐美子 メタボリックシン ドロームに喫煙が及ぼす影響に関する疫学研究 三上教授 
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